


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　延えん喜ぎ帝国は、その広大な国土を首都を中心にして×の形に東西南北に大きく分け、それぞれを「域」という名で呼んでいた。

　北域や南域と聞くと、草しか生えぬ寒冷な荒野や、密林が広がるような亜熱帯の土地を想像するかもしれないが、そういった光景が広がるのは、帝都から遠く離れた辺境と呼ばれる領域だけである。

　北域も南域も都に近いあたりは開けて人口も多く、街道沿いに設けられたいくつもの宿場街を使って旅をする者も多かった。

　光こう来らい川の渡しから、徒歩で一日ほど離れたところに運うん例れいという街がある。その中心部を抜ける北国街道に面した一軒の旅館の食堂で、白い髭ひげを伸ばした品の良い、どこかの大たい家かの御ご隠いん居きよらしい老人と、がっちりした体格と精せい悍かんな顔つきの手て代だい風の男が二人、そして、ちょっとお調子者の使用人風の男の四人組が、食事をしていた。

　荷物の詰まった背負い行こう李りが足元に置かれているところを見ると、どうやら旅の途中らしい。

　この四人組が裕福な家の人間であることは、身なりや、机の上に並べられた料理の皿の数を見ればわかる。

　皿に盛り付けられていた、青菜と鶏とり肉にくの炒いため物を取り皿に取って、一口食べた使用人らしい小太りの男が、店の給仕の女の子に文句をつけた。

「なんだかどの料理も、塩気の足りない、ぱっとしない味だな。もっとこう、美う味まい！と腹の底から言えるような料理は無いのかい？」

　その言葉を聞きつけたのだろう、主人らしい品のよい老人がたしなめた。

「いやいや発はつ瓶べさん、私のような年寄りの身体からだを心配して、薄味にしてくれたのかもしれませんよ。給仕さんを責めるのはお門かど違ちがいじゃ」

　老人の左右に座っている手て代だいらしい、二人の男の一人が、遠えん慮りよがちに首を振った。

「あ、いや、御ご隠いん居きよ、お言葉ですが、発瓶の言うのもわかります。実際この料理は味が薄い。なあ洲す請うけ、お前もそう思うだろう？」

　洲請と呼ばれた、もう一人の手代らしい男も、遠慮がちにうなずいた。

「ええ、私も郭かく乃のの言う通りだと思います。宿場街に来るのは、汗をかいて旅をする旅人です。塩気の足りない料理では、物足りないと思うのは無理もありません」

「ふむ……」

　御隠居と呼ばれた老人は考え込んだ。

「こういった宿場の飯店では、旅人の身なりを見て味を変えているという話を聞いたことがあるのじゃよ。都に向かって長旅を続けてきた客は汗をかいているので、濃いめの味付けを。都を出てきたばかりの、旅の初めの客は、まだそれほど汗をかいていないので、薄い味付けをするのだ、とな……違うかな？」

　老人に話しかけられた女店員は、驚いたように目を見開いてうなずいた。

「あ、はい、お客さんの身支度を見て、都に上る客か、都から下る客かわかったら、それを厨ちゆう房ぼうに知らせろ、と言われておりますです」

　女店員の言葉を聞いた二人の手代は、感心したようにお互いの顔を見合わせた。

「さすがは御隠居ですな」

「商売の機微をよく御存じだ」

「ほっほっほっ、わしは北域の毛織物問屋の隠居じゃからな、商売に関しても詳くわしいのじゃ」

　だが、最初に文句をつけた、お調子者らしい使用人は不満そうにつぶやいた。

「確かに、汗をかいてここまで歩いてきたわけじゃありませんけど。この料理に塩気が足りないのは本当のことです。塩をケチってるんじゃないかと思うくらいですけど」

　男たちの会話を聞いていた女店員は、申し訳なさそうに頭を下げた。

「申し訳ありません……実は……入れたくても塩が届かないんです」

「塩が？　なぜだい？　俺たちは光こう来らい川の渡しを渡ってきたが、向こう側の船着き場には、海のほうから塩を積んで川を上ってきた船がいっぱいいたぞ？」

「ええ、海から塩を積んで上ってきた船は、向こう岸にしか着かないんです。川のこちら側……北域には一隻せきも来ないんです。北域に塩を送らないようにってお達しが出ているそうでして……」

「北域に塩を送らないだと？」

「何でそんなことを！」

　驚く手て代だいたちを見て、御ご隠いん居きよはうなるように言った。

「これは、おそらく北域の辺境、侘タ瑠ル徒トあたりの反乱軍対策じゃな。内陸では塩が取れん。海から送られる塩が無ければ、北域の辺境は塩不足に悩まされる、というわけじゃよ」

「しかし御隠居、北域と言っても、反乱軍がいる侘瑠徒や延えん声せいというのは、ずっと北の奥地ですよ？　そこに送る塩を止めるのに、運うん例れいの街から止めることはないでしょう？」

「そうですよ、ここは北域とはいえ玄関口みたいなもので、ここで塩を止められたら、北域に住む人全員が迷惑すると思うんですが……」

「確かにその通りじゃ。止めるなら、反乱軍のすぐ手前で止めるのが当り前じゃな。じゃが、役人どもはそうせずに、北域の入り口で止めてしまった……なぜかわかるかね？」

　二人の手代のうちの一人が、声を潜ひそめてつぶやいた。

「もしや……塩の値上がりを目もく論ろんだのでしょうか？」

「いや、そんなことはないだろう。塩は専売品だ、値段が決まっている。勝手に値を吊り上げて売るのは罪だぞ？　それでは闇やみ塩じおと変わらんではないか」

「確かに専売品の塩で勝手に値を吊り上げるのは罪かもしれん。だが、それを取り締まるのは誰だ？　同じ塩役人だぞ？」

「それはそうだが……」

　御隠居は、ゆっくりと言った。

「反乱軍を抑えるために塩の供給を断つというのは、間違っておらん。問題は、それに便乗して私腹を肥やそうとする連中が山のようにおる、ということじゃよ。

　この運例ですら、このありさまじゃ。この先奥地に行けば行くほど、塩の値段は吊り上がり、民たみは苦しむことになるじゃろう。

　このたびの、この塩止めの策……帝国に吉と出るかどうか……微び妙みようなところじゃな」

　御隠居はそう言うと、北の方角をながめるような目で見て、言葉を継いだ。

「まあ、この目で反乱軍の首しゆ謀ぼう者を一目見たいと願って旅に出たからには、そう簡単にこの乱が収まってもらっては困る」

　二人の手代は慌あわててあたりを見回した。

「御隠居、そういうことを、軽々しく口にされては困ります！　どこかに密みつ偵ていがいるやもしれません」

「これはお忍びの旅なのですぞ？」

「おお、すまんすまん。都を離れ、北域に入ったので、つい、気が緩ゆるんだ。許してくれ」

　御ご隠いん居きよはそう言うと、ほっほっほっ、と声を上げて笑った。







　　　第一章「王の資格」







　北域の夏空は真っ青に晴れ上がっていた。

　遠く、ロクト高地の向こうにそびえ立つ霊れい峰ほう山ざんの中腹に白くたなびく雲があるだけで、他に雲らしい雲は無い。

　朝あさ露つゆに濡ぬれた侘タ瑠ル徒トの城壁の上に立ったミーネが、街の周囲を見回してつぶやいた。

「何か、さみしくなったのう……」

　ミーネの言葉の通り、侘瑠徒の城壁の外側を取り巻くように張られていた、何百という数のシムールの包建パイクーと帝国軍の天幕が、今は三分の一ほどしかない。

「沢さわ樹ぎに追い出されていた避難民たちが、みんな延えん声せいの街に帰りましたからね」

　ミーネは斜め後ろにいる晴せい凛りんの顔を見上げて聞いた。

「晴凛はいつ延声に行くのじゃ？」

「今日きようの昼前に侘瑠徒を発たちます。二頭立ての馬車で行きますから、夕方には延声に着くでしょう」

　ミーネは東の空に輝く、まだ本気を出していない太陽を見上げた。

「そうか……今日きようも暑くなりそうじゃな……馬にやる水を忘れるなよ？」

「ええ、そろそろ季節は夏ですからね。水みず樽だるを馬車に多めに積むように言ってありますから、大丈夫ですよ」

「馬の足が重く感じたら、すぐに馬を休ませて水をやるのじゃぞ。馬は汗をかく、汗をかく分しっかり水を飲ませんと、動けなくなるのじゃ」

「ええ、その辺のことは、馬のことをよく知っている御ぎよ者しやさんに任せていますから、きっと大丈夫ですよ」

「いやいや、お前は今ひとつ馬の扱いを知らん！　やはりここは、馬の世話のために、わしがついていってやろうではないか！」

　ミーネが、そう言って、ぽん！　と手を叩たたくと、すかさず後ろに立っていたミリンが、ぺちん！　とミーネの後頭部を叩いた。

「痛い！　何をする！」
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「何を言ってイルのデスカ、この山やま猫ねこは！　晴せい凛りん殿は遊びに行くのではアリマセン。この北域をどうスルか、それを犂すき山やま閣かつ下かたちと決めに行くノデス。大人の話に山猫が口を挟はさむ隙すき間まなんぞアリはシマセン！」

「いいではないか！　わしは晴凛の嫁じゃぞ！　嫁が夫と一いつ緒しよにいるのは、当たり前ではないか！」

　不満げに唇くちびるを尖とがらせるミーネを見て、ミリンが真剣な顔で言った。

「嫁だからコそ、礼儀を忘れてはいけマセン！　あなたが無礼なことをスレば、晴せい凛りん殿が笑われマス。あなたは晴凛殿を笑いものにしたいのデスカ？」

「にゃっ！　そんなことはない！」

「だったら、行儀よくしなサイ！」

「にゅう、わかった……」

　しょぼんとするミーネを見て、晴凛がなだめるように言った。

「たかだか隣街に行くだけですよ。すぐに戻ってきますから、おとなしく待っていて下さい」

「それにしても、よりによって『せっかく』シャールが赤塩を取りにタッケイの里に戻っているというのに、『わざわざ』延えん声せいに行かんでもいいではないか。『めでたく』邪じや魔ま者ものがいなくなったというのに、何でわし一人で留守番をしなければならんのじゃ！」

　先ほどから……いや、正確には晴凛から延声まで行ってくる、と聞いたときから、ずっとこの調子である。

　人が減ったことを気にしたり、あれこれ晴凛に構おうとしたり、逆に出かけることに嫌いや味みっぽいことを言ってみたり……。

　むっすー、とふくれっ面つらのまま文句を言うミーネを見た晴凛の胸の中で、何かがちくり、と痛んだ。

　それはミーネを置いていくことに対する、後ろめたさだった。

　出かけることを話すのが後ろめたいのだから、何も言わずに黙だまって置いていこうか、と考えたりもしたが……かえって逆効果になる。それは晴凛にも、すぐに予想できた。

　なので、昨日きのうの夕食の折にそれとなく、あまりもったいつけず、かといってあっさり過ぎもしないように気をつけながら、延声に向かうことを告げたのだが……。

　最初は、何じゃとーっ、と怒ど鳴なられた。

　次に、わしを置いていくとは何事じゃーっ、と嚙かみつかれた。嚙みつくように怒鳴られた、のではない。嚙みつかれた。今け朝さ見たら、左肩にあざができていた。

　さらに、連れていけーっ、と羽交い締めにされた。背中にのしかかられて、足で胴体を締め付けられ、腕で首を絞しめられた。思わず、連れていきますと言いそうになってしまったが、息ができずに言えなかった。ある意味幸いだったかもしれない。いや、首はもう絞められたくないが。

　そこまでいって、ようやくミリンが取りなしてくれたが……いや、あれは力ちから尽づくで引っぺがして放り投げた、と言うべきか……その後もミーネはずっとぶつくさ言っていたのだ。

　そして、夜が明け、今に至る。

　ミーネと晴凛のやり取りを聞いていた伏ふせ龍たつが、仲裁するように間に入った。

「まあまあ、ミーネの言いたいこともわかるけどな。こればっかりは先送りにするわけにはいかねえんだ。延えん声せいを陥かん落らくさせて、犂すき山やま閣かつ下かが俺たちの陣に加わったもんで、近郷近在の街や村の領主が、みんな雪崩なだれを打って俺たちの側についただろう？

　俺たちの勢力範囲は、もう侘タ瑠ル徒トだけじゃない。この北域辺境全体が俺たちの物になっちまったんだ。

　戦力だって、元緑軍の兵士と、各都市の守備隊、そしてシムールの戦士を合わせれば、約五万人に達する大所帯だ。

　今までみたいに、行き当たりばったりに動くわけにもいかねえんだ。この大所帯をこれからどうするのか、決めなきゃなんねえことが山のようにあるんだ」

「めんどくさいのう。そんなものは、晴せい凛りんが胸を張って『北域王に俺はなる！』と宣言して、あとは『よきにはからえ！』と言ってしまえば丸く収まるのじゃ！」

「そんな無茶な……」

　苦笑いを浮かべた晴凛を見て、ミーネは怒ったように言った。

「無茶でも何でもないっ！　晴凛は優しすぎる！　優しすぎるから人の顔色を読んでしまうのじゃ！　人の上に立って何かをするときは、少々強引なほうがいいのじゃ！」

　伏ふせ龍たつが、うんうん、とうなずいた。

「ミーネの言うことにも一理あるな。組織がここまで大きくなったら、侘瑠徒を守っていた頃のような、和気あいあいとした関係は無理だ。五万人の兵士全員の顔と名前なんか、覚えられるわけがない」

「ええ、確かにそうですね……」

　晴凛がそう言ってうなずいたとき、一人の兵士が城壁にやってきた。

　兵士は晴凛たちの前に来ると、緊張した表情で一礼して言った。

「諒りよう秦そう氏より、延声に向かう馬車の用意ができた、との言こと伝づてをお預かり致しました。南門でお待ちしている、とのことでございます」

「わかった、すぐに行く、と諒秦さんに伝えてくれ」

「了解いたしました！」

　兵士はそう言ってぎくしゃくした動きで一礼すると、くるりと背を向けて走っていった。

　その背中を見送って、ミーネがつぶやいた。

「あの兵士、あまり見ない顔じゃな……新顔か？」

「延声を落とした後で、部隊を再編成したからな。侘瑠徒の守備隊も、結構入れ替わっているのさ……それにしても、ずいぶんと緊張していたな。まるで、獅し子しや狼おおかみの前に立っているかのような顔をしていた……。まぁ、晴凛はシムールの大軍を撃退し、帝国緑軍を退け、北域に覇はを唱えた乱世の英えい傑けつといったところか」

「うむ、いいぞいいそ。王は恐れられなくてはならん！　晴凛は狼。そしてわしは獅子じゃ！」

　ミリンが、再びぺちん！　とミーネの頭を叩たたいた。

「誰が獅し子しデスカ。あなたハ、ただの、しつけのできていない山やま猫ねこデス！」

「うるさい！　わしが山猫なら、お前はイカズゴケという名前の生き物じゃ！　光こう凛りんが延えん声せいに行きっぱなしで、侘タ瑠ル徒トに帰ってこないからと言って、わしに八つ当たりするな！」

「な……何を言いやがりマスカ！　この馬ば鹿か山猫！」

　それは、ミーネとミリンの、いつものやり取りだった。だが、晴せい凛りんは、ミリンの言い方に、どことなく柔らかな感触を感じ取っていた。




　侘瑠徒の南門には、兵士や大勢の住民たちが見送りに来ていた。

　その中に、顔見知りの商人の顔を見つけた晴凛が、つぶやくように言った。

「他の街に避難していた侘瑠徒の人たちも戻り始めているんですね……」

「ああ、考えてみれば春先から今まで、侘瑠徒はずっと戦ってきたからな。県都延声を落として、やっと侘瑠徒に平和が戻ってきたってことだ」

「そうですね……この平和を守るのが、僕の仕事なんですね……」

「そうだ。この平和は、俺たちが侘瑠徒に踏ふみ留まって、そして勝ったからこそ今この手の中にあるんだ。胸を張っていいぜ、晴凛。お前は名実ともに侘瑠徒の王なんだからな……さあ、準備ができたようだ。馬車に乗ろうぜ」

　馬車に乗り込んだ晴凛は、不満げに唇くちびるを尖とがらせて立っているミーネに、真ま面じ目めな顔で言った。

「僕のいない間、侘瑠徒の留守番を頼みます」

「それは、わしではなく龍りゆう飛ひに言えばいいではないか！　侘瑠徒の守備隊長は龍飛じゃ！」

「ええ、それが龍飛の仕事ですから。でも、夫のいない間の留守を守るというのも、嫁の立派な仕事なんですよ？」

「な、なんじゃと？」

　晴凛の言葉を聞いて、ミーネはうろたえた表情になった後、みるみるうちに顔を真っ赤にさせていく。それを見てにやり、と笑った伏ふせ龍たつが言葉を継いだ。

「うむ、晴凛は今のところ侘瑠徒の王だからな。王の留守は嫁さんが守るってわけだ。帰ってくる場所をしっかり守ってくれているから、旦だん那なは安心して仕事に行けるんだぜ」

「そ、そうか……それなら……うむ、わかった！」

　ミーネは取り繕つくろうようにこほん、と咳せきをすると、まんざらでもない表情で言った。

「気をつけて行ってこい、晴凛！　留守は、お前の嫁である、この、シャン・クム・ミーネが、しっかりと守って見せるぞ！」

「はい、留守を頼みます」

　優しく微笑ほほえんで小さくうなずいた晴凛を見て、伏龍は御ぎよ者しやに言った。

「よし！　馬車を出してくれ！」

「かしこまりました！」

　御ぎよ者しやが馬の手た綱づなを緩ゆるめて鞭むちを入れると、二頭立ての馬車は、がたん！　と揺ゆれて走り出した。

　見送りの人々に手を振る晴せい凛りんに、ミーネが声をかけた。

「せいりーん！　北域王じゃ！　北域王になるのじゃ！　北域王！　北域王！」

　何度も繰り返すミーネの声を聞いて、見送っていた衛兵の中から「北域王！　北域王！」という掛け声を上げる者があらわれた。

　その声は、あっと言う間に見送りの人々の間に広まった。

「北域王！　北域王！　北域王！」

「北域王！　北域王！　北域王！」

　晴凛は、最初、戸惑ったように見送りの人々が叫さけぶ「北域王」を聞いていたが、やがて胸を張ると、大きく手を振り返した。

　わあっ！　と見送りの人々が沸わく中を、晴凛を乗せた馬車は速度を上げて侘タ瑠ル徒トから遠ざかっていった。

　晴凛は、しばらくの間手を振り続けていたが、やがて手を止めた。

　そのまま、じっと侘瑠徒の街を見つめている晴凛を見て、伏ふせ龍たつが言った。

「ミーネを置いていくのは、やっぱり心残りか？」

「ええ……でも、侘瑠徒の街は、シャン族とタッケイ族のシムールの騎兵の駐ちゆう屯とん地になっていますから、仕方ないんですよね。何かあったときに命令を下せる人間がいないと困りますから……」

「ミーネは子供とはいえ、シャン族の族長の娘だし、なんと言っても侘瑠徒の王、泉せん野や晴凛の嫁だからな。それも理由のひとつってわけか」

「理由のひとつって？」

　伏龍は晴凛の顔を見て、にやっと笑った。

「……シャールの留守中にミーネと二人きりで仲良くするわけにはいかない、という理由もあるんだろう？　今回の会議の日程がシャールの里帰りとかち合ったのは、偶然じゃねえだろう？」

　晴凛は照れたように、鼻の頭を人差し指で搔かいた。

「……何というか、僕は、単に平等に扱うべきだと思っているだけなんですよ。エオル王の前で、そう約束しましたしね」

「約束か……答えを出すのは三年後だっけ？」

「ええ、そうです、その頃にはミーネも十六歳ですから、今よりは落ち着いているんじゃないかと……」

「……そう思うか？」

「え？　あ、いや、えーと、そうであって欲しいなあ、というか……ああ見えて、ミーネも大人になってきているんですよ。以前のミーネなら、おとなしく留守番なんかしてくれなかったと思います」

「そうか、そう言われてみればそうだよな……ということは、望みが無いわけじゃないってことか……」

「ええ、きっと、根っこは今と同じで全然変わらないでしょうけど、それなりにおとなしい振りくらいはできるんじゃないかと期待しているんですけどね」

「山やま猫ねこが家猫になるってことか……」

「ははは、そうかもしれません」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた晴せい凛りんは、思わず小さく声を上げて笑った。




「はーっくしょん！」

　晴凛の見送りを終えて、総そう督とく府の建物に戻ってきたミーネが、おもいきりくしゃみをした。

「風か邪ぜをひきましたね？　まったく、毎晩ヘソを出して寝ていやがるからです」

「うるさい、これは誰かが、わしのことを噂うわさしておるからだ！　帝国には、そういうおまじないがあると、アイリーンから聞いたことがある。うむ、きっとシャールと、あのメンミとかいう娘が、わしの噂をしているのに違いない！」

　ミーネの言葉を聞いたミリンの顔が曇くもった。

「そういう言い方は、感心しませんね」

「うにゃっ！　ミリンはシャールの肩を持つのか？」

「肩を持つとか、持たないとか、そういう話ではありません……これが逆の立場だったら、どうですか？」

　ミリンはそう言うと、ミーネの顔を正面から見み据すえた。

「うにゃっ？　逆の立場じゃと？」

「そうです、あなたは、もし、晴凛殿と伏龍殿に、赤塩を採ってきてくれ、と頼まれたら、シャール様を晴凛殿と一いつ緒しよに侘瑠徒に残して、自分だけ里に戻れますか？」

「嫌いやじゃ！　そんなことができるわけなかろう！　シャールのやつめ！　ただでさえ、ここ最近暑くなったとか言って、透すけ透けの寝巻きを着て、晴凛をたぶらかそうとしておるのに！」

「そうですよね……でも、シャール様は姫様と晴凛殿が二人きりになることを知りつつ、晴凛殿の頼みを聞き入れて赤塩を採りに戻りました。シャール様は自分のことよりも、晴凛殿のことを、晴凛殿がやろうとしていることを大切だと思っているからです」

　ミリンの言っていることの意味がわかったのだろう。ミーネは、下を向いた。

「そうか……そうじゃな、シャールは……偉えらいな」

「それがわかる、ミーネ姫も偉いのです」

　そう言って微笑ほほえんだミリンを見て、ミーネは不思議そうな顔になった。

「……何か変なものでも食べたのか？」

「食べてません！　何を言い出しやがりますか、この山やま猫ねこは！」

　ミリンが眉まゆを逆立てたとき、見張りの衛兵とシムールの戦士の二人組が、侘タ瑠ル徒トの総そう督とく府に駆かけ込んできた。

「ご報告します！」

　総督府の中にいた守備隊の幹部たちと、シムールの百騎長たちの間に、さっと緊張した空気が走った。

「西の地平に、百人ほどの軍勢が出現！　こちらに近づいているとのことです！」

　最初に口を開いたのは守備隊長の龍りゆう飛ひだった。

「その軍勢は徒歩か？　馬はいるのか？」

　守備兵は隣にいるシムールの戦士を指差した。

「私の目では詳くわしいことはわかりかねます！　こちらのシムールの戦士の方にお聞き下さい！」

　龍飛は困ったような顔で答えた。

「あ、いや、俺は簡単なシムール語しか話せんのだ……」

「デハ、私が聞いて……」

　そう言って進み出ようとしたミリンを押しのけてミーネが飛び出した。

「わしがやる！　晴せい凛りんの留守の間、この侘瑠徒は、わしが守るのじゃ！」

　ミリンはちょっと驚いたように目を見開いた後で、ふっと微笑ほほえんだ。

「デキルなら、やってみるがイイデス。その代わり、ちゃんと伝えルことができなかっタら、すぐに交代シますからね」

「うるさい、ちゃんとやってみせる！　黙だまって見ておれ」

　ミーネはミリンをにらみつけると、シムールの戦士に向かって聞いた。

「その軍勢に、馬はいるか？　いるとしたら何頭ほどだ？」

「馬は一頭、ないしは二頭。残りは徒歩と思われます。馬車などの姿はありません」

　ミーネは龍飛にそれを伝えた。

「馬は一頭か二頭しかおらんそうじゃ、馬車も無い。そして残りは徒歩らしい」

「そうですか。で？　旗印はどうだ？　旗のようなものは立てているのか？　旗の模様はわかるか？」

　ミーネがすかさず聞く。

「旗は立てておるのか？　旗の模様はわかるか？」

「旗は白い布で、模様はわかりませんが、帝国の字のように見えました」

　ミーネが通訳した言葉を聞いた龍飛と、見張り兵の言葉を聞いたシムールの百騎長は、お互いの顔を見合わせた。

「軍勢の正体は何だと思うか、聞いてくれませんか」

　龍りゆう飛ひに頼まれたミーネは、いらいらしたように言い返した。

「何でもいい！　ここであーだこーだ考えていても、本当のことはわからん！　思い浮かべる暇があれば、まずこちらから物もの見みの兵を出して、正体を確認すべきじゃ！　違うか？」

　龍飛は、ぽん！　と手を打った。

「……その通りだ、百聞は一見にしかずってのは、このことだ！　すぐに斥せつ候こうを出そう！」

　半はん刻とき後。帰ってきた斥候隊の報告を聞いた龍飛は、思わず聞き返した。

「今、何と言った？　志願兵だと？」

「はい、その通りです、あの集団は敵ではありません。近づいたところ、旗印にはわが軍と同じ『尊そん王のう討とう奸かん』の文字が書かれており、鎧よろいや刀剣などの装備も持っておりませんでした。思い切って近づき声をかけましたところ、侘タ瑠ル徒トの西にある稜りよう孟もうの街と、その周辺の村々からわが軍に加わるために集まった男たちでした！」

「ふうむ」

　龍飛は首をひねった。

「諒りよう秦そうさん、こいつをどう思う？」

　諒秦と呼ばれた、三十代の落ち着いた風ふう貌ぼうの官かん吏りは、ひと呼吸ほど考えた後で言葉を継いだ。

「百人足らずの人数で、武器も持たずにやってきたところを見ると、おそらく、我々の軍に加わりたい、という言葉に噓うそは無いでしょう。追い返すわけにもいきません。とりあえず受け入れて、延えん声せいに早馬を飛ばし、晴せい凛りん殿の指示を仰あおぎましょう」

「うむ、そうするしかないだろうな……」

　龍飛と諒秦の会話を聞いていたミーネが、小声でミリンに聞いた。

「しがんへい、というのはどんな兵隊なのじゃ？」

「志願兵というのは、自分から進んで兵隊になりたがる連中のことデス。帝国では、兵隊は嫌われてイマス。自分からなりたがる人間は珍しいデス」

　ミリンの言葉を聞きつけたのだろう、龍飛が笑いながら答えた。

「俺たちは、延声を落として、このあたりじゃ最大の勢力になりましたからね。上う手まくもぐり込めれば、おこぼれに与あずかれて、美お味いしい思いができるんじゃねーの？　って考えるやつが出てきてもおかしくはないですよ。まあ、兵隊は多いほうがいいですから、ありがたいって言えばありがたい話ですけどね」

「うむ、そうか。つまりこれは、晴凛の名前が、それだけ広がったということじゃな！」

　龍飛の言葉を聞いたミーネがうれしそうにうなずく。

　すると、新たな見張りの衛兵が総そう督とく府の執務室に飛び込んできて、こう言った。

「報告します！　東の地平に、正体不明の軍勢が！」

　龍飛とミーネは思わず顔を見合わせた。

「もしかして、今度は柳りゆう弦げんの街から志願兵が？　……」

「すごいではないか！　晴せい凛りんの名が天下に轟とどろき始めたに違いない！　本物の北域王じゃ！」

　嬉うれしそうに手を叩たたいたミーネを見て、ミリンが、ふう、と小さくため息をついて南の窓の外に広がる青空に視線を合わせた。

「ホントに北域王になってしまうかもしれませんネ……あの男」







　　　第二章「北域維新軍」







　晴凛が侘タ瑠ル徒トを出て、県都延えん声せいに来て、五日が過ぎた。

　延声の街は都に通じる北域街道と、辺境域を東西に通る罫けい羅ら街かい道どうとが交差する交通の要よう衝しようにあり、人と物と金が動く北域辺境の経済的中心地である。

　その延声は、元の活気を取り戻しつつあった。

　住民たちが戻り、沢さわ樹ぎ延えん銘めいの命令で封ふう鎖さされていた街道が解放されたのと同時に、どっと人々が押し寄せてきたのだ。

　焼けた城門や、壊れた城壁が、まだ戦闘の跡を生々しく見せる街角には、早くも露ろ店てんが並び、果物や野菜などの生鮮食料品を並べていた。

　延声の奥にある犂すき山やまの居城の一室では、犂山と晴凛、伏ふせ龍たつや孟もう旗き将軍などの主要人物が集まった会議が、連日開かれていた。

　帝国に反旗を翻ひるがえし、中央との関係を断ち切った北域辺境は、独立を宣言したに等しい。

　いわば新国家設立であるが、それは口で言うほど簡単なことではない。

　晴せい凛りんたちが幸運だったのは、県令であった犂すき山やまがそのまま仲間に加わったことだった。犂山がそのまま残ることで、追放されたり、見せしめのために処刑されたりしないことを知った県の役人たちが、後に残ったのだ。

　しかし、まったくの振り出しの、経験者のいない状態から始めずにすんだとはいえ、今までただ中央の言う通りに動いてきた組織を、自律的に動くように改編しなければならないわけで、そう簡単に物事は進んでいかない。

　晴凛たちの会議は、そういった問題を解決するために欠かせなかったのである。

「犂山閣かつ下かが帝国中央と袂たもとを分かち、我々と行動を共にする、という宣言を書状にして北域辺境県の六つの街と十六の村に配布しましたところ、すべての街の太たい守しゆ、そして村長より、我々に恭きよう順じゆんするとの返答をいただきました。北域辺境県は完全に我々の勢力範囲となったと見て間違いありません」

　伏ふせ龍たつの言葉を聞いた孟もう旗き将軍は、満足そうにうなずいた。

「北域辺境県は、延えん喜ぎ帝国の四分の一に当たる広大な土地だ。これがすべて、我々の支配下に収まった、ということだな」

　参さん謀ぼうの一人が笑いながら答えた。

「確かに北域辺境県の土地は広いですが、人口は多くありませんし生産性は高くありません。守る側から見るとあまり嬉うれしくはないですな」

　会議室の中に小さな笑いが広がった。

　その笑いを聞いて、晴凛は思った。

　──ここで笑えるってことは、僕たちにはそれだけの余裕があるってことだ。

　そしてその余裕は、僕たちが勝ち続けてきたということにある。侘タ瑠ル徒トが平和になったのも、この延声に人が戻ってきたのも、僕たちが立ち向かって、そして勝ったからだ。

　もし、僕が逃げていたら……そして負けていたら、侘瑠徒も延声も、きっとこんな風に人々が笑える街にはならなかっただろう。

　次に発言したのは、光こう凛りんだった。

　光凛は、延声が陥かん落らくした後、侘瑠徒に戻らず、ずっとこの延声にある県庁に詰めて、北域辺境県の調査を行っていた。

「北域辺境県の租税収入について、私がまとめた書類を皆様のところに配ってあります。それをご覧になればおわかりと思いますが、今までの税制は地方租税の七割が帝国中央に送られ、県が使える予算は残り三割というものでした。

　つまり、帝国中央と袂を分かったこの辺境県は、この租税収入をすべて自分たちで使うことができます。予算は実質的に三倍になったわけで、これだけの収入があれば、現在保持している五万の兵力を維持するどころか、その三倍の兵力を維持することも可能でしょう」

　光凛の言葉を聞いた犂山が右手を小さく上げた。

「いや、その租税の件だが……帝国に納めていた分をいくらか領民に還元できんだろうか？」

「と、申しますと？」

「つまりだ、領民からしてみれば租税というのは、すべて帝国に納めるものだ。そのうちの何割を県で使うかどうか、などというのは、領民には関係が無い。

　自分の収穫から取り上げられるもの、という意識しかない。そこで、我々は帝国とは違うのだ、というところを領民に知らしめるには、まず収める租税を軽減してやることが一番早いのではないか、と思うのだ。

　帝国中央からの指示で、租税は収穫の六割と改訂されたばかりだ。これを五割に戻してやるだけでも、領民は喜ぶと思うのだが？」

　光こう凛りんは素早く脳内で計算した。

　──租税収入の額は減るが、それでも兵力を維持するには十分だ。兵力を維持できて、領民に喜ばれるのなら、それに反対をする理由は無い。

「わかりました。その方針で進めたいと思います。北域の実りは、我々と領民とで折半するのだ、ということにすれば、領民は納得してくれるでしょう」

「やりくりは大変でしょうけど、よろしく頼みます」

　晴せい凛りんはそう言って頭を下げた。

　そして会議では、さらにいくつかの案件が合議にかけられ、方針が決まっていった。

　やがて、この日の会議は最後の案件に入った。

　この案件を合議にかけたのは、犂すき山やまだった。

　犂山は会議の出席者を見回して、ゆっくりと話し始めた。

「さて、最後の案件だが。これは、ある意味最も重要な案件でもある。この北域辺境県を支配するに至った我々は、何と名乗るべきなのか。そして、帝国から分離独立したこの国の指導者は誰がなるのか、という問題だ」

　犂山の言葉を聞いていた伏ふせ龍たつは、胸の中で思った。

　──一番重要だが、一番微び妙みような問題だな。

　だからこそ、今まできちんと決めずに、なんとなく、で流してきたんだが……今となっては避けて通るわけにもいかない。

　それにしても、この案件を犂山閣かつ下かみずから合議にかけてくれて助かった。こっちが言い出すと、犂山閣下の地位を奪い取りたいかのように思われてしまう。

　簒さん奪だつ者しやの印象はなるべく避けたいから、尊そん王のう討とう奸かんを旗印にして尊王とうたっているのに、台無しになっちまうからな……。

　伏龍がそんなことを考えていると、晴凛が人のよさそうな微笑ほほえみを浮かべながら言った。

「それはやはり、犂山閣下がなるべきです。この辺境県は、もともと犂山閣下の領地だったわけですし、犂山閣下は定じよう族ぞくですから、身分的にも問題は無いと思います」

　犂すき山やまは晴せい凛りんの顔を見ると、ああ、やっぱり、という顔でうなずいた。

「晴凛殿は、そう言うだろうと思っていたよ。君には野心が無い……というか、かかる火の粉を払うときは本気になるが、積極的に火を消しに行こうとは思わない人間だ。

　私がこの新しい国の王になるのは、ある意味、君の言う通り簡単なことだ。北域辺境県の県の文字を『国』に変えて、私の肩書を県令から国王にすればいいだけのことだ。

　だが、それではいけない……いや、それをやってはいけないのだ」

「どうしてですか？　犂山閣かつ下かは定じよう族ぞくですし、王になってもおかしくないと思うのですが？」

「定族だからだよ……」

　犂山はそう言うと、微笑ほほえんでみせた。

「私が君たちに心意気を感じたのは、あの旗印の言葉だ。『尊そん王のう討とう奸かん』という言葉は、皇こう帝てい陛へい下かを尊重し、この帝国を牛ぎゆう耳じっている腐った官僚を排除する、という意味だ。つまり、我々はこの国を滅ぼし、皇帝にとって代わろうと思っているわけではない。そう宣言しているのだ。

　確かに、今の帝国はひどいものだ。役人は腐敗し、自分たち一族だけで権力を一人ひとり占じめし、シムール来らい寇こうというときにも、自己保身しか考えず、税金は上がるばかり……。

　だが、そんな国でも、臣しん民みんはこの帝国を見限ったわけではない。世の中を直せるなら、直して欲しいと思っている。

　そういう人々の願望を現したのがあの『尊王討奸』の文字だ……ここでもし、私がこの辺境域の王になったら、世の中の人々はどう思うだろう？　私は定族で、皇帝陛下の姻いん戚せき筋すじでもある。定族の人間が皇帝陛下に反旗を翻ひるがえし、皇帝の玉ぎよく座ざを簒さん奪だつしようとしている。と思われても仕方がない。そうなれば、あの旗印に書かれている文字は噓うそになってしまう。あの言葉は、皇帝の玉座とは縁のない人間が言うからこそ信じてもらえるのだ」

　犂山はそこで言葉を切ると、晴凛を正面から見つめて、静かに言葉を続けた。

「そう、君のような人間だよ、晴凛殿」

「へ？」

　自分でも、間抜けな返事だな、と思ったが、それは晴凛の偽らざる心境だった。

　だが、会議の場は静まり返り、皆が固唾かたずを吞のんで見守っている。今、この場で帝国始まって以来、初めて自力で王を名乗る者が生まれようとしているのだ。

　その空気の中、おそるおそる晴凛は尋ねる。

「それって……どういう意味ですか？」

「どういう意味もこういう意味もない。私の言った通りだ。君たちの軍は侘タ瑠ル徒トを攻めた帝国の討とう伐ばつ隊を撃退し、この延えん声せいと辺境県を支配下に置いた。君たちの軍は侘瑠徒軍であり、君は侘瑠徒王を名乗っていた。ならば、この北域辺境の支配者になったのだから、今度は北域辺境王になるのは当然だ。私の言うことに間違いはあるかね？」

「あ、いや、確かに僕は侘瑠徒を守るために戦い、その成り行き上、自分のことを侘瑠徒王と自称しました。でも、それは侘タ瑠ル徒トを守るために、名乗っただけで……」

　言いわけしようとする晴せい凛りんを正面から見つめて、犂すき山やまは言った。

「君は北域辺境を守るつもりはないのかね？」

「え？」

「君は侘瑠徒を守るために侘瑠徒王になったと言った。その守るべき対象は、今、北域辺境に広がった。帝国は……いや、苑その山やま燕えん鵬ほうは、我々を放っておくわけがない。緑軍が壊滅しても、帝国には膨ぼう大だいな戦力がある。兵士を徴兵し、軍を再編して再び攻め込んでくるだろう。この北域辺境国は、再び帝国の侵攻を受けることになる。それは子供でもわかる未来だ。

　もし、帝国軍が再び攻め寄せてきたとき、君はどうするつもりかね？　自分は侘瑠徒の王です、ですから侘瑠徒だけを守ります。そう言って、この延えん声せいや稜りよう孟もうや柳りゆう弦げんの街の人々を見捨てて逃げるのかね？

　この延声の街の人間も、稜孟や柳弦の街の人間も、庇ひ護ごを求めて君たちの軍に、そして君に従ったのではないのかね？　この北域辺境を従えるということは、守り抜く義務を背負うということだ。平和とは請こい願うだけで手に入れることができるものではない。踏ふみにじられないための力を示し、初めて守ることができるものなのだ」

　今まで黙だまったまま犂山と晴凛の会話を聞いていた伏ふせ龍たつが、にやっと笑って言った。

「北域辺境王なんて、長ったらしい名前は呼びにくい。語ご呂ろもよくないし。ひとつここは、すっきりと『北域王』と名乗ったらどうだ？」

　晴凛は目を見開いた。

「やめて下さい！　それはミーネ姫の冗談です！」

「冗談なんかじゃねえよ、あれはミーネ姫の、そして侘瑠徒にいる人たちの本音だ。俺たちは何のために帝国に反旗を翻ひるがえしたのか、それをよく考えろ。

　俺たちは世直し軍だ！　んでもって、この帝国を根っこから治すには、侘瑠徒だの辺境だの言ってちゃ駄だ目めなんだ！　そう、帝国の四分の一を支配下に収めるくらいの力があって、初めてあの苑山燕鵬と互角に戦える！　だから、北域王と名乗るくらいでちょうどいい。位負けしないためにも、そう名乗るべきなんだ！」

　犂山は面白そうに笑った。

「はっはっはっ、北域王か、それはいい、うん、それくらい大きく出たほうがいいだろう。晴凛殿、あなたは今日きようから、北域王だ。王を任命するのは皇こう帝ていにしかできんから、これはまあ『自称』だが、なに、帝都に攻め上ってから、皇帝陛へい下かに依頼して、勅ちよく任にんしてもらえばいいだけのことだ。順番が前後するだけで大した違いは無い」

　──その順番が違うだけで大きな違いだと思うんですけど……。

　晴凛は胸の中に浮かんだ言葉を、そのまま吞のみ込んだ。

　犂山の言葉を聞いた会議の出席者は、それぞれに目を輝かせてうなずいた。

「うむ、それくらい大きく出たほうが、威圧感を与えますな」

「戦力の再編に時間をかけてくれればくれるほど、こっちの戦力も充実します。大きく見せるというのは大事でしょう」

　そして、孟もう旗き将軍は、面白そうにうなずいた。

「よろしいのではないですかな？　なんせ晴せい凛りん殿と伏ふせ龍たつ殿の才能は『切り抜ける』ことで発揮されますからな。窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむではありませんが、守りに入ってはいけません。自分から窮きゆう地ちを求めるくらいでないと、才能が発揮できんのではないかと思いますぞ」

「あの……確かに、窮鼠猫を嚙むとはいいますが、猫を嚙むために窮地に入ろうとする鼠ねずみなんて聞いたことありませんけど……」

　そう答えた晴凛の背中を、伏龍が、どん！　と叩たたいた。

「いや、気にするな。世の中は広い、そういう鼠がいてもおかしくない。それに、もし、いなけりゃ、俺たちがその最初の鼠になればいいだけのことだ！」

　かくして、この会議で、晴凛の肩書きは『北域王』、そして軍の名前は『北域維い新しん軍』と決まった。

　この決定事項は、直ただちに延えん声せいに駐留するすべての兵士に伝えられ、延声に詰めていた三万人の元帝国軍の兵士は、歓呼の声でこれを迎え入れた。

　光こう凛りんは兵士たちに臨時賞与としてもれなく銀貨一枚を与え、街の商人たちは酒蔵を開いてこれを歓迎した。

　帝国の乱れた政治を正すべく、忽こつ然ぜんと現れた青年。一介の青年が王にまで昇りつめたその「逸いつ話わ」に皆は酔いしれた。

　そして……祝賀のひと晩が過ぎた次の日の朝。




　侘タ瑠ル徒トと延声の間に位置する達たつ智ち砦とりでで、この砦の守備隊長となった宴えん志し曹そう長ちようが、茶を飲もうとしたそのとき。一人の見張り兵が飛び込んできた。

「伍ご長ちよう！　侘瑠徒の方角から、早はや駆がけで二頭の馬が来ます！」

「伍長じゃねえ、昇任したんだ、曹長と呼べ！」

「あ、申し訳ありません、つい……」

「まあ仕方ねえな、俺も時々、自分が曹長になったことを忘れてるくらいだ……ところで、馬が二頭だと？」

「はい、二頭です！」

「……伝令の早馬なら、普通は一頭だ。二頭で来るとしたらよほど重要な情報を抱えているってことか？」

　宴志曹長が首をひねったとき、続報が飛び込んできた。

「馬に乗っているのは兵にあらず！　女です！」

「女だって？」

　──侘タ瑠ル徒トにいる女で馬に乗ってくるとしたら……。

「おい、それって……」

　宴えん志し曹そう長ちようが聞き返す前に、見張りのシムール兵が叫さけんだ。

「アレはミーネ姫！　ミーネ姫と、護人もりびとのミリン！」

「何だって？」

　宴志曹長は、もう一度首をひねった。

「シムールの姫様とお付きの女官だけで馬を飛ばしてくるなんて……侘瑠徒で一体何があったっていうんだ？」







　　　第三章「委細面談」







「せいりーん！　せいりんはおるかー！」

　真新しい『北域維い新しん軍ぐん』という看板が掲げられている延えん声せいの軍務局の建物の中に、ミーネのよく通る声が響き渡った。

　驚く役人たちに向かって、正門から飛び込んできたミーネは右手を上げ、白い歯を見せて、にかっと笑いながら叫さけんだ。

「おーおー、皆の者！　ごくろーであーる！」

　後ろから追いついてきたミリンが、ミーネの後頭部を、遠えん慮りよもせずに、ぺちん！　と叩たたいた。

「何を偉えらそーに言っているのデスカ！　ちゃんと挨あい拶さつしなサイ！」

「いや、ミーネ姫の元気な声を聞くと、私たちも元気になりますので、そんなに堅苦しくしなくてもいいと思いますよ？」

「そうやって甘やかすカラ、コイツハ、いつまでたっても山やま猫ねこのままナノデス！　人間にするのは無理でも、せめて飼い猫くらいニしなけれバ、将来が不安デス！」

　ミリンは、そう言って若い役人達をにらみつけた後で、笑っているミーネをもう一度、ぺちん、と叩たたいた。

「何を、してやったり、ミタイナ顔で笑ってるのデスカ！」

　ミリンが手を振り上げたとき、奥の部屋から、晴せい凛りんと伏ふせ龍たつ、そして少し遅れて光こう凛りんが姿を現した。

「ミーネ姫！　何でここに！」

「おう、せーりん！　来てやったぞ！」

　目ざとく見つけたミーネは、右手を振りながら、すたたたっ！　と、驚く晴凛に駆かけ寄り、しがみついた。

「どうだ？　元気にしているか？」

「元気も何も、僕が侘タ瑠ル徒トを出てから、まだ五日しか過ぎていないじゃないですか」

「何を言う！　五日あれば風か邪ぜをひくことだってあれば、腹を壊すことだってある！　妻が夫の心配をするのは、とーぜんであろう？」

　ミーネはそう言って少し離れると、腰に手を当てて、晴凛の顔を見上げた。

「ふむ……元気そうじゃな。侘瑠徒にいた頃よりも顔色がよさそうに見える……」

「ええ、まあ、侘瑠徒にいるときと違って夜はぐっすり眠れますし……」

「そうか、うむ、そうじゃな。侘瑠徒ではシャールが邪じや魔まで、ぐっすり眠れんからな、まったくあの女はずうずうしい」

「おねしょが心配で、一いつ緒しよにいるとぐっすり眠れない誰かサンと同じデスネ」

　思わず吹き出した晴凛と伏龍、そして光凛を見たミーネは、顔を真っ赤にして、くるりと振り向き、ミリンに怒ど鳴なった。

「おねしょなんかせん！　余計なことを言うなーっ！　お前だって、光凛に会えると言うので、喜んでいたくせに！」

　ミーネの思わぬ反撃に、ミリンは目を見開いた。それどころではない、心なしか顔まで赤い。

「そ！　そんなコトハありません！　何を言いだすのデスカ、この山やま猫ねこはッ！　クッ、苦し紛まぎレにとんでもなイこと言いやがるンじゃありまセん！」

　しかし、このときばかりは、ミーネにはまだ余裕があった。なにせ、ネタはいくらでもあるのだから。

「ほぉ～う？　苦し紛れなどではないぞ？　わしはしっかりと見たんじゃぞ？　ゆうべ鼻歌歌いながら、実に嬉うれしそうに今日きよう着る服を選んでいたのは、何のためじゃ？」

「んなっ!?」

　どうやら、武術の達人であるミリンも、そのときには後ろでほくそ笑えむミーネに気がついていなかったようだ。まさに一生の不覚、と言わんばかりに、眉み間けんにシワを寄せる。だが、頰ほほの赤らみはますます濃くなる一方だ。

「それは……延えん声せいの領主であル、犂すき山やま殿ニ会っても恥はずかしくナイ服を選んでいたのデス。誰が、光こう凛りん殿のために服を選んだりするモノでスカ！」

「ほほう、たしかに犂山のおっさんは大事な相手じゃものなあ。しかし！　いかに大事な相手とはいえ、今日きようのそのかんざし！　それを選ぶのに鍋なべ一杯の湯が煮えてなくなるぐらいの時間をかけて、しかもそのとき浮かれてくるくる回って踊るぐらいの、そんな大事な相手なのかのう？　本当は光凛のために選んでおったんじゃろう？　わしにはわかるぞー？　わーかーるーぞー？」

　会心の笑えみを浮かべて、はやし立てるミーネ。

「ななななっ、何言いやがりまスか！　アレは別に浮かれていたわけでハないでス！　練習っ！　そう、練習なのでス！」
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　ミリンは光凛と晴せい凛りんの二人を指差して、言葉を続けた。

「それに、こいつらハ、兄弟揃そろって女の子がどんなにきれいな服を着たところで、お世辞のひと言でも言うどころか、眉まゆ毛げ一本すら動かしやがらない鈍どん感かんで馬ば鹿かな朴ぼく念ねん仁じんどもデス。そんな男に会うためにお洒落しやれしても無む駄だデス」

「あ、いや……ははは」

「まあ……そう言われてみればそう……かな……」

　お互いの顔を見合わせて、晴凛と光凛は気まずそうに笑う。その様子に、ミリンは「はあ……」と、恨うらめしそうに自分の衣装に目を落としながら大きくため息をついた。

「それはそうと、聞いたぞ晴せい凛りん！　ついに北域王になったそうじゃな！」

「ええ、まあ成り行き上、そういうことになりました」

「すごいではないか！　さすがは晴凛じゃ！　嫁のわしも鼻が高いぞ！」

　嬉うれしそうに笑うミーネを見て、晴凛も微笑ほほえみを浮かべて聞いた。

「侘タ瑠ル徒トの様子はどうですか？　と言っても五日くらいじゃ、そんなに変わんないだろうけど……」

　晴凛が笑いながら聞くと、ミーネは大おお真ま面じ目めな顔で両手を広げた。

「とんでもない！　侘瑠徒は大おお騒さわぎじゃ！　じゃから、わしらがこうやってここに来たのじゃ！」

「大騒ぎだって？　何かあったんですか？」

「そうじゃ、近郷近在の街や村から、わしらの軍に加わりたい！　という者どもが侘瑠徒の街に押し寄せてきたのじゃ！」

「侘瑠徒に？」

「うむ、晴凛たちがこの延声に旅立った後に、入れ違いでやってきたのじゃ。それも、十人、二十人ではないぞ、なんと、この五日で三百人も集まったのじゃ。今もぞくぞくとやってきておる。兵士ではない者がほとんどだが、中には腕っ節には自信がある、と息巻いておるやつもおる！」

　ミリンが、やれやれ、という調子で言った。

「周りの街の人は、本拠地を延えん声せいに移して、侘瑠徒はシムール戦士の駐ちゆう屯とん地ちになった、なんてことは知りマせんから『北域の独どく眼がん竜りゆう、侘瑠徒の晴凛』とイう名前だけを聞いてやってくるので、侘瑠徒は大忙しデス。

　仲間に加わりタい、と言う人たちを侘瑠徒に置いておくわけにもいかないノデ、一いつ緒しよに連れてキタノデス」

　ミリンの言葉を聞いた伏ふせ龍たつがにっこり笑って、晴凛の肩を叩たたいた。

「よかったな晴凛！　兵隊が増えたぞ！　人が集まってくるってのは、いい兆候だ。時勢は追い風だぜ！　時代が、俺たち北域維い新しん軍の手の中で動き始めたってわけだ！」

「追い風というのは嬉しいんですけど、なんか、こう、僕の知らないところでどんどん話がふくらんでいるような気がして……。何ですか、その『北域の独眼竜』って」

「なあに、気にすんな。これから事を起こすとき、進めるときってのは、みんなに示すべきものが、まだ何にも無い。だからこそ、指導者ってのは理想の姿を示さなきゃいけねえんだ。中身の無い空手形と言ってしまえばそれまでだが、みんなが見たがっているものを掲げて、やる気を出させ、そのやる気を維持することが大事なんだ。俺に言わせれば、馬ば鹿か正直に本当のことを告げて、気分を落ち込ませるような指導者は、ただの大馬鹿野郎だ」

「……わかりました。腫はれも引いて、もう何ともないのに、また眼帯をしなくちゃならないってことですね」

「まあ、そういうわけだ。当分は『北域の独どく眼がん竜りゆう』を続けてもらうことになるな」

「はあ……仕方ありませんね」

　晴せい凛りんはあきらめの混じったため息をつく。その様子を横目で見たミリンが光こう凛りんに、持っていた帳簿のようなものを差し出した。

「侘タ瑠ル徒トにいる諒りよう秦そうさんから預かった名簿デす」

「名簿？」

　怪け訝げんそうな顔をする光凛を見て、ミーネがにっこり笑った。

「うむ、今日きよう、わしらが一いつ緒しよに延えん声せいに連れてきた、志願者どもの名簿じゃ！　諒秦が一人一人名前と出身地を聞いて、名簿にしたのじゃ！」

「いや、それはありがたい。さすがは諒秦さんだ、事務方に何が必要なのかちゃんとわかってくれている……」

　ミリンが光凛に名簿を手渡そうとしたそのとき、軍務局の扉を開けて、衛兵が飛び込んできた。

「北門の前で、群集が騒さわいでおります！」

「なんだって？　どういうことだ？　状況を説明しろ！」

「はっ！」

　伏ふせ龍たつに問いただされた衛兵は、その場に片かた膝ひざをつくと、晴凛と伏龍の顔を見上げて報告を始めた。

「先ほど、侘瑠徒より馬で到着したミーネ姫ご一いつ行こうの後から、我が軍に加わりたいと申す男たち約三百名ほどが隊列を組んでやってまいりましたため、北門の外で待機させていたところ、その中にいた、あまり風ふう体ていのよくない一団が、晴凛様に会わせろ、と騒ぎ出しまして……現在、衛兵長が説得に当たっており、さほど大きな騒ぎにはならないと思われますが、状況を報告せよ、との命を受け、参った次第でございます！」

　衛兵の報告を聞いていた、ミーネが顔をしかめた。

「やっぱり、あいつらが騒ぎを起こしおったか……」

「心当たりがあるんですか？」

　ミーネは眉まゆをひそめたままうなずいた。

「うむ、騒ぎを起こしたのは、おそらく六ろつ家か荘そうという村からやってきた、猿えん趙ちようとかいう男と、その配下の者どもじゃ！　侘瑠徒に来たときから、態度のでかい男でな。諒秦に、俺は一いつ騎き当とう千せんだ！　俺を将軍として扱え！　待遇が悪い！　などと食ってかかっておったのじゃ」

「武器を振り回すことシカとりえのナい、ケンカ自慢のデクのぼうデス。相手にスルのも馬ば鹿からしい男デスよ」

「相手にするのが馬ば鹿からしいと言っても、騒さわぎを起こされている以上、相手にしないわけにもいかないしなあ……」

　そうつぶやいたまま、考え込んだ伏ふせ龍たつは、何かを思いついたのだろう。ぽん！　と手を打った。

「よし、面接をしよう！」

「面接ですか？」

「ああ、そうだ。ミーネ姫たちが侘タ瑠ル徒トから連れてきた、その三百人が兵士として使い物になるかどうか、それを確かめるんだ。もしかしたら、とんでもない逸いつ材ざいが混じっているかもしれないぜ？」

「そうか……そうですよね。考えてみれば僕だって、侘瑠徒の街に来たときは、何の仕事にもついていない、ただの男でしかなかったわけですから……」

　ミーネは、うんうん、と、大きくうなずいて叫さけんだ。

「そうじゃ！　シムール語を話せるというだけで、他に何のとりえもないゴクツブシだった晴せい凛りんを、シャン族のところに連れて帰って、一人前の弓使いに仕込んだのは、このわしじゃ！　晴凛はわしが見つけた！　わしが育てたのじゃ！」

「何を偉えらそーなことをわめいているのデスカ、この山やま猫ねこハ！」

　どやっ！　という得意げな顔をするミーネの頭を、後ろからミリンが、ぺちん、と叩たたいた。

「ホントのことではないか！　なあ、晴凛。そうであろう？」

　晴凛はにっこり笑ってうなずいた。

「ええ、ミーネ姫の言う通りです。ミーネ姫に出会わなければ、僕は今でも自分のことを何もできない無力で無能な人間だと思い込んでいたでしょうね」

「うむうむ、そうであろう」

「ミーネ姫に会わなければ、僕は自分に弓の才能があるなんて気がつかなかった。何もやったことがない。何の実績も無い。その現実しか僕には見えなかった。

　でも、何もやったことがない、何の実績も無いということは、可能性が無い、ということじゃないんです。

　それを……ミーネ姫が教えてくれました。そして、ミーネ姫に会わせてくれたのは、月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かなんです」

「月原弦斉がお前に未来を見せてくれたように、今度は、お前が集まってきた連中に未来を見せる番、というわけか」

　伏龍はしばらく考えていたが、やがてにやっと笑ってうなずいた。

「よし、晴凛。それをお前の言葉で、志願者に伝えろ」

「え？　僕がですか？」

「ああ、何のとりえもない、と思い込んでいた人間でも、やる気になって一歩踏ふみ出せば、北域王になれるんだ！　ってな。それは、きれいごとでも、おためごかしでもねえ。お前だから言える本当のことだ、違うか？」

「ええ、そうですね、その通りです。わかりました！」

　うなずいた晴せい凛りんを見た伏ふせ龍たつは、報告に来た衛兵に向き直った。

「よし、北門で騒さわいでいる連中に、こう伝えろ。『中央広場で、これより北域の独どく眼がん竜りゆうたる泉せん野や晴凛が、直じき々じきにお前らを面接する。一芸あるものは、その才に応じて取り立てる！　我こそは、と思うものはその才を存分に見せろ！』とな！」

「はっ！　了解しました！」

　衛兵は一礼して、出ていった。

「玉ぎよく石せき混こん淆こうってやつだな。どんな人間がいるのか、楽しみだ」

　伏龍のつぶやきを聞いたミーネが、小声でミリンに聞いた。

「ぎょくせきこんこう……って、何のことじゃ？」

「そ、それはデスね……えーと……ちょっとムずかシい言葉なのデスよ……」

　ミリンは言葉を探す振りをしながら、ちらりと光こう凛りんのほうを見た。

　光凛ははっとしたように目を見開くと、ミーネに向って説明を始めた。

「えーと玉石混淆というのはですね、玉、つまり宝石のような優秀な人物と、石、つまり、普通の人間とが入り混じっている、という意味です……そうですよね、ミリンさん？」

「エ？　あ、はィ。そうデす。そういう意味デす」

　慌あわてて答えたミリンを、ミーネは疑わしそうな目で見た。

「ホントに、知っておったのか？　ミリン」

「知ってイマしたとも！」

「ホントにホントか？　あやしいのう……光凛に助け舟を出してもらったのではないのか？」

「わ、ワタシが、こんな男に、借りを作るようなことをするワケがありません！　だ、だいたイ、石とも玉ともつかないような軒のき下したの草ぞう履りみたいな男のこと、このミリンは何とも思っちゃいないノです。こんな……人の気持ちを見み透すかして、涼しい顔をシテいるような男は大嫌いデス」

「ふーむ、なんかよくわからんが、ミリンはもっと自分に素直になったほうが面白い思うぞ？」

「あなたミタイに、自分の欲望に素直に従う動物と一いつ緒しよにされテは困ります。ワタシは人間デす。山やま猫ねこじゃアリマセン！」

　ミリンは眉まゆを逆立てたが、その表情からはいつものキツさが薄れていた。




　それから半はん刻ときほど過ぎた頃。延えん声せいの街の中央広場には、いくつもの柱が立てられ、その柱の間に白い幕が張り巡らされていた。

　幕で囲われたその中心には、地面をきれいに掃はき清めた舞台のようなものが作られ、その端はしには、演舞に使う木剣や棒などが並べられていた。

　その舞台を囲むようにシムールが包建パイクーの中で敷いているのと同じ厚手の毛織物が地面に敷き詰められているのは、観客席なのだろう。

　奥のほうには日よけの天幕が張られ、床机が並べられているところを見ると、そこがどうやら晴せい凛りんたちの席らしい。

　張り巡らした幕をめくって、飛び込んできたミーネが歓声を上げた。

「ほう！　舞台ができているではないか！　すごいぞ！　たった半はん刻ときで、こんなものを作ってしまうとは！」

「本当だ、すごいな……こんな立派な会場ができているとは思わなかった」

「まるで武術大会の会場ですね。さすがは兄さんだ」

　ミーネの後から入ってきた伏ふせ龍たつと晴凛に褒ほめられた光こう凛りんは、照れたように頭を搔かいた。

「あ、いや、私の力じゃないよ。事務方の連中に相談したら、延えん声せいでは、毎年、守備隊の腕自慢を集めた武術大会が開かれているとかで、そのときの設備をそのまま使っただけさ。

　褒めるなら、備品をきちんと管理して、設営のやり方を伝えている事務方を褒めてくれ」

「いやいや、事務方も優秀かもしれないが、どんなことをすればいいのか、それをちゃんと具体的に指示できる人間がいなくちゃ設営なんかできやしない。光凛さんの有能なところはそこだ。さあ、席に着こうぜ。志願してきた連中の中に、どんな人間がいるのか楽しみだ……あ、そうそう、晴凛は眼帯をするのを忘れないでくれ。北域の独どく眼がん竜りゆうという肩書きは、まだ当分使えるからな」

「わかりました……」

　晴凛は半分あきらめが混じったようなため息をつくと、懐ふところから黒地に銀の糸で文もん様ようを刺し繡しゆうした派手な眼帯を取り出した。

　外が見えるような細工がしてあるが、その穴は刺繡の飾りに隠れて見えないようになっている、特別製の眼帯だ。

「晴凛、眼帯の紐ひもを頭の後ろで結ぶのは大変であろう？　わしが眼帯を留めてやるぞ！」

「ええ、お願いします」

　ミーネは晴凛が目に当てた眼帯の紐を頭の後ろに持ってきて、小さな白い指をちょこちょこと器用に動かして結んだ。

「どうじゃ？　緩ゆるくないか？　刺繡の穴がずれてしまわんように、しっかり縛しばらねばならん」

「いえ、大丈夫です。ありがとうございます」

　ミーネは頰ほほを赤くして、照れたように言った。

「い、いや、これもれっきとした嫁の務めじゃからな！」

『嫁』という言葉に、力を入れたミーネの言葉を聞いたミリンが、ぼそっとつぶやいた。

「期限付きお試し嫁デスけどネ」

「だ、誰がお試し嫁じゃ！」

「嫁だ嫁だと、偉えらそーに言えるのも、三年間のお試し期間の間ダケでスネ。三年後に愛想尽つかされないようにしたほうがいいでスヨ」

「うるさい、お試しでも何でも、嫁に行けるだけ誰かさんより、マシじゃ！　この行かず後ご家けめが！」

　ミーネとミリンの言い合いを聞いた伏ふせ龍たつは、苦笑いを浮かべて言った。

「まあ、それくらいにしてください、そろそろ志願者の連中が入ってくる頃だ」

「わかりマシタ。まったく、この山やま猫ねこには困ったものデス」

「うー」

　ミーネが不満そうにうなり声を上げたとき、張られた幕が開いて、周りを不安そうに見回しながら、ぞろぞろと男たちが入ってきた。

　衛兵が並ばせようとするのだが、今ひとつ要領がわからないのだろう。ごそごそ動いて、なかなかきれいに整列できない。

　それでも、何とかまとまったのを見計らって、衛兵隊長が晴せい凛りんの前に進み出て敬礼した。

「侘タ瑠ル徒トより参りました志願者三百名、全員集合いたしました！」

　晴凛は小さく礼を返すと、志願者に向き直った。

「私が、このたび、腐敗しきったこの延えん喜ぎ帝国を立て直すために世直しの軍を挙げた、北域維い新しん軍総司令官にして、北域王である泉せん野や晴凛です！　あなた方も知っての通り、維新軍はシムールの戦士と元帝国軍の兵士による混成部隊であります。

　シムールと帝国はお互いを仇きゆう敵てきとして長い間敵対してきました。しかし、この維新軍においては、シムールの戦士は共に闘う力強い仲間なのです！

　我が維新軍と目指すところが同じであれば、その人は仲間です！　何をやっていたのか、どこの出身なのか、それは一切問いません！

　人の価値とは何か？　何をもって計るのか？　それは、何をしてきたのか。そして、何をしようとしているのか、というふたつの物差しです！

　何かを成し遂げた人は、その結果によって評価され、未だ何も為していない人は、何かを為そうとする意思と可能性で評価されるのです！

　やらないうちからあきらめてしまえば、何ひとつ知ることはできません。やってみなくちゃわからない。それが可能性です！

　自分に何ができるのか知らない人は、それを知りましょう！　それを知ることが可能性です！

　できないのなら、できるように努力しましょう、それだって可能性です！

　未来のことは誰にもわかりません！　一寸先は闇やみです。でも、闇だからこそ、踏ふみ出せるんです！　その先に光があると信じれば踏み出せるんです！　さあ、見せて下さい！　皆さんの可能性を！」

　晴せい凛りんの言葉が終わった。

　整列していた三百人の男たちは、一いつ瞬しゆん戸と惑まどったようにお互いの顔を見合わせた。

　だが、そのとき、列の中にいた、三十過ぎの男が手を叩たたいて叫さけんだ。

「その通りだ！　やってみなくちゃわかんねえ！」

　周りにいた男たちも、同じように叫んだ。

「やってやろうぜ！　俺たちはそのためにここに来たんだからな！」

「そうだ！　どうせなら、一丁面白いことをやってやろうじゃねえか！」

「馬の世話だけやって一生を終わるなんてまっぴらだ！」

　盛り上がる男たちを見て、伏ふせ龍たつは思った。

　──晴凛はお世辞にも弁が立つほうじゃねえ。見た目だってそんなに押しが強くはねえ。それでもこれだけ人を熱くさせるのは……自分の言葉を信じているからだな。

　そこが、俺とあいつとの、根っこの違いってやつかもしれねえな。

　それにしても、さっき、晴凛の挨あい拶さつの後で、真っ先に声を上げたやつは、面白そうな男だな。今、何をすべきか、空気を読んで動けるってのは、普通じゃねえ。

　後で、光こう凛りんさんに、あの男の名前と経歴を聞いておかないとな。




　やがて、面接が始まった。

　侘タ瑠ル徒トからやってきた志願者たちは中央の舞台の周りに、あぐらをかいたり、膝ひざを抱えたり、思い思いの姿で座り込んでいた。

　その片隅には、水みず桶おけと素焼きの椀わん、そして壺つぼが並んでおり、壺の中には干した棗なつめの実や、炒いり豆などの菓子が入っていた。

　素焼きの椀で水を飲みほした一人の若者が、壺の中に左手を突っ込んで、炒り豆を握にぎり込み、それを右手でつまんで、ぼりぼり嚙かみ砕くだきながら、横にいた三十過ぎの男に話しかけた。

「こうやって、炒り豆を自由に食わせてくれるとはね……これもみんな、あの猿えん趙ちようの兄貴が談判してくれたおかげだろ？　あの猿趙って男についていけば、間違いねえってことだよな？　なあ、松まつ財ざいのおっさんもそう思うだろ？」

　松財のおっさん、と呼ばれた三十過ぎの男は、晴凛の言葉が終わったときに、真っ先に手を叩いて声を上げた男だった。

　松財は肩をすくめた。

「いや、天幕にしろ、菓子にしろ、これだけの物がすぐに出てきたってことは、最初っから用意してあったってことだ。晴凛という男が太っ腹だってことの証拠だよ。猿趙は、ただ騒さわいだだけさ。俺は逆に、あの男のほうが信用ならねえな」

「何でだ？　腕っ節が強くて、取り巻きを何人も連れているし、めっぽう羽振りがいいじゃねえか」

「まあ、お前さんがそう思うならそれでいいさ、好きにしろよ。ただ、俺はゴネて得をしようとするやつは気に食わねえだけだ」

　若者は松まつ財ざいの言葉を鼻で笑った。

「へっ！　おっさんだって、軍資金をだまし取ろうとした盗賊の一味だったじゃねえか。人のことを言える立場かよ」

「ゴネるだけなら、馬ば鹿かでもできるが、人をだますには頭がいるんだぜ……」

　そう言って松財が皮肉な笑えみを浮かべたとき、志願者のところに、五、六人の軍の事務方らしい男たちが、名簿のような物を持ってやってきた。

　その中にいた一人の若い男が進み出ると、そこに集まっている志願者たちを見回して、よく通る声で言った。

「私の名は、泉せん野や光こう凛りん！　元帝国軍務局、算議部中ちゆう尉いである！　縁あって、この延えん声せいにて北域維い新しん軍の事務方をやっている！　それでは、これより、諸君らの力量を計る面接を行う！　名前を呼ばれた者は進み出て、私の質問に答えて欲しい！　君たちの答えに応じて、我々が振り分ける。いいな！」

　座り込んだ男たちが、それぞれにうなずいたのを見た光凛は、名簿を読み上げた。

「よし！　まず、見本を示す！　稜りよう孟もうの街から来た『倉くら弦げん』、前に出てきてくれ！」

「はい！」

　そう返事をして立ち上がったのは、二十はたちになるかならないか、というあたりの年齢の小太りの若者だった。

　光凛は手元にある名簿に目を落としながら聞いた。

「君は兵役についた経験はあるかね？」

「いいえ、ありません」

「では、武術関係の手ほどきを受けたことはあるかね？」

「いいえ、それもありません！」

「ふむ……では、読み書きはどうだね？」

「え……と、難しい字はちょっと……自分の名前くらいなら」

　倉弦という若者の答えを聞いていた男たちの間から、嘲ちよう笑しようのような笑い声が起こった。

　ひそひそ声で「何だあいつ」「役立たずじゃねーの？」と言う声が混じる。

　恥ずかしそうに下を向いた倉弦を励はげますように光凛が聞いた。

「では、何か特技のようなものはあるかね？　何でもいい。君ができることを教えてくれないか？」

「あ、はい……人形を……」

「人形？」

「ええ、土を練って人形を作って……素焼きにして……売ってました」

「へえ、すごいじゃないか！　売り物になるほどの物を作れる人間は、そうはいない。それは立派な特技だよ、うん、自慢していいと思う。その特技は何かのときに役立つかもしれない。君には四番の札を渡す。この先にある四番の机で登録してくれ」

「はい！　ありがとうございます！」

　光こう凛りんから『四』と書かれた木の札を受け取った倉くら弦げんは、嬉うれしそうにうなずくと、机に大きく『四番』という札がかかっている受付に向かって走っていった。

　光凛は男たちを見回した。

「今の要領で振り分ける！　特技などの細かいことや、武術の腕前などは、振り分けた後で確認する！　では次！　稜りよう孟もうの街から来た『岸きし杜と』前に出てくれ！」

「おう！」

　返事と共に立ち上がったのは、三十歳くらいの、がっちりとした体格の男だった。

　岸杜と呼ばれた男は、光凛の前に進み出ると、両手を背中に回して、両足を肩幅に開いて背筋を伸ばした。

　その姿勢を見た光凛は、微笑ほほえみを浮かべて聞いた。

「あなたは軍役の経験があるようだ。差し支えなければ元の階級と、所属軍を教えてくれないか？」

「十八から二十四までの六年間、帝国青軍の燕えん宋そう将軍の元でお世話になっておりました。階級は曹そう長ちよう、二十人隊長心こころ得えです！」

「わかりました、ごくろうさまです。下士官の経験者が来てくれるのは、実にありがたいですね。あなたには一番の札をお渡しします」

「ありがとうございます！」

　岸杜は一礼すると、一番の机に向かった。

　その後も、光凛の振り分けは続いた。

「軍役の経験は？」

「ありません」

「では、武術の心得はありますか？」

「寺で修行しておりましたので、棒術を少々……生しよう得とくの位までですが」

「わかりました、では二番へ」

　四十人ほどの振り分けが終わったとき、今まで黙だまって光凛の振り分けを見ていた松まつ財ざいが、ぼそっとつぶやいた。

「そうか、振り分けの基準がわかった……」

　その言葉を聞きつけたのだろう。周りの連中が松財の周りに集まってきた。

「本当か？　何で区別をしてるんだ？」

「違いがわかるのか？」

　松まつ財ざいは自信ありげに答えた。

「あの一番から五番までの数字の順番は、維い新しん軍の連中が欲しがっている人材の優先順位だ。一番は兵隊の経験のあるやつだ。一から教え込む必要がないし、兵隊のことを何も知らない連中に教える役に回すこともできる。十人隊長か、五人隊長の候補生だな」

　松財の言葉を聞いた男たちは互いの顔を見合わせてうなずき合った。

「確かに、一番に回されたやつは、みんな軍役の経験者だったよな」

「そりゃあ、兵隊に行ったことがあるなら、どう動けばいいのか、言われなくたってわかってるもんな」

「二番は何だ？」

「二番目に欲しいのは、武術の心得があって戦い方を知ってるやつだ。兵隊になったことはなくても、剣や槍やり、弓などを扱った経験があれば、戦闘に使えるからな」

「なるほど、それで寺で修行した、とか言ってたあいつは、二番に振り分けられたのか」

「三番は、読み書きと算盤そろばんだ。難しい字が書ける、計算が素早くできる。そういう才能があるやつを選んでる」

「兵隊に算盤の才能なんか必要ねえんじゃねえの？」

「腕っ節が強くて戦えれば、誰でもできんのが兵隊だって聞いたぜ？」

　松財はうなずいた。

「その通りだ、兵隊になるだけならそれでいい。頑丈な身体からだと、武器を振り回せる腕力がありゃあ文句はねえ。でもな、そういった兵隊たちにちゃんと飯めしを食わせて、寝るところを用意してやるのも、軍隊の仕事なんだ。

　軍隊に、数字はつきものだ。兵隊が百人いれば、百人が食う食い物の量を割り出して、それを調達しなくちゃならねえ。運ぶ人間、荷車、馬の数、馬を使うなら馬の飼葉も調達しなくちゃならねえ。そういった仕事ができる人間が必要なんだ」

「なるほど、それで商家の手て代だいやってたようなやつは、三番に振り分けられたのか」

「じゃあ、四番は何だ？　一番最初に呼ばれた兄ちゃんは、何のとりえもなかったけど、四番に振り分けられたぞ？」

「四番は特技だな」

「特技？　特技なんか持ってたか？　あの兄ちゃん」

「ほら、あいつは、人形作ってるとか言っていただろう？　商売になる物が作れれば、それは特技です、とか何とか言われて、嬉うれしそうな顔してたじゃないか」

「ああ、そういえばそうだった」

「じゃあ、五番ってのは……」

　松財は肩をすくめて答えた。

「それ以外のやつ……まあ、要するに身体からだが丈夫なだけの、普通の人間ってわけだな……一番数が多い、その他大勢ってやつだ。でも、心配はいらねえ。どんな立派な兵隊でも、一番最初に軍隊に連れてこられたときは、何もできねえ、でくのぼうばっかりだ。訓練されて一人前になるんだから、別に恥はずかしいことじゃねえ。それに、一番仲間が多くて心強いってもんだぜ」

　松まつ財ざいのこの言葉は、あっという間にその場にいる男たちの間に広まった。

　だが、その言葉の意味合いは人から人に伝わる間に変化し、いつのまにか「五番に振り分けられるやつは、使えねえでくのぼう」ということになってしまっていた。

　このとき、広場に集められていた三百人の志願者の中で、軍役の経験者は五十人に満たなかった。

　ましてや武術の心こころ得えがあったり、読み書き算盤そろばんの才能がある人間は、もっと少ない。

　そもそも、ここにいる男たちの大半は、これと言って産業も仕事もない北域で、その日暮らしのような生活をしている男たちである。

　侘タ瑠ル徒トで旗揚げした晴せい凛りんたち反乱軍が、シムールや帝国軍の攻撃を撃退し、北域辺境の県都である延えん声せいまで陥かん落らくさせた、という景気のいい話を聞いて、上う手まいことその軍勢に加われば、自分も美お味いしい思いができるんじゃないか？　と考えてやってきた連中である。

　つまり、ほとんどの男は「五番」に分類される人間だったわけである。

　五番に振り分けられる男たちが、皆、一様に落胆し、中には不満げな表情を浮かべる者も出始めた頃、光こう凛りんが一人の男の名前を呼んだ。

「次は……五ご家か荘そうから来た猿えん趙ちよう！」

「おう！　やっと俺の出番か」

　そう言って姿を見せたのは、他の男たちより頭ひとつ分ほど背の高い、そして分ぶ厚あつい胸板を持つ、見るからに力自慢腕自慢の大男だった。

　猿趙は光凛に聞かれる前に胸を張って答えた。

「俺は軍人になったことはねえ！　だが俺の喧けん嘩かの腕は一いつ騎き当とう千せんだ！　そこらへんの将軍なんかより俺のほうがよっぽど強つええぜ！」

「そうですか、では、武術の手ほどきを受けているのですか？」

「武術なんか知らねえよ、俺は喧嘩殺法で無敵な男だぜ？　武術なんざ関係ねえよ！」

「なるほど……」

　にこやかな表情を崩さぬまま次の質問に移ろうとした光凛の言葉を遮さえぎって、猿趙はわめいた。

「ごちゃごちゃうるせえんだよ！　兵隊やってたからって、それが何だって言うんだよ！　世の中は強ええやつが勝つ！　そして偉えらい！　お前らだって、弱いやつより強いやつが欲しいんだろ？　だったら、こんなくだらねえことやってねえで、勝負で決めりゃあいいじゃねえか！　一番強いやつが、一番偉いってことにすりゃあいいんだ！」

　猿趙は振り返って、後ろにいる男たちに向かって言った。

「おう、お前らもそう思うだろう？　何もやったことがねえからって、でくのぼう扱いされるのは納得いかねえだろ？」

「そうだそうだ！」

「勝負させろ！　勝負だ！」

　猿えん趙ちようの取り巻きらしい連中が声を上げると、周りにいた男たちも、それに釣つられるように声を上げ始めた。

「何もできねえからって、差別するな！」

「俺たちだって、本気出せば、すげえんだぞ！」

　騒さわぎ始めた男たちを見た光こう凛りんは、少し慌あわてた。

　この分類の目的は、志願してきた男たちを一人前の兵士にするための訓練内容を決めるためのものであり、経験者と未経験者に同じ訓練を行うのは無む駄だだ、という事務方特有の合理的な考えによるものだった。

「あ、いや、これはただの区別だ！　差別でも何でもない。経験者と未経験者を区別して、どんな訓練をするかを、振り分けるためにやっていることであって……」

　光凛は必死に説明したが、男たちのほとんどは聞く耳を持たなかった。

　その光景を見ていた松まつ財ざいは、やれやれ、という口調でつぶやいた。

「こりゃあ、勝負させてみないと収まらねえな。あの光凛とかいう兄ちゃんの言ってることは間違っちゃいねえんだが、ここにいる連中は、自分たちが、何もできねえってことがわかっちゃいねえんだ」

　松財の言葉を聞いた若者が不満げに食ってかかった。

「何を偉えらそうに言ってやがる。兵隊なんか大したことはねえ、誰だってなれるじゃねえか！」

「そりゃそうだ、兵隊になるのは簡単だ、誰だってなれる。でもな、兵隊になる前の人間と、兵隊になった後の人間が同じだと思っちゃいけねえ。やったことのねえ人間には、何でも簡単に見えるもんだ」

「そんなもんかねえ……」

　今ひとつ納得できないような顔をする若者に向かって、松財は笑ってみせた。

「鍛か冶じ屋やとかと一いつ緒しよだよ。ありゃあ鉄を焼いて叩たたくだけの簡単で単純な仕事に見える。でもよ、やってみろ、と言われて何人が、まともに使える刃物が作れるかって話だ。

　できもしねえくせに、見た目だけで、簡単な仕事だと決めつけて、馬ば鹿かにする……どっちが馬鹿かって話だな」

　その頃、騒ぎを見ていた伏ふせ龍たつも、同じようなことをつぶやいていた。

「こりゃあ、一度勝負させてやらないと、納得しねえみたいだな……」

「勝負って……誰と戦わせるんですか？」

「おお！　ミリンの出番じゃな！　ミリンは強いぞ！　出世をあきらめた役人と、嫁に行くのをあきらめた女は怖いもの知らずじゃ！」

「誰が嫁に行くのをあきラめた女デスカ！」

　ミーネとミリンの言い合いを聞いていた伏ふせ龍たつは、苦笑いを浮かべて首を振った。

「ミリンさんが出るまでもねえよ。緑軍の兵士の中で、ちょいと腕の立つやつを選んで、あいつらの相手をさせればいい。ごく普通の兵士の身のこなしを知って、訓練がいかに大切かってことを理解させるのが目的だからな」

　伏龍はそう言い残すと、光こう凛りんの隣に立った。

「予定を変更する！　腕に自慢があるものは、進み出ろ！　こちらの兵士と勝負して、勝てば優遇することを約束しよう！」

　男たちがどよめいた。

　だが、猿えん趙ちようは伏龍の言葉を鼻で笑った。

「ふん、下っぱの兵士なんかと戦ったって、意味がねえよ！　一番強いやつを連れてこい！　そこで俺たちを高みの見物としゃれ込んでる、晴せい凛りんとかいうやつ！　あいつと勝負させろ！　北域王になったぐらいなんだから、きっとすげえ強いんだろ？」

「あ、いや、指揮官の強さと兵士の強さは違う。指揮官は個人戦闘はしないんだ」

「ふざけんな！　俺は俺より強いやつの命令しか聞かねえぞ！　何で強い人間が弱い人間の言うことを聞かなくちゃならねえんだ！　弱いやつは格下じゃねえか！」

　──やれやれ、こういった猿さる山やまの猿と同じ価値観しか持ってねえ馬ば鹿かは困ったもんだ。いくらなんでも、晴凛と闘わせるわけにはいかねえし……どうするかな？

　伏龍が考えをめぐらそうとしたそのとき。

「おう！　晴凛は強いぞ！　本気で闘えば、お前なんかあっという間にあの世行きじゃ！」

　広場にミーネの声が響き渡った。

「ちょ！　ちょっと待って下さい！」

　慌あわてる晴凛に構わず、椅い子すから立ったミーネは、胸を張って言葉を続けた。

「晴凛の弓の腕前は天下一じゃ！　天高く飛ぶ鳥、地を奔はしる狼おおかみのみならず、深山に潜む龍りゆうでさえも一発で仕留めると言われている龍りゆう射しやの位を持っておるのじゃぞ！　お前のようなウスノロは、晴凛の矢を眉み間けんに食らって一巻の終わりじゃ！」

　猿趙も負けてはいなかった。

「はん！　矢なんてあんなもの！　当たらなければどうってことはねえ！　次の矢をつがえる前に殴なぐり倒しちまえばこっちのものだ！」

「馬鹿かお前は！　シムールの矢の速さと、何短里メートルも離れたところから狙ねらい澄すまして飛んでくる遠矢の恐ろしさを親から聞いておらんのか？」

「くだらねえ、何がシムールの矢の恐ろしさだ！　そんな言い伝えは、でたらめに決まってらあ！　シムールなんざ怖かねえよ！」

　猿えん趙ちようは面接を待っていた男たちに振り向いて言葉を続けた。

「いいか、お前ら、びびってんじゃねーぞ！　ナメられんな！　こういうときはナメられたら負けなんだ！」

　両手を振り回してわめくように答えた猿趙と、「おおおーっ！」と手を振り上げてそれに応えた取り巻き連中を見て、松まつ財ざいは肩をすくめてつぶやいた。

「ナメられるな、か。ハッタリかませろって、仲間に言わなきゃなんねえってのは、実力がねえって白状しているようなものなんだが……そこまで考えてるやつはいねえみたいだな」

「ナメられんな！　って呼びかけるのが、何で実力がねえってことになるんだ？」

　松財の言葉を聞いていた若者が怪け訝げんそうな顔で聞いた。

　面接の番号の意味を見抜いた松財を見て、このオヤジはただものではない、と理解できたのだろう。最初の頃の半分馬ば鹿かにしたような態度は影を潜めていた。

　松財は真ま面じ目めな顔で若者に聞いた。

「じゃあ聞くが、ナメられると何か困るのか？」

「決まってんじゃん！　ナメられるってのは、こっちを馬鹿にしてるってことなんだぜ。馬鹿にされたら気に食わねえのは、当たり前じゃねえか！」

「気に食わねえのと、勝ち負けは別だろ？　相手がこっちを馬鹿にしてかかってきたほうが、逆に勝ち目があるとは思わねえか？」

「そりゃそうだけど……ナメられると、こっちのノリが悪いじゃん。相手をナメてかかったほうが威勢がよくて、勝てそうじゃんか」

「そういうのを、虚勢を張るって言うんだ。自分の実力より強く見せようとするから、ハッタリが必要になる。逆に言うなら、ナメられるな！　と虚勢を張ってるやつの本当の力は、大したことはないってことだ。自分の力を信じているやつはそんなことを言わねえよ」

「そんなもんすかねえ……」

　若者が半分納得できないように首をひねったとき、猿趙とミーネのやり取りはさらに過熱していた。

「おのれ！　我がシムールの弓を馬鹿にしおって！　許さん！　晴せい凛りん！　目にもの見せてやれ！　あの馬鹿猿ざるの脳天をお前の弓でぶち抜いて、あの世に送ってやるのじゃ！」

「ごちゃごちゃうるせえ！　このクソガキ！　シムールの姫だか何だか知らねえが、おめえみたいなしつけのできてねえ、馬鹿ガキを嫁にするとか、北域王と言ったところで、ロクなもんじゃねえってことだな！」

「そうだそうだ！」

「だまれクソガキ！」

　猿趙の取り巻きらしい男たちが、嘲笑あざわらうようにはやす声を聞いて、伏ふせ龍たつは眉まゆをひそめた。

　──やばいな、あの猿趙という男、喧けん嘩か慣れしてやがるな……どうやら晴凛の押しの弱さを見破ったらしいぞ。

　そういえば……。

　周囲に漂う、ざわざわ、という人の気配を感じた伏ふせ龍たつは、顔を上げて周囲を見回した。

　いつの間に集まったのだろうか。中央広場は人で埋うまっていた。

　三百人の志願兵がやってきた、という噂うわさと、晴せい凛りんが直じき々じきに面接をしている、という噂はあっという間に延えん声せい中に広がった。

　ただでさえ娯楽の少ない辺境の街である。こんな催し物を見逃すわけにはいかない、と、街の人々が仕事を放り出して集まってきたのだ。

　その群集を見て、光こう凛りんは青ざめた。

「……どうします？　今さら、その辺の兵士と戦わせても、収まりがつきませんよ？」

　伏龍はうなずいた。

「こうなりゃ晴凛と勝負させるしかねえな……」

「しかし、負けたらどうなります？　晴凛の評判はガタ落ちになりますよ？　北域王と名乗っても名前負けだという評判が広がるに違いありません！」

「いや、大丈夫だ、晴凛が負けるわけねえ。兄貴なら、弟を信じて下さい」

　伏龍はそう言い残すと前に進み出た。

「よろしい！　五万の兵を従えた北域王と、シムール十二支族のひとつシャン族の姫君に対し、臆おくすることなくものを言う、その豪ごう胆たんを見込んで、北域王晴凛との対決を許す！　北域王はその得え物ものである弓矢をもって対する。お前は好きな得物を選ぶがいい！　準備ができ次第始める！　いいな！」

　三百人の志願兵と、その場に詰めかけていた延声の街の人々は、歓声を上げた。




　舞台のように掃はき清められた広場の真ん中に伏龍が立って、右手に持った矢を掲げて声を張り上げた。

「北域王晴凛は、この矢で猿えん趙ちようと対決する！　見ての通り矢じりの代わりに綿を包んだ布が取り付けられている！」

　伏龍が左手に持った壺つぼの中に矢の先端を入れて取り出すと、白かった布が目にも鮮やかな朱しゆ色に染まった。

「矢の先をこの壺の中に入っている朱に浸ひたした！　この矢が当たった身体からだの部位には朱の印がつく！　猿趙と晴凛は離れて立ち、始め！　の合図で晴凛は矢を放ち、猿趙は矢を避よけながら武器の間合いまで近づく。

　それまでの間に急所に矢が当たれば、一本で晴凛の勝ち。急所を外れている場合は三本で勝ちとなる！　いいな！」

　晴凛は静かにうなずいた。

「結構です！」

　朱しゆを浸ひたした矢の当たり所が一目でわかるように、帝国の歩兵が鎧よろいの下に着る、白い厚手の綿入れの戦衣を着て、木剣を持った猿えん趙ちようが叫さけんだ。

「おうよ！　そんなへろへろ矢なんざ怖くねえ！　避よけ切って、叩たたきのめしてやる！」

　戦闘意欲をむき出しにした猿趙の姿を見て、見物人たちがざわついた。

　晴せい凛りんが北域王と名乗ったのは昨日きのうのことである。延えん声せいの人々から見れば、晴凛は、どう見ても人のよさそうな若者でしかない。

　晴凛を『様』付けで呼んだり『北域王』と呼ぶには、まだまだ抵抗があるのだろう。観客たちは口々に勝手なことを言って盛り上がっていた。

「こりゃあ、晴凛の勝ちだな。あいつの矢は百発百中だって言うぞ」

「いやあ、いくら弓の腕前がよくても、二人が立っている距離は三十短里メートルほどしかない。一の矢をし損じれば、二の矢をつがえる前に、猿趙が駆かけ寄るぞ。弓じゃ木剣は防げない」

「ああ、腕で顔と胸を防がれれば、矢は腕に当たる。急所じゃない場所に三本の矢を当てる前に猿趙は木剣の間合いまで詰め寄るだろう」

「でも、晴凛というあの男、ずいぶん落ち着いているぞ。勝負を前にして、あれほど気負わない人間を見たことがない。よほどの自信があるんじゃないか？」

「そりゃあ北域王だからな。たとえ負けても、どうにでもなるって思ってんじゃねえのか？」

「いや、いくら何でも、これだけの人数が見ている前で、負けた勝負を無かったことにできるわけがない。そんなことをすれば、評判は地に落ちる。あの晴凛という男についていくやつはいなくなるぞ」

「ああ、悪評は千里を走ると言われているからな。その代わり、もしこの勝負に鮮やかに勝てば、晴凛は噂うわさ通りすごいやつだって評判もあっという間に広がるだろう」

「賭かけってことか……」

「ああ、どっちに転ぶにしても、こいつはとんでもねえ。晴凛の賭けてるものは、俺たちみたいな小銭じゃねえ。北域だ。文字通りの北域王になるか、ただの大口を叩たたく若造として笑いものになるかって瀬せ戸と際ぎわだぜ」

「ああ、その瀬戸際で、あれだけ落ち着いているってのは、やっぱり、あの男はただものじゃねえってことなのかもしれねえな」

　この男の言う通り、晴凛は落ち着いていた。

　負ける気はしなかった。

　──僕と、あの猿趙という男の距離は約三十短里ある。全力で走ってきてもここに来るまでの間に二矢か三矢は射いることができる。

　焦あせって早はや気けを起こさなければ大丈夫、当てることはできるはずだ。

　晴凛は呼吸を整えながら、先に朱の染み込んだ綿をつけた矢をゆっくりと弓につがえた。

　早はや気けとは、弓を引いた後で、狙ねらいと呼吸が定まらないうちに『今だ！』と焦あせって矢を射いてしまう癖くせである。

　狙っている機に合わせて『今だ！』というときに矢を放つのは、当たり前のことだが、その『今だ！』という意識が強いと、狙いがブレるのである。

　白い小旗を持って進み出た伏ふせ龍たつは、旗を高々と掲げて晴せい凛りんと猿えん趙ちように声をかけた。

「双そう方ほう、準備はよいか？」

「おうよ！」

「結構です！」

　伏龍は小さくうなずくと、双方の呼吸を計った。

　猿趙は目に闘志を燃やして、右手の木剣の柄えを握り締め、気合を入れるように、左手の握り拳こぶしを突き出した。

　一方、晴凛はというと、矢をつがえた弓を下に向けて構えているだけで、弓は引いていなかった。

　弓を引いて狙いをつけたまま、開始の合図を待てば、間かん髪はつを入れずに最初の矢を放てるだろう。だが、晴凛は、その有利さを不公平だと捉とらえていた。

　──馬ば鹿か正直というか……実に晴凛らしいな。

　だが、人の評判というのは、その正直の先にある。いや、そこにしかない。

　敬意とは試練によって勝ち取るものだ。楽して勝っても、誰も尊敬してくれない。

　そのとき、ミーネの声が聞こえた。

「晴凛！　ルデルの教えを忘れるな！　龍りゆう射しやの真しん髄ずいを見せてやるのじゃ！」

　晴凛の顔が、ふっと緩ゆるむのが見えた。そのとき、伏龍は心の底から勝利を確信した。

　──よし、行ける！

「始めッ！」

　伏龍はひと声上げるのと同時に白い旗を振り下ろした。

「うぉおおおおおお！」

　両腕で顔と胸を覆った猿趙が、獣けものにも似た咆ほう哮こうを上げて、飛び出した。と思った次の瞬しゆん間かん、目にもとまらぬ速さで矢が猿趙の身体からだに当たった。

　周囲の朱しゆ色の滴しずくが飛び散るのが見えたが、どこに当たったのかは見えない。

「まだまだァッ！」

　猿趙は速度を緩めることなく晴凛に迫せまる。その距離が半分に縮まったそのとき、二の矢が猿趙の身体に当たった。

　ぱっ！　と朱の飛ひ沫まつが飛ぶのが見えた。だが、あまりに速く、どこに当たったのかわからぬまま、跳はね返った矢が宙に舞う。

「当たったぞ！　胸じゃ！　左胸！　心臓に当たっておる！」
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　ミーネの叫さけび声が上がった。

　だが、猿えん趙ちようの勢いは止まらない。晴せい凛りんにあと二歩、というところまで近づいた猿趙が、顔を覆おおっていた右手の木剣を振り上げたとき。

　猿趙の顔面に、ぱっ！　と朱しゆの飛ひ沫まつが散った。

「眉み間けんじゃ！　正面じゃ！」

　ミーネが叫ぶのと、猿趙が晴凛の頭上に木剣を振り下ろすのは同時だった。

　晴凛は手に持っていた弓で、木剣を防ごうとしたが、猿趙の怪力で振り下ろされた木剣は、その弓を文字通り粉ふん砕さいして、晴凛の頭に命中した。

「がっこーん！」

　大きな音が当たりに響き、そして晴凛がその場に崩れ落ちた。

　見物人の間から「ああ……」とか「おお……」という言葉にならない声が上がった。

　猿趙は勝ち誇ほこったように木剣を振り上げて叫んだ。

「見ろ！　俺の勝ちだ！」

　すかさずミーネの声が飛ぶ。

「ふざけるな！　見ろ！　その三つの朱の跡を！　右肩！　左胸と眉間！　本物の矢ならお前は、まず右手を射いられ、剣を取り落とし、二の矢で心臓を射られ、三の矢を眉間に叩たたき込まれてとっくに死んでおる！」

　ミーネの言葉の通りだった。

　仁に王おう立ちの猿えん趙ちようの戦衣の右肩と左胸、そして眉み間けんには見事なまでの朱しゆ色の印がくっきりとついていた。あのわずかな間で、晴せい凛りんは一本の矢も無む駄だにすることなく、正確に射い抜ぬいていたのだ。それを見て、観衆からどよめきが上がる。

「なんだと？」

　そう言いながら自分の眉間を触さわった猿趙はその手についた朱を見て、目を見開いたが、すぐにごしごしと、それを消し去り、叫さけんだ。

「うるせえ！　こんな矢より、俺の一撃のほうが速かったんだ！　だからこいつは倒れた！　俺の勝ちだ！　喧けん嘩かなんてのは結果がすべてだ！　俺は立って、こいつは倒れた！　これが結果だ！　俺の勝ちだ！　俺は北域王より強つええ！」

「ふざけるなーっ！」

　叫び声と同時にミーネが飛び出し、そのまま猿趙に走り寄って飛び付いた。

「うわ！」

「卑ひ怯きよう者もの！　お前のようなやつに情けは無用じゃ！」

　猿趙は慌あわててミーネの顔を摑つかもうとした。だがそれより早く、ミーネの爪つめが猿趙の顔面を捉とらえた。

　額に突き立てた爪は、そのままがりがりと皮ひ膚ふを削けずりながら下りていく。

「うぎゃあああ！　このガキ！　引っ搔かきやがった！　てめえ！　猫ねこか！」

「そうじゃ！　猫も猫！　シムールの山猫姫じゃ！　しかとその身体からだに刻み込め！」

　そう言うなり、ミーネは猿趙の腕に、がぶり、と嚙かみ付いた。

「うぎゃあ！　痛てててて、何しやがる！」

　猿趙とミーネを見ていた観客の間から声が飛んだ。

「その姫様の言う通りだ！　お前の負けだぞ！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ！　馬ば鹿か野郎！」

「何が喧嘩だ！　本物の矢ならとっくに死んでんじゃねえか！」

「手加減してもらったくせに、俺が勝ったなんて言うんじゃねえよ、この恥はじさらし！」

　観客の声を聞いた猿趙は逆上した。

「ふざけんな！　てめえら、こいつらとグルだな！」

「ふざけんなと言うのは、こっちだ！　お前こそふざけんな！」

「何だと！　てめえ出てこい！　俺の相手をしろ！」

　猿趙が観客と喧嘩を始めた頃、晴凛に駆かけ寄った光こう凛りんは、兜かぶとを外し声をかけていた。

「おい！　大丈夫か、晴凛！　おい！　返事をしろ！」

　そう言って頰ほほを叩たたこうとした光凛の手を、ミリンが止めた。

「頭を打っているトキは、頭を揺ゆすってハいけマセン。息があるナラ、安静にして、気がつくのを待ちマショウ」

「あ、そうでした……気が動転して、思わず……」

　頭を下げる光こう凛りんを見て、ミリンは怒ったように言った。

「光凛、早く弟の仇かたきをトルノデス！」

「え？　あ、いや、私は……」

　光凛は思わず目を伏せた。

「不ふ甲が斐いない兄と笑ってくれ……私には、あの男を倒す力が無い……」

「ソウデスネ。あなたには、そんな力は無イ。ケンカに関しては草ぞう履りの片方より使いものにナラナイ男デスネ」

　ミリンはそこで言葉を切ると、ゆっくり立ち上がって、光凛を見下ろした。

「……デスから、私があなたの代わりを務めまマス……よろしいデスネ？」

　ミリンの顔を見上げた光凛は思わず見み惚とれた。

　白い、陶とう磁じ器きのような顔色に、すっと赤く紅べにを引いたように紅潮した頰ほほと、そして切れ長の目の中に浮かぶ静かな、そして白く燃える炭火のような激げき烈れつな闘とう志し。

　それは、色気とは正反対な、厳げん粛しゆくな美しさだった。

「はい！　頼みます」

　光凛の視線を受け取ったミリンは、ふっと微笑ほほえんだ。

　その微笑みを見たとき、光凛はシムールの言い伝えを思い出した。

　シムールの死神は、美しい少女の姿をしていて、無む垢くな微笑みを浮かべ、死者の魂たましいをテンジンの許もとに誘うと言われている。

　くるり、と振り向いたミリンは、そのまま滑すべるような足取りで、ミーネと取っ組み合いをしている猿えん趙ちように近づいていった。

　その後ろ姿を見て、光凛は思った。

　──もしかして、私は、今、本当の死神を見たのかもしれない……。

「姫サマ。おやめ下さい」

　ミリンに声をかけられたミーネは、嚙かみ付いていた腕から口を離して文句を言った。

「何でじゃ！　晴凛がひどい目にあったのじゃぞ！　嫁のわしが仇を取るのは当然じゃ！」

「仇を取るのは私の仕事でゴザイマス。それに……そんな不潔なモノを口に入れたりしタラ。お腹を壊しマス」

「おお、そうか、そうじゃな、こんな汚いものを嚙むのではなかった。ぺっ、ぺっ！」

　さも嫌いやなものを口に入れたかのように、顔をしかめて、唾つばを吐くミーネを見て、観客の間に笑い声が上がった。

　馬ば鹿かにされたと気がついたのだろう。猿趙がわめいた。

「このガキャあ！　メスガキだと思って手加減してれば、つけ上がりやがって！　ぶっ殺してやる！」

「ブチコロサレルべきは、お前デス！」

　進み出たミリンを見て、猿えん趙ちようは怪け訝げんな顔になった。

「何だ、てめえは！」

「晴せい凛りん殿に代わって、あなたニ引いん導どうを渡す者デス。今までの無礼の数々、その報むくいを受けナサイ！」

「はっはっはっ！　笑っちまうぜ！　メスガキの次は胸の薄い女が相手かよ！　北域王ってのは、よほど人を集められねえんだな。女子供しかいねえのか！」

「……アホが、よりによって、胸が薄いなどと言いおってからに……どうなっても知らんぞ！　ミリンは本当のことを言われるのが大嫌いなのじゃ！」

「うるさいデス！」

　ミリンはひと言吐き捨てると、すっと猿趙との間合いを詰めた。

「うわ？」

　その素早い動きに猿趙が目を見開いた次の瞬しゆん間かん。

　ミリンの抜き手が、猿趙の腹部に吸い込まれた。

「うごっ！」

　思わず前かがみになった頭の脳天に、左腕の肘ひじ打ちが決まった。

　ごきり。

　嫌いやな音と共に、猿趙の首が傾かたむく。

　一いつ瞬しゆん身体からだがぐらり、と傾いたが、猿趙は踏みとどまった。

「なんだ……と？」

「これで倒れないトハ……偉えらそうなことを言うダケはアリマスね……デモ、遅いッ！」

　ミリンは右足で宙に飛ぶと、左足のかかとを振り上げて、猿趙の肩に思い切り振り下ろした。

　ぱきぃ！

　明らかに骨が折れた音が当たりに響いた。

　それは、肩と首の間にある、細い骨……つまり鎖さ骨こつが折れた音だった。

「ぐぎぃ！」

　痛みに耐えかねた猿趙が右膝ひざをつく。その右の脛すねを、狙ねらい澄すましたかのように、ミリンの下げ段だん蹴げりが捉とらえた。

　ごっ！

　骨が折れる音はしなかった。しかし、聞いただけで背中から尻しりにかけて、ぞわっとくるような実に痛そうな音が聞こえた。

　猿趙はそのまま無言で崩れ落ちた。声も出せないのだろう。ひくひくと痙けい攣れんするだけで、うめき声さえ上げられない。

「とどめデス！」

　ミリンがそう言って、その崩れ落ちた猿えん趙ちようの身体からだの肋ろつ骨こつめがけて、かかとを振り上げたとき。

「もういい！　やめてくれ！」

　晴せい凛りんの声がした。

　見ると、意識を取り戻した晴凛が顔を上げていた。

　ミリンは振り上げたかかとを、そのままゆっくりと下ろした。

「コロス気はアリマセン。ただ、身体中の細い骨を全部一本ずつへし折ってやろうと思ったダケデス」

「やってやればいいのじゃ！　死ぬより苦しい痛みを半年ほど味わい続ければ、こいつの腐った性根も変わったかもしれんぞ？」

「いや、そこまでやらなくていいよ……彼はこの勝負を誤解していたんだと思うし」

「そんなことがあるものか！　こいつは最初っから、晴凛をぶん殴なぐるつもりだったのじゃ！　ぶん殴って気を失わせれば、どうにでもなると思っておったに違いない！　ただの馬ば鹿かじゃ！」

「まあ……あんまり頭がいいとは思えねえが……こういうやつはこういうやつで、ちゃんと使い道があるのさ。それなりに手下がついていたってことは、人の上に立つ素質だってあるんだと思うぜ」

　伏ふせ龍たつはそう言うと、晴凛に近づいた。

「どうだ？　立てるか？　肩を貸そうか？」

「いえ……大丈夫です、立てます」

　晴凛がそう言って立ち上がろうとしたところに、ミーネが駆かけ寄ってきた。

「伏龍も光こう凛りんも手を出すな！　晴凛を助けるのは、嫁であるわしの仕事じゃ！　大丈夫か？　晴凛！」

　晴凛は微笑ほほえんでみせた。

「心配かけました……」

「うむ、心配したぞ！」

「晴凛殿の心配をする前に、猿趙に飛びかかっていったクセに、よく言いますネ」

「うるさい！　ひと目見て晴凛は大丈夫、命に別条はないとわかったから、仇かたきを取りにいったのじゃ！　晴凛をないがしろにしたのではない！　決してないぞ！」

　伏龍が笑いながら言った。

「まあまあ、二人とも喧けん嘩かは後にして。とりあえず、街の人に手を振って応えてやれよ、晴凛。街の人はお前の弓の腕を認めてくれたみたいだぜ」

　晴凛は顔を上げて、観客を見回した。

　その場にいる志願兵たちも延えん声せいの人々も、皆一いつ緒しよになって晴凛に向かって手を振っていた。

「すげえぞ！　天下無敵だ！」

「あんたの弓は天下一品だ！」

　やがて、観客の中から「北域王！」「尊そん王のう討とう奸かん！」という声が飛び始めた。

　その名前は、繰り返し呼ばれ始めた。

「北域王！　北域王！」

「尊王討奸！　尊王討奸！」

「北域王！　北域王！　尊王討奸！　尊王討奸！」

　その場にいる全員が声を揃そろえる中で、ミーネに支えられて立ち上がった晴せい凛りんが、ゆっくりと手を振ると、どっと歓声が上がった。

　その光景を少し離れたところから見ていた犂すき山やまが、隣にいた孟もう旗き将軍に言った。

「これで……本物だな」

　孟旗将軍はうなずいた。

「ええ、晴凛殿の真っ直すぐな強さを、伏ふせ龍たつ殿のしなやかさが支えています……さながら弓のように……」

「あの弓が放つ矢なら、苑その山やま燕えん鵬ほうに届くかもしれないな」

「いや、届くかも、ではありません。届きます」

　孟旗将軍はそう言い切った後で、凄すごみのある笑えみを見せた。

「届かせるのです。そのために、我々はここにいるのですから」

　北域の独どく眼がん竜りゆう、泉せん野や晴凛が北域辺境県を手に入れ、みずからを『北域王』と名乗った。その情報が帝都に伝わるのは、これから七日後のことだった。

　この情報を伝え聞いた苑山燕鵬は、これといって何も言わなかった。

　……なぜなら。帝国の南方では、北域王どころではない、もっと重要な事案が起こっていたからである。







　　　第四章「夏越しの祭」







　小舟の中は香辛料の一種であるウコンの臭においと、みっちりと詰められた大勢の男たちの浅黒く日焼けした肌からにじみ出る汗の臭いで、むせかえるようだった。

「動くな。揺ゆれるやろが」

「蚊かや。蚊が飛んどんのや」

「蚊ぐらい我が慢まんせい」

「ウコン焚たいておるんや、蚊も寄ってこん」

　男たちの汗と熱気に誘われ、狭せまい船の中を蚊が忙せわしく飛び回る。男たちはぶつくさ文句を言いながら、周囲を見回す。葦あしが密集した狭い水路は見通しが悪く、小舟に腰掛けた状態では空と雲しか見えない。

「雨でも降らんかな」

「入道雲は出とらんし、今日きようは降らんやろ」

「それにしても鳳ほう鶴かくのダンナ、何でわしらのような塩しお方かたに用があるんじゃろ？」

「炎天下で潮しお汲くみの仕事せんでええんは楽やけど、不気味やな」

「薪まきもぎょうさん残っとるし、天気ええうちにどんどん塩を作ったほうがええんちゃうか」

「垣かき不ふの兄貴、何か聞いとりませんか？」

　船内の男たちの視線が、艫ともに座るごま塩しお頭がしらの男に集まった。

　腕組みをしたまま目を閉じ、口をへの字にして座っていた垣不は、片目だけを開いて声のしたほうをにらんだ。

「わしは何も聞いとらん」

「そ、そうでっか」

「だが」

　男は両目を開くと、ぐい、と着物の右腕の袖をまくり上げた。肩に近い二の腕に、刺青いれずみが彫ほってある。そこだけ白くなった肌の上に蛟みずちが絡からみ合う紋もん様ようが浮かぶ。

「塩田放り出させてまで鳳鶴親分がわしらを呼ぶんや。何があってもおかしゅうない。お前らも覚悟はしとけよ」

　それまで浮ついた調子だった男たちの顔が引き締まる。

「へい」

「そりゃあもう」

「出入りでも何でも、わしら、親分と兄貴についていくだけです」

　そう言って、男たちも袖をまくってみずからの右腕に彫ほられた蛟みずちの刺青いれずみを見せ合う。兄貴と呼ばれた男は大きくうなずく。

「ならええ。おう、承しよう安あんの街が見えてきたぞ」

　その言葉に、男たちが舳へ先さきを振り返る。

「ほんまや！　承安や！」

「久しぶりやなぁ」

「幟のぼりが立っとるぞ。夏越しの祭や！」

「何や、今年はせんのやなかったんか」

「北のほうで戦争やゆうて、太たい守しゆはんがやめいゆうとったからな」

「あのうすらボケ、虎とら神がみ様さまに食い殺されたらええんや」

「冗談ゆうな。あんな臭くさい肉食わせたら、虎神様、腹壊してまうが」

　わいわいと騒さわぎ始めた手下の背中を見ながら、艫ともに座る男は思った。

　──鳳ほう鶴かく親分は、わしら塩しお方かたの中でも腕っ節自慢だけを連れてこいと言っておった。

　これといってどこぞと縄なわ張ばりでモメているという話も聞かんし、妙みようなことだ。

　こりゃあ、もしかしたら……。

　船はゆっくりと承安の街に近づいていった。




　承安の街は帝国第二の都市である。

　霊れい峰ぼう山ざんから流れ来る光こう来らい川は帝国を西北から東南に走り、最後に承安から海へと注ぐ。

　大河が運ぶ大量の土砂の蓄積は、河口付近に巨大な三角州を造り、その間には無数の水路が走っている。

　喫きつ水すいの深い大型船でも通れる大きな水路さえも縦横に走っており、水先案内人が乗っていない船が迷うのは日常茶さ飯はん事じである。

　夏になると、広がる湿地帯から無数の蚊かが三角州の根元にある承安の街へ押し寄せる。山を背負った承安の街にはそこから吹き下ろす風があるが、それでも北にある帝都で暮らすよりよほど多くの蚊に悩まされることとなる。




「ふわああ」

　承安の内壁にある役所の中で、整った顔をだらしなく弛ゆるませて大あくびをする官かん吏りの青年がいた。

　この青年の名前は面めん涼りようという。

　血筋よし、頭よし、おまけに顔もよし。まだ二十代の半なかばという年齢で、司し書しよ主もの頭かしらという高い官位についてもいる。

　眠そうな顔で窓の外に広がる承安の街の街並みを見下ろした面涼は、これまた眠そうな声でつぶやいた。

「あーあ、どうにも寝不足だな。下街は、蚊かがうるさくて眠れたもんじゃない。これからは寝るときは宿舎に戻るとするか。ああでも、門限があるからなぁ……」

　面めん涼りようの独り言の通り、承しよう安あんの街は上街と下街に分けられる。外壁の外の下街は水路が縦横に走り、地元の人間が暮らす商業地域となり、内壁の内側は高台になっていて、役所や皇こう帝ていの離宮、兵営などがあり、役人や軍人とその家族が暮らしている。

　──下街ならただ酒も飲めるし、女の子も可愛かわいい。けど蚊はなぁ。こっちの女の子、よくあんなので眠れるなぁ。

　承安の内壁に住む役人や軍人は、いずれもこの地ではなく北の出身である。帝国は南で米が取れ、北で麦が取れる。南で船に乗り、北で馬に乗る。人の気質も、言葉の訛なまりも、少しずつ違っている。蚊が飛び交う寝床で眠れるかどうかも、その違いのひとつである。

「ふわああ」

　再びあくびをする面涼に、他の役人が冷たい視線を向ける。向けるだけで、何も言わない。苛いら立だちと侮ぶ蔑べつの混じった視線は、面涼にとっていつものことだ。

　──馬ば鹿かどもめ。帳面の数字を上から下へ、下から上へ並べ直すだけで仕事した気になる、救いようのない馬鹿どもめ。

　面涼もまた口には出さないが、同僚たちに同様の視線を向ける。普段はにやけた二枚目半であるだけに、そのような目をすると酷こく薄はくな印象が際きわ立だつ。その危険な雰ふん囲い気きもまた、酒場の女にはモテる理由となっている。

　──ま、どうだっていいんだけどな。

　すぐに面涼の表情が弛ゆるんだ。彼の学んだ塾の教師が『こやつは己の才能を無む駄だに無為に浪費しておる』と嘆なげいたように、面涼は何かに集中するということができない男だった。学問も、仕事も、遊びも、優れた感覚で本質を見抜くが、決してモノにならない。

「ふわああ」

　──退屈だなぁ。帝都にはもう戻れないしなぁ。もうちょい手を抜かずにちゃんと付け届けをしとけばよかったなぁ。

　あくびをしながら、面涼は少しばかり後悔する。司し書しよ主もの頭かしらという、それなりの官位にありながら面涼には仕事が無かった。元の勤務先では彼は死亡したことになっており、死亡した人間が仕事をして書類を中央に送ってはまずいからだ。

　内示では面涼の仕事は承安に追放された月つき原はら弦げん斉ざいの監視となっているが、その仕事は苑その山やま燕えん鵬ほうの直属の部下が担当している。そこに面涼が顔を出せばややこしいことになるだけだ。

　面涼は机の前から立ち上がると、部屋にいる同僚に向かって言った。

「ちょっと視察に行ってきます」

　同僚たちは顔も合わさずに答えた。

「どうぞ……」

　その表情には『どうせ、仕事をさぼって、遊びに行くんだろう？』と書いてある。

　書いてあるだけで、誰も何も言わない。どうせいつものことなのだ。

「じゃ、そういうことで」

　面めん涼りようはそう言い残すと、役所の部屋を後にした。

　──仕事もせずに給料を貰もらえるのはいいんだが、退屈なのは嫌いやだよなぁ。

　面涼はぶらぶらと内壁の上を歩いていた。

　外壁に囲まれた下の街が一望の下に広がる。方形に四角四面に区切られ、大通りも直線となっている帝都と違い、承しよう安あんの下街は弧こを描えがいた大水路を軸に広がり、区画などあってなきがごとしだ。

　水路沿いに連なる大店には何艘そうもの小舟が繫つながり、浅黒い肌の男たちが、米の入った俵たわらや、塩の入った袋をかついで倉庫に入ったり小舟に積み込んだりしているのが見える。

　──役人やめて、商売でもしてみるかな。妙みよう麗れいちゃんとこに婿むこ入いりしてみるか。でも、あの鳳ほう鶴かくのおっさんをお父さんって呼ぶのは嫌だよなあ。

　面涼は空気は読まないが、顔色は読む男だ。

　地元の塩商人の元締めで豪族の鳳鶴が、やけに自分を買って、親切にしてくれているのはわかっていた。

　もちろん、鳳鶴がもてなすのは面涼だけではない。承安の役人、軍人で鳳鶴から金か酒か女を貰っていない人間は皆無に等しい。

　鳳鶴が扱う塩には官製の塩だけではなく、闇やみの塩も含まれる。いざというときに備えて賄わい賂ろをばらまくのは、鳳鶴のような立場の人間としては当然と言えた。

　──でも、俺にだけはやけに親切だよなぁ。最初は司し書しよ主もの頭かしらの官位のせいかと思ったが……それだけじゃない。あのおっさん。何か企たくらんでやがるよなあ。

　内壁に立てられた竿さおの上でばさばさと翻ひるがえる、夏越しの祭を示す幟のぼりを面涼は見上げた。

　──この夏越しの祭も、鳳鶴のおっさんが太たい守しゆに大枚はたいて開催を決めたって昨夜言ってたよな。

　酒の席で聞いた金きん子すの枚数は当てにならないけど、尋常な金額じゃなさそうだ。ありゃ、何か賭かけてる顔だよな。しかも、その賭けの小札に俺の人生も積んであると見た。ああ、面倒だ、面倒だ。

　大げさな身振りで天を仰あおぎ、顔を手で覆う。誰も見ていなくても、芝居がかった仕草をしてしまうのは、面涼という男の習い性だった。

　──妙麗ちゃんはいい子だし、鳳鶴のおっさんも金持ちだし、別に闇で塩を扱ってるくらい、どうってことないんだけど。面倒なのは嫌だよなぁ。せっかく勉強して役所勤めしてんのに、帝都から追放されちまうし、変なことには巻き込まれるし。俺って不幸だなぁ。

　面めん涼りようはがっくりと肩を落とした。街を見下ろす視線が、鳳ほう鶴かくの屋敷があるあたりを探さぐる。

　──えーと、妙みよう麗れいちゃんの家は、あのあたりかな？

　面涼の見ている前で、男たちがすし詰めになって乗っている船が、鳳鶴の屋敷の裏手の船着き場に着き、乗っていた男たちがわらわらと降り始めた。

　降りた男たちは、そのまま裏手の倉庫へと消えていく。

　──あれは、街の外で闇やみの塩作ってる男衆だな。いくら夏越しの祭とはいえ、この時期に呼び込むなんて……鳳鶴のおっさんは何かやろうとしてるんじゃないかなあ……頼むから俺は巻き込まないで欲しいなあ。俺は平和が一番好きなんだから。

　平和が好きな理由は、怠なまけることができるからであるのは言うまでもない。

　だが、その願いとは裏腹の出来事が、彼の与あずかり知らぬところで進みつつあった。




　面涼が内壁から小舟を見下ろしていたちょうどその頃。小舟から降りた垣かき不ふも、同じように内壁を見上げていた。

「おうおう、よう来たな。ん、どした？　何見とるんや？」

　出迎えに出た鳳鶴に声をかけられた垣不は、慌あわてて主人に向き直り、頭を下げた。

「これは鳳鶴様。わざわざこのような場所まで、ありがとうございます」

「いやいや、気にせんでええ。で、何ぞ見えるか？」

「夏越しの祭の幟のぼりが見えますが……例年にない本数でんな。ありゃあ、鳳鶴様が出したもんでっか？」

　ばたばた、と内壁を囲んで林立する幟。これは一本あたり銀ぎん子すいくら、という形で下街の町衆が金を払って立てている。祭事のための寄付、という形になってはいるが、もちろんほぼすべてが太たい守しゆの懐に入る。

「何でそう思うんや。幟にワシの名前は出とらんで」

「町や通りの名前が出とります。それこそ、長屋横丁みたいなところの名前まで。あそこの貧乏人どもが、自分とこの名前つけた幟なんぞ、立てられるはずもないでっしゃろ？」

「ありゃあ、ちょいやり過ぎたかの」

　鳳鶴は苦笑いを浮かべて、頭をぼりぼりと搔かいた。

「いや、礼を言わせてもらいとうおます。わてもあそこの出でおますから。貧乏人にとって自分の町の名ぁが祭の幟に出るちゅうことが、どれだけ誇ほこらしいか、嬉うれしいか、よーくわかっとります」

「ほうか。それならそれでエエんや。……まあ、巻き込むことになるんは間違いないしな。罪滅ぼしの前払いや」

　垣不は大きく目を見開いた。自分の予感が的中していたことを悟さとる。

「となると……やはり」

「おう。やることに決めたで。北の連中がえらい頑張って、帝国の緑軍が全滅したそうな。帝都の連中は青うなって、残った兵隊を自分とこ集めとる。南こつちのほうは、ガラガラや」

「やっぱ、そうでっか。外の門くぐるときにも、兵隊の数がえろう少ないな思いましたから」

「帝国緑軍ゆうたら、昔はこのへんまで来て、南の天子様を攻め滅ぼしたやつらや。そやって北の天子様が統一してできたんがこの延えん喜ぎ帝国や。承こ安このな、内壁ん中にある離宮もな。元は南の天子様のもんや。みんな滅ぼされてしもうて、北の天子様のもんになってもうた。それはな、まあ、ええんや。強いんが国を立てる。弱いんが滅ぼされる。商売も国も、皆同じや。そやけどな」

　鳳ほう鶴かくは両手を揉もみこすり合わせた。まるまるとした指は、北から来た役人が代わるたびに揉み手をしてきたが、同時に何人もの商売敵の首を絞しめた指でもある。

「北の天子様が弱なったんなら、話は別や。南からさんざ塩やら税やら吸い上げても勝てへんのやったら、北の天子様も終わりやろ。なら、そろそろ、たまったツケを払うてもらわんとな」

「ツケの払いでっか。誰に支払わせます？」

「何ぼ言うても、北の天子様はおそれ多いからな。あそこにおる太たい守しゆや」

　鳳鶴は内壁に向かって顎あごをしゃくってみせた。




　シムールとの戦争を前提に造られた北域の延えん声せいとは違い、南域にある承しよう安あんは延喜帝国以前の南朝の王都である。皇こう帝ていの離宮だけで延声の外壁に等しい広大な庭を持ち、そこには外国から持ち込まれたさまざまな植物や鳥が暮らしている。

　ゲーギョギョギョギョ！　ゲーギョギョギョギョ！

　その庭に茂るシュロの木の上で、赤と青の鮮やかな羽根を持つ鳥が、美しい外見とは裏腹のけたたましい鳴き声を上げた。

「きゃあ！」

「何ですの、今の声」

「太守様、怖いですわ～」

　これまた外国から来たのか、金色の髪や褐かつ色しよくの肌をした美び姫きが、鳥の鳴き声に、きゃあきゃあと笑いさざめく。

「おほほほ。心配することはありませんよ。声はやかましいですが、おとなしい鳥です」

　なまず髭ひげを指でしごきながら、四阿あずまやでお茶を飲むのは、この承安の太守、峰ほう漕そうである。

　定じよう族ぞくであるとはいえ、峰漕が承安という天下第二の都の太守を任されている理由はただひとつ。

　彼が政治的にも軍事的にも驚くほど無能であると同時に、欲望と興味の範囲がきわめて狭せまく、権力にまったく執着しないからである。

「峰漕様、お楽しみのところ申し訳ありません。署名押おう印いんをお願いしたい書類がありまして」

　女たちと一いつ緒しよに庭を満足そうにながめている太たい守しゆのところに、秘書官が進み出た。手にした盆の上に、書類の山と筆、硯すずり、そして太守の印が置かれている。

「ん？　そうですか、そうですか」

　峰ほう漕そうは筆を取ると、書面を読みもせずに、矢継ぎ早に署名と押おう印いんをすませた。

「ありがとうございます、峰漕様」

「ほほほ。これも太守の務め。あとはよろしく頼みますよ」

「はは、もちろんです」

「そういえば、夏越しの祭がもうすぐでしたね。南方の歌舞謡曲は今ひとつですが、この街ですと異国の楽曲も聴けるのがうれしいところです」

「はは。ご期待に添えるよう、粉ふん骨こつ砕さい身しん頑張らせていただきます」

「うむうむ。期待しておりますよ」

　署名押印がすんだ書類の束を捧ささげた秘書官は、建物に入る前に鳥の鳴き声に手を打って喜ぶ峰漕を見て笑えみを浮かべた。

　──まったくもって手のかからないお方だ。鳥の鳴き声、異国の楽曲、美び姫きや少年の歌声……耳を楽しませてくれるものがある限り、上じよう機き嫌げんを保ってくださる。

　書類の入った盆を捧げ持って廊下を歩きながら、秘書官の顔がしだいに怜れい悧りなものへと変わっていく。

　──とはいえ、この承しよう安あんであっても状況は決してよくない。税を払えぬ民たみが借金のあげく農地や娘を売り払うことも、終しまいには流る民みんになる者も増えている。

　国が重税をかけた場合、金の無い人間は税が払えない。そこで登場するのが金貸しだ。金貸しは税を払うが、代わりに高利で借金を取り立て、それが民を苦しめることになる。

　だが、秘書官や承安の役人が悩んでいるのは、民の苦しみではない。そうやって吸い上げた金や人のすべてが北に向かうため、自分たちの功績が二番手、三番手になることだった。

　──金を集める仕事はいくら重要であっても裏方だ。その金を使って功績を挙げる仕事が一番手になる。ましてや、北が危ない状態で南で乱が起きれば、責任だけ取らされることになる。

　秘書官としては思案のしどころだった。北の征服王朝である延えん喜ぎ帝国は、伝統的に南に厳しい施策を取ってきた。役人でも上に近い者はすべて北の人間である。シムールとの戦いも、北域の開発も、南から集めた塩と米と金があってこそ成り立ってきた。

　にもかかわらず、南の人口は世代を重ねるほどに増え、力もつけてきている。塩田があり、水田があり、海上の交易拠点もある南域は、すでに経済では中央に匹敵する規模に成長している。

　──帝国にとっての本当の危機は北ではなく南にある。いずれ十分な力をつけた南域は、帝国に対して力相応の地位を要求するだろう。本来、このようなときこそ南域からは兵を引き抜かずにいて欲しいのだが……。

　秘書官はそこまで考えてため息をついた。延えん声せいが陥かん落らくし、太たい守しゆの犂すき山やま綾りよう世せいが謀む反ほんしたとあっては、中央が北域重視になるのは仕方がない。

　秘書官の視線が、盆の一番上に載っている書類にとまった。それは、承しよう安あんで夏越しの祭をする際に、山だ車しの出入りに内壁の門の開放を許可するというものだった。夏越しの祭は毎年行っているが、今年は例年にない規模での開催となる。承安の町衆から、こんなときにこそ祭で民心を安定させるべき、という提案を受けてのものであったが、秘書官はこれを利用するつもりでいた。やっと中央──苑その山やま燕えん鵬ほうからの密命に着手することができそうであった。

「災わざわい転じて福となす、とも言います。山車を引いての勇ゆう壮そうな……というか南の人間らしい、馬ば鹿か騒さわぎですが、下街では山車と山車がぶつかって喧けん嘩かになることもしばしば。そんな連中が内壁に入れば、何があっても、おかしくありません。ふふふふふ」

　含み笑いをもらし、秘書官は太守の執務室──事実上、彼の執務室へと入っていった。




　秘書官が気色の悪い笑えみをもらしながら太守の執務室に入った場面を、面めん涼りようは遠くから見ていた。嫌けん悪おをこめて舌打ちをする。

「品のない顔だなぁ。やっぱ、あれは駄だ目めだな。相談するのはよそう」

　夏祭を利用して、外壁に住む下街の連中が何かやろうとしている──鳳ほう鶴かくの名前は出さずに、下街で噂うわさを聞いたという形で秘書官に報告すべきかどうか。面涼は外壁を散歩しながら考えていた。そして考えがまとまらぬまま、廊下を歩く秘書官の陰険な笑みを見かけたのだ。

「あんな面つらの男に下へ手たに話を打ち明けたら、やぶ蛇へびだ」

　面涼は腕組みをして頭をひねった。自分に面倒がかからず、自分に責任も仕事も降ってこず、自分が得をする方法はないかと考える。

　しかし、そんな虫のいい方法があるはずもない。面涼はしばらくうんうん悩み、そしてついに悩むことすら面倒になって放り出した。

「しょうがない。夏越しの祭は、巻き込まれないように、どっかに隠れてやり過ごしたほうがよさそうだ」

　そして人ひと気けがなくて誰も来そうにない場所はどこかないか、探し始めた。もっとも、傍はたからすると、中央から来たぐうたら男が、仕事をさぼってぶらぶらしているようにしか見えなかったし、また実際、その通りでもあった。




　それから数日が経過した。

　夏越しの祭の日は、朝から猛暑だった。打ち水をした道路が、陽炎かげろうを立ち昇らせる。風もほとんどない凪なぎの状態で、熱気だけが承安の街の中にこもっていく。

　夏越しの祭の花形は大きな山車を引いて町中を練り歩く行列だ。山車の上には、神を模した大きな人形が立つ。人々は幸運や無病息災を祈き願がんして、山車と、山車を引く若い男たちに水や花をかける。

　山だ車しは町中を練り歩き、最後に内壁の中にある神社に入る。先日、太たい守しゆが署名押おう印いんしたのは、この山車を通すために、内壁の扉を開放する許可を与える書類だった。

「そいやぁ！」

「そいや、そいやぁ！」

　どんこどんこどんこ

「そいや、そいや、そいやぁ！」

「もひとつ、そいやぁ！」

　どんこどんこどんこ

　勇ましい太たい鼓この音とかけ声と共に、次から次へと山車が通りを進む。山車の上に立つのは、承しよう安あんの人々にとって馴な染じみの深い神だ。商売の神である美び髭ぜん公こう。天気の神である太たい鼓こ腹ばらで袋を持った老人。幸運の神である猫ねこ神がみ。そして夏越しの主役である、病を嚙かみ殺す虎とらの神。原色をふんだんに使ったどぎつい色彩感覚で塗られた神を祭る山車の行列は、帝国南方ならではの風物詩だ。

「虎とら神がみやぁ！　虎神様やぁ！」

「ほれ、しっかり拝おがみや。虎神様を拝めば、病気も怪け我がもせん」

　はしゃぐ孫の頭を押さえ付けるようにして、老人が虎神を載せた山車を共に拝む。

　中央や北方では見かけることがなく、南方でも開発が進むにつれて人里から姿を消したが、虎は人を食うこともある恐ろしい猛もう獣じゆうである。だが、仇あだをなす恐ろしい存在であるからこそ、狩られた後は神として祭る。死んで祭られた虎神の御ご利り益やくは、無病息災だ。人食いの虎よりも恐ろしい熱病は、南風の風土病である。学者は湿地からあふれる沼気が原因と見ており、それはおおむね正しい。熱病が湿地で大量に発生する蚊かを媒介として伝染するという知見は、このときまだ未知のものである。

　頭を上げた老人は、孫がまだ熱心に拝んでいるのを見て顔を綻ほころばせた。

「しっかり拝んだか？」

「うん！　病気も怪我もせんのやろ！　父ちゃんの分も拝んどいたわ！」

「そりゃあええわ。兵隊に出た父ちゃんも無事に戻ってくるやろ」

　老人は孫の頭を撫なでると、用意した水をひしゃくですくって山車にかけた。孫は朝早くに摘んできた野の花を投げる。

　──余裕があるんやったら、もうちょっとええもんを捧ささげてちゃんとご利益貰もらうところやけど。この子の父ちゃんが兵隊に出てしもうたからな。余裕があらへんのや。虎神様には、これで勘弁してもらおう。

　虎神の山車の後に続く、大きな弓を持った男の山車を見て、老人は首をひねった。

「はて、こりゃ誰じゃい？」

「爺じいちゃん、これは、霜そう幣へい経けいや！　シムールと戦うた、弓の神様や！」

「おお、そうやそうや。霜幣経や！　ほれ、これもしっかり拝んどき。父ちゃんに武運がつくで。手柄立てて、無事に戻ってくるで」

「うん！」

　霜幣経は帝国の武ぶ神しんである。が、南方での知名度は高くない。山だ車しが出ることもあまりない。

　──いつもやったら、弓の神様の出番は虎とらが出たときだけやけど、今は戦時や。霜幣経にはしっかり御ご利り益やく貰もらわんとな。それにしても、かなわんなぁ。税が高うなっとる上に、戦争や。こんな悪いことばっかり続くんは、やっぱ天子様が幼いからかなぁ。

　老人は孫とさほど年の変わらぬ皇こう帝ていを思って顔を曇くもらせた。もちろん、皇帝の龍りゆう顔がんなど見たことはないが、臣しん民みんの一人として皇帝に敬愛の念は抱いだいている。

　──政まつりは、祭や。天子様には天の神さんをしっかり拝んでもろうて、帝国全部に御利益もたらしてもらわなあかん。それができるんは天子様だけや。わしらは虎とら神がみ様さまに自分のことをお願いするんで精一杯や。天子様、あんじょうよろしゅうお願いしまっせ。

　老人は山車ではなく北西の方角──帝都のほうに向かって手を合わせた。孫は何もない方角へ拝む祖父を見てきょとんとした後、自分も北西に向かって拝んだ。




「あの爺じいさん、どこ拝んどんねん」

　赤い布で鉢巻きをした、虎神の山車を引く若い男が、老人と孫を見てあきれたように言う。

「あっちは北域や。爺さんと坊主ぼうずの身内が、兵隊に取られとるんやろ」

「ああ、なるほど」

「御利益あるとええな」

「ええからお前ら、しっかり引け！　声出せ！」

　列の中ほどで山車を引いていた垣かき不ふが怒ど鳴なった。垣不の額にも、赤い布の鉢巻きがある。

「そいやぁ！」

「そいやぁ！」

　どんこどんこどんこどんこ

　太たい鼓この音に合わせて、男たちが慌あわてて声を上げる。垣不はその様子を確認してから、周囲に目を配った。山車が練り歩く表の通りに出ているのは、町の住人ばかり。警備のための兵はほとんどいない。

　──よし。上う手まくいっているようだな。

「そいやぁ！」

　垣不はみずからも声を張り上げた。ついでに山車に乗っている虎神を心の中で拝む。

　──虎神様、しっかり引きますんで、わしらにも御利益くだされや。終わった後、ここの兵隊が全部飲み干しとらんかったら、樽たる酒ざけを振る舞いますで。




　外壁を山だ車しが回っていた、ちょうどそのとき。

　内壁に通じる門をくぐろうとする一台の馬車が、警備の兵によって呼び止められた。

「そこの馬車、停とまれ」

「はーい」

　黄色い返事は、御ぎよ者しや席からではなく、荷台から聞こえてきた。返事に続いて馬車から降りたのは派手な化粧と衣装を着た若い女である。

「ん？　何だお前は」

「何だはないでしょ。虎とら神がみ様さまの巫み女こをつかまえて」

「巫女だぁ？　噓うそをつくな」

　服装はともかく、言葉や態度は酒場の商売女のそれである。兵士は顔をしかめて女に近づいた。祭の日に警備を担当するだけでも運が悪いのに、揉もめ事にまで遭遇してはたまらない。

「山車は通っていいが、商売の品は届けのあるものに限る。いいから帰れ、帰れ」

「いけずなこと言わんといて。ウチは巫女やし、馬車に積んどるんは祭のための振る舞い酒よ」

「酒だと？」

「そうよ。虎神様は、酒飲みの神様でもあるの。だからこれは御お神み酒きってわけ」

　女は馬車の後ろをついてきた下男を呼ぶと、樽たるをひとつ開けさせて柄ひ杓しやくで中の液体をすくってみせた。米で作った酒の甘い香りが周囲に漂う。女は柄杓に唇くちびるをつけて、ぐいぐいと飲み干した。こぼれた酒が喉のどを伝い、白い胸元へと消えていく。

　ごくり、と。兵隊の喉も鳴った。それを見て女はにやり、と笑う。柄杓を樽に入れ、酒をあふれんばかりにすくい、兵隊へと向ける。

「ほら、兵隊さんも飲んで」

「い、いや。今は仕事中だ」

「仕事だからよ。内壁に入る馬車の荷物をあらためるのも、兵隊さんの仕事でしょ？」

「む……それは確かに……うむ。仕事ならば仕方がないな」

　兵士は形ばかりに逡しゆん巡じゆんしてみせてから、柄杓を受け取った。猛暑の中、革かわの鎧よろいを着込んでの警備の仕事で、兵士の身体からだは乾ききっていた。柄杓一杯の酒は、身体に吸い込むように消えた。

「おう」

　兵士は思わず嘆たん息そくした。彼の給料では、まず飲むことのできない透明な酒だった。

「すまん、もう一杯くれ」

「荷物のあらためなら、一杯飲めば十分でしょ？」

　女が笑っていなす。兵士はむきになって、柄杓を馬車の荷台に並ぶ樽へ突きつけた。

「いや、わからん。他の樽に何が入っているか知れたものではないからな。ほれ、そっちの小さな樽。それが怪あやしい。中を確認させろ」

「しょうがないわねぇ……いいわ。その樽たるをここに降ろしていきます。兵隊さんは、みんなで存分にあらためてくださいな。それでいいでしょ？」

　兵士はしてやったり、と満面の笑えみでうなずいた。

「うむ。いいとも。その怪しい樽さえここに置いていけば、馬車は通ってよろしい」

「はいはい」

　女は下男に言って、小さな樽を馬車から降ろした。門を守る分隊の他の兵士が飛び出してきて、樽を抱くようにして詰め所へと運んでいく。

「おい、俺のも残しておけよ」

「今、飲んだじゃないか」

「いいから残せ。骰子さいころで負けた分、まだ払ってないだろうが」

「負けたのはお前だろうが」

「だから、酒を残さないなら負けも払わんと言っているんだ」

「わかった、わかった。負けを払うなら酒も残してやるよ」

　仕事そっちのけで騒さわぎ始めた兵士たちを尻しり目めに、酒と女を乗せた馬車は内壁へと消えていった。




　空に高々と上がった夏の太陽が、ようようと下がり始めた頃。下街を練り歩いた山だ車しの行列は、内壁の門に到着した。

「そいやっ！」

「そいやっ、そいやっ！」

　どんこどんこどんこどんこ

「そいやっ、そいやっ、そいやっ！」

　うんがらどわどわうんがらどわどわ

　山車を引く男たちも、それを見守る町の住人も、喉のどが枯れるほどに声を張り上げ、太たい鼓こを叩たたく。真夏の強い日差しを浴び続けた男たちの肌は赤しやく銅どう色いろになり、流れる汗とかけられた水で、てかてかと光っている。

　内壁に入った山車は、離宮に隣接する神社の境内で神官に祓はらいを受けて清められ、それで祭事としての夏越しの祭は終わる。あとは夜遅くまで飲めや歌えやの大騒ぎで、承しよう安あんの住人には、そちらこそが祭の本番と期待している者も大勢いる。

　──いよいよ、やな。

　山車を引く男の中に混じった垣かき不ふは、内壁に繫つながる門の前で額に巻いた赤い鉢巻きを締め直した。そして門を守る兵士の顔が赤く弛し緩かんしているのを確認する。

　──よし。外に立っている男がこの有様なら、詰め所の中にいる連中はへべれけになっとる。いざとなれば、この門は制圧できる。

　この日のために、鳳ほう鶴かくが方ほう々ぼうから集めた男たちの数は三百あまり。出入りの喧けん嘩かであればそれなりの数だが、承しよう安あんの街ひとつをひっくり返すには、いかんせん数が少ない。下街を睥へい睨げいするかのように高くそそりたつ門を見ると、これから鳳鶴の命令でやろうとしていることが無理、無茶、無む謀ぼうである気がしてくる。

　──あかん、あかん。負けたときのこと考えてどないするんや。こういうときは、気合いや、気合い！　何が何でも生きて、この門くぐって出たる！

「そいやっ！　そいやっ！　そいやっ！」

　門をくぐりながら垣かき不ふは何度も声を張り上げ、己を鼓こ舞ぶした。




「んん～？　何か騒さわぎが大きくなってきたなぁ？」

　山だ車しの行列が門をくぐって内壁に入ってきたとき、離宮の広大な庭の一角で酒を飲んでいた面めん涼りようが顔を上げた。

　延えん喜ぎ帝国による統一前は南朝の御座おまし所どころであった承安の王宮は、今は皇こう帝てい陛へい下かの南の離宮という位置づけになっている。皇帝が帝都にいる間は誰も住んでおらず、特別な儀式を行うときしか使われない。

　しかし、誰も住んでいないからと言って、無人ではない。壮そう麗れいな建物も、広大な庭も、人の手入れなしでは維持できないからだ。毎日、掃除や庭の手入れのために何人もの下働きの人間が離宮に入る。監督や確認のために役人も入る。面涼もそうやって中に入り込んだ。夏越しの祭の日に、何か騒ぎが起きると考えての退避行動である。

　酒を飲む手を休めて耳をすませていた面涼は、騒ぎ声が「そいやっ、そいやっ」という山車を引くものだとわかり、ほっと息をついた。

「何もなければ、それでよしだよなぁ。みんな、みなみな、ゴクローさん、と」

　ぐい、と面涼は盃はいをあおる。

「うわああああ！」

　遠雷のようにどろどろと、叫さけび、唸うなり、怒ど声せいが聞こえてきたのはそのときだった。

「むはっ？　ごほっ、ごほっ、げほっ！」

　面涼はむせながら盃さかずきを放り投げた。

　──何だ、何が起きた？

　きょろきょろと周囲を見回す。背伸びして覗のぞこうとする。

　が、庭の木々と高い壁に遮さえぎられて外の様子は一向にわからない。そもそも隠れるつもりで視線の通らない場所に引き篭こもったのは面涼自身である。誰にも見つからない場所とは、外の様子もわからない場所ということで、こうなるといても立ってもいられない。

「えい、これじゃどうにもならない」

　面涼は走り出した。酒の入った瓢ひよう簞たんだけは大事に抱えるようにして。




「いてもうたれー！」

「虎とら神がみ様さまのバチあてたれー！」

「やってまえー！」

　声だけ聞けば、祭にはつきものの喧けん嘩か騒さわぎのようだが、場所が場所だ。

　内壁の門の前。騒ぎを起こしているのは町の人間、喧嘩の相手は門を守る警備の兵だ。

「お前ら！　何やってるのかわかってるのか！」

「反乱！　反乱だぞ、これは！」

　兵士たちは完全武装。対する町衆は素手かありあわせの棍こん棒ぼうである。

「何が反乱や、バチ当たりどもがーっ！」

「神様のおられる山だ車しを壊すとは、なんちゅうやつらやーっ！」

　しかし、騒ぐ町衆はひるむことなく突き進む。

「違う！　あれは俺たちがやったんじゃない！」

「でかすぎて、勝手に壊れたんだ！」

　門の中央で横倒しになって止まっているのは、列のおしまいに近い、霜そう幣へい経けいの山車だ。手にした長い弓が門にぶつかって折れ曲がっている。

「駄だ目めだ、こいつら聞く気がねえ！」

「おい、上に伝えろ！　応援頼むと！」

「えいくそ、寄るな、寄るな！」

　兵士たちとしては、何が起きているのか、なぜこうなったのか、さっぱりわからない。

　霜幣経の山車が、門をくぐろうとしたところで弓が引っかかるので止まってしまった。そのドジな様子に「南の田舎者らしい」と今の今まで笑っていたのに。山車を引く連中が、何とか門をくぐらせようと悪戦苦闘し、山車を斜めにした。そしてついに山車がひっくり返った。

　それからはあっという間だった。兵士の一人が、「山車が壊れたなら引き返せ」と言ったか言わないかのうちに、騒ぎが起きた。

「北のバチあたりどもを許すなーっ！」

「世直しや！　世直しやーっ！」

「わしらには虎神様がついとるでーっ！」

　そしてたちまち、騒ぎは拡大した。山車の行列を見るために集まった下街の住人は、何が起きているかわからないまま、騒ぎに便乗して走り回っている。内壁の中に駆かけ込む連中もいる。門を守る兵士たちは、自分の身を守るので精一杯だ。門を閉じようにも、壊れた山車をどかすこともできない。

「くそっ！　何が起こってるんだ！」

　門を守る分隊の指揮官は、酔いが回って働かない頭を振りながら毒づいた。

　──この騒さわぎは不自然すぎる。誰かが、仕組んだ騒ぎだ。けれど、いったい何を？

「世直しやーっ！　太たい守しゆをいてもうたれーっ！」

　そのとき、よく通る声が叫さけぶのが聞こえた。指揮官はぎょっとして充血した目をむく。

「まさか、こいつら……本当に反乱を起こすつもりなのかっ？」

　成り行きのまま、流されるまま、承しよう安あんの混乱は拡大しつつあった。




　何が起きているのかわかっていないのは、騒いでいる承安の住人も同じだった。

「何や、喧けん嘩かか？」

「どうやら、中の門のところやな」

「えらい騒ぎになっとるようやな」

　内壁から少し離れた街の中心にある広場では、騒ぎは聞こえてきても状況はわからない。祭につきものの喧嘩だと、多くの人は思っていた。

「ちょっと、見てこい」

「ひとっ走り様子を見てくるか」

「母ちゃん、俺も行ってきてええか？」

「駄だ目めや！　喧嘩に近づいたらあかん！」

　野次馬になる者もいるが、町衆の多くは巻き込まれるのを嫌い、騒ぎに近づかない。

　そこへ、赤い鉢巻きをした若い男が駆かけてきた。手に鮮やかな絹の反たん物ものを握っている。

「みんなー！　すごいことになっとるでーっ！」

　そう言って男は絹の反物を掲げてみせた。金持ちや貴族にしか縁のない上等の布に、人々の目が吸い寄せられる。

「何や、何や」

「どしたんや、それ」

　男はぺろりと唇くちびるをなめると、大声を張り上げた。

「内壁の中で騒ぎになっとる！　中の店が荒らされとって、上等の品が取り放題や！　早いもん勝ちやで！　ほれ、この通りや！」

　喧嘩、というのでは眉まゆをひそめて興味のない顔をしていた連中が、ぎょっとして顔を見合わせた。

　上等の品。取り放題。早いもん勝ち。

　どれひとつとっても、承安の人間には聞き逃すことができないフレーズである。

「こりゃいかん、見てこんと！」

「おう、いかんいかん。こりゃいかん」

　いかんいかん、と言いながら広場に集まった人間のうち数人が走り出すと、もう止まらない。雪崩なだれれを打ったように人々は内壁に向かって暴走を始めた。

　その暴走のきっかけとなった赤い鉢巻きの男は、満足そうにうなずくと、再び絹の反たん物ものを掲げて反対の方角へと走り始めた。

「取り放題やーっ！　早いもん勝ちやーっ！　皆の衆ーっ！　内壁の店で、取り放題やでーっ！」




　その叫さけび声を、鳳ほう鶴かくは屋敷の中で聞いていた。

「どうやら、上う手まくいっとるようやな」

「上手くいってもらわんと、身の破滅や」

　屋敷にいるのは鳳鶴だけではない。祭の打ち上げを名目に集まった、承しよう安あんの有力者が揃そろっている。

「もうこうなったら、後戻りはできんで」

「そやな。行くところまで行くしかないわ」

「行くゆうても、どこまで行くんや。帝都までか？」

　打ち上げであるから酒も出る。不安を紛まぎらわすためもあって、皆の酒量は多い。鳳鶴もまた、酒臭くさい息を吐いて一座を見回した。

「ほうや。帝都までや。そやけど、別に北の天子様をどうこうしようっちゅうんじゃないで。わしらが欲しいんは、延えん喜ぎ帝国やない。わしらの国や。中央の連中は、やれ税金や、塩や、兵隊やゆうて、南から吸い取るばかり。なーんもしてくれへん。それでも、わしらが言うこと聞いてきたんは、帝国の軍が強かったせいや。文句ゆうたら、つぶされるからな。そやけど、今は違うで」

　部屋の壁に掲げた延喜帝国の大きな地図を、鳳鶴はばん、ばん、と大きな掌てのひらで叩たたいた。

「延えん声せいはシムールと反乱軍の手に落ちよった。帝国緑軍三万が壊滅や！　わかるやろ？　帝国はもう終わりなんや。このままほっといたら、わしらも巻き込まれて帝国と心中するはめになる！　わしらが助かるには、決起するしかないんや！　国盗りやない！　国造りや！　元々、承安は南の天子様がおわす国やったんや！　そいつを取り戻すんや！」

　威勢のいいかけ声に、居並ぶ有力者がうんうん、とうなずく。承安の長老格の老人だけがしなびた指を鳳鶴に突き付けて確認する。

「国造りはええけどな。祭を続けるなら、山だ車しはどないする？　南の天子様がおわされたんは、ずいぶんな昔や。その末す裔えも、どこに行かれたかさっぱりわからん。それとも鳳鶴、お前さんが山車になるんか？」

　山車になる、つまりは王になる、という意味である。鳳鶴は豪ごう快かいに笑って手を振った。

「あかんあかん。塩屋の親父おやじが山車やゆうても、誰もついてこん。わしじゃあ、祭の山車やのうて、汁の出だ汁しにしかならんわ。安心してくれ、山車はちゃあんと別におる」

「誰や？　一いつ緒しよに引くなら、中央の連中も知っとる山車でないといかんで」

「山だ車しはふたつ用意しとる。山車のひとつは、前からゆうとる面めん涼りようはんや。あの若さで司し書しよ主もの頭かしらになっとる英才で、うちの妙みよう麗れいの婿むこになるお人や」

　鳳ほう鶴かくの突き出した、まるまるとした人差し指を見て、有力者たちはうなずき合う。

「ふむ。確かに顔はええの」

「将来性はありそうや」

「よそ者やけど、鳳鶴はんの身内になるんやったら、問題なかろう」

「そやけど、かつぐんには、ちと軽うないか」

　老人が釘くぎを刺す。鳳鶴はにやりと笑うと中指を突き出した。

「そこでもうひとつの山車や。こっちは大物やで──月つき原はら弦げん斉ざいや」

　紛まごうことなき大物中の大物の名前に、一座がどよめく。

「ほんまか、ほんまに月原弦斉閣かつ下かか」

「そら山車としてはゆうことないわ」

「待て待て、鳳鶴。確かに月原弦斉は今、この承しよう安あんにおる。そやけど周囲は苑その山やま燕えん鵬ほうの手の者で固められて幽ゆう閉へい中の身や。お前、いつの間に弦斉と話をつけたんや」

　老人の問いに、鳳鶴はあっけらかんとした表情で答えた。

「これからや」

「な──」

「まあ、聞いてくれ御ご隠いん居きよ。月原弦斉が政敵の苑山燕鵬との戦いで負けてもうて承安に流されたんは知っとるやろ。その月原弦斉が流される前におったんはどこや？　北域や。その北域は今どうなっとる？　シムールと一いつ緒しよになって尊そん王のう討とう奸かんの旗印を掲げて、大乱の真っ最中や。今度は、月原弦斉が流された承安でも乱が起きてみい。帝都におる苑山燕鵬や菰こも野の盛せい元げんはどう思うやろな」

　白い髭ひげをしごきながらしばし考えていた老人は、はっとして言った。

「そうか！　苑山らは、全部、弦斉の仕業やと思うわ！」

「そうや。中央の連中にとって、わしら承安の人間なんざゴミのようなもんや。ゴミが自分で考えて反乱を起こしたと考えるより、全部、弦斉の仕業や思うやろ。つまり、関わっていようがいまいが、月原弦斉はもう、この騒さわぎの首しゆ謀ぼう者しやゆうことになっとるんや。生き残るためには、弦斉はわしらに味方するしかないんや」

「そやけど、この騒ぎや。もうすでにこれは弦斉の仕業ゆうことで、太たい守しゆに殺されとるんちゃうか？」

　その問いに、鳳鶴はあっさりとうなずいて答えた。

「そのときはそのときや。月原弦斉が殺されてしもうたら、それこそ、この大乱の首謀者は月原弦斉やゆうてわしらが主張しても、誰も反論できん。弦斉閣下は神さんになってもろうて、それこそ山車にして引いていきゃええ」

　利用できるものは死者でも使え。承しよう安あんに住む人間の行動理念である。




　生きていようが死んでいようが山だ車しとして使われることが決定となった月つき原はら弦げん斉ざいであるが、この時点では、まだ生きていた。

　だが、その命が風ふう前ぜんの灯ともし火びであることは他でもない本人が一番よく知っていた。

「やれやれ。これはまた、予想外の展開だな」

　ぼりぼりと首を搔かきながら、弦斉は薄暗い部屋の中で一人ごちた。首を搔いた爪つめを見る。伸びた爪は真っ黒になっていた。

　離宮の中にある離れ。そこが弦斉が幽ゆう閉へいされている部屋である。窓は閉め切られ、昼でもなお暗く、そして蒸し暑い。食事こそきちんと出るが、風呂には入らせてもらえない。髭ひげも髪も伸び放題でぼさぼさである。今の弦斉の様子を晴せい凛りんが見れば、その変わりように仰ぎよう天てんするだろう。

「それにしても、苑その山やま燕えん鵬ほうが、ここまで私を怖がっていたとは……彼には悪いことをしたな」

　侘タ瑠ル徒トの太たい守しゆを辞やめさせられて中央に帰った弦斉は、その場で捕らえられた。最初は軟なん禁きん状態で、文ふみを読み書きするくらいはできたのだが、それもすぐに不可能となった。ここ一ヶ月は、一日中暗くら闇やみの中である。帝都から南に追放された自分がいる場所すら、承安の中であろうことくらいしかわからない。

　それゆえに、弦斉はこれまでのことをじっくりと考える時間があった。自分のしてきたことが、どれほどに苑山燕鵬らを恐れさせたのかも、今の弦斉にはよくわかる。

　──人は誰しも、自分の価値観で他人を計るしかない。かくいう私もそうだった。苑山君は私と政治的には対立するが、彼なりに有能だから、中央の政務を任せよう。そんな風に考えていた」

　弦斉にしてみれば、帝国のすべてを自分一人で差配することなどできようはずもない。賄わい賂ろを貰もらおうが、身内に甘かろうが、仕事ができる人間であれば、追放したり糾きゆう弾だんするより働いてもらったほうが効率がいい。弦斉は徹底した現実主義者だった。帝国の中にはびこる腐敗を一いつ掃そうすることに意味を見いだせないほどに現実主義者だった。

　──腐った柱とはいえ、その柱が今の帝国を支えているのだ。腐って見栄えが悪いからといって、取り除いてしまえば、帝国は瓦が解かいする。それでは何のための掃除だ。

　弦斉はそう考えていた。自分の理想や美意識のために他者を排除し、攻撃するのは弦斉の価値観では理解できないことだった。そして、その清せい濁だく併あわせ飲む弦斉の行動そのものが、苑山燕鵬には理解できず、彼を恐怖させ、そして追い詰めてしまった。

　敵を放置すれば、自分を攻撃する。足を引っ張り、落とし穴を掘り、罠わなに嵌はめて失脚させる。苑山燕鵬の価値観であれば、そうするのが当然だったからだ。侘瑠徒の太守という辺境に追いやられた弦斉がそのようなことに価値を見いださず、帝都にいる苑山燕鵬を攻撃するための手を何ひとつ打たなかったことこそが、弦げん斉ざいが今ここで幽ゆう閉へいされている最大の原因だった。

　苑その山やま燕えん鵬ほうがどれだけ密みつ偵ていを送り込んで調べても、金や物の流れを探さぐっても、弦斉が自分を攻撃しようとしている様子は見られなかった。だが、苑山燕鵬の価値観に従えば、そんなはずはないのだ。陰いん謀ぼうが見つからないのは、それらがより深く隠されているからだ。そうでなくてはおかしいからだ。

「ちょっとは苑山君に合わせて、陰謀の真ま似ね事でもしてやるべきだったろうか。そうすれば、彼も安心してくれただろう」

　ぼりぼりと頭を搔かきながら弦斉は反省する。フケがばらばらと周囲に飛び散り、垢あかで汚れた服につく。

「今更言っても栓せんないことだな。ああ、夏でも日陰であれば涼しかった侘タ瑠ル徒トが懐なつかしい」

　侘瑠徒にいた人々の顔を思い出す。何やら北で騒さわぎになったらしい、ということまでは弦斉も摑つかんでいた。彼の後任になった太たい守しゆが何かしでかしてシムールとの仲が悪くなり、紛争くらいは起きたかもしれないとは弦斉も想像していた。

　──諒りよう秦そうは元気にしているだろうか。シャン族のあの山やま猫ねこのような姫君が紛争に巻き込まれていなければいいのだが。

　弦斉の頭の中に、山猫姫の家庭教師を押し付けた晴せい凛りんの顔が浮かんだ。もしシムールと帝国との間に紛争が起きれば、板いた挟ばさみになるシャン族は両方から攻められる可能性がある。その場合、どうするのが最善か。

　──彼に運と機転があれば、ミーネ姫と一いつ緒しよにシャン族の中に紛まぎれ込んでいるだろう。うむ、そのくらいは期待してもいいだろうな。

　ほう、とため息をつく。弦斉は自分自身の運命についてはまったく期待を抱いだいていなかった。外から聞こえてくる物音や声は、この承しよう安あんで乱が起きたことを示していた。歴史についても造ぞう詣けいの深い弦斉は、開発が進んで富や人が集まるようになった南方が、いずれ中央から離反するときがくる、と見抜いていた。今ではなくとも数世代の後には確実に。これは帝国の成り立ちからくる社会構造の問題であるから、シムールの問題と違い、帝国自身では解決が難しい。そう思えばこそ、自分の代のうちにシムールとの和平を進めようとしていたのだ。

「ん？」

　遠くで聞こえていた騒ぎとは別に、建物のすぐ外で人の声や物音がする。がちゃがちゃという武具の鳴る音も。

「ふむ。運がよければ、騒ぎがここに及ぶ前に私を別の場所に移送しようということだろう。そして運が悪ければ……」

　ほう、と。再び弦斉はため息をついた。自分の今の運勢が最悪の巡り合わせにあることは確実であったからだ。

　──この場で斬きり殺されるだろうな。それも仕方なし。

　弦げん斉ざいが覚悟を決めていると、扉の外から男たちの声が聞こえてきた。

「ここや！」

「なんや、この扉。えらい頑丈な鍵かぎが三つもついとるで」

「壊せ壊せ、扉ごとぶち壊してしまえ」

　──南の訛なまりだと？

　予想外の展開に、弦斉は首をひねる。

　──まさか！

　どん、どん、どがんっ！　音をたてて扉がちょうつがいごとはじけ飛び、倒れた。

　夏の強い日差しがざっと差し込み、弦斉の目がくらむ。

　埃ほこりが舞い上がり、影になった男たちが咳せき込む。

　視力が戻るより先に、嗅きゆう覚かくで弦斉は状況を把握した。

　鉄の臭におい。血の臭い。

　それは男たちが手にした剣から伝わってきた。

「月つき原はら弦斉閣かつ下かでんな！　お助けにあがりましたで！」

　──どうやら、想像していたより、もっと悪い状況にあるようだな。私も。そして帝国も。

　まぶしい光を遮さえぎるように手を顔の前にかかげ、弦斉は内心でつぶやいた。




　面めん涼りようには目の前に転がる死体に見覚えがあった。承しよう安あん太たい守しゆの秘書官だ。信じられない、という顔でこときれた男に、面涼は手を合わせた。

　別に死者に敬意を払ってのことではない。ほとんど顔を合わせたこともなかったが、この秘書官とは仲良くなれないと面涼は思っていたし、向こうも同じ思いだっただろう。

　本当ならば、冥めい福ふくを祈るよりはこの場から立ち去りたいところである。が、死体を見て抜けてしまった面涼の腰は、本人の願望とは裏腹に一向に動こうとしなかった。逃げられないなら、祟たたられないように拝むしかない。

「まさか、ここまでとんでもない事態になるとはなぁ」

　腰が抜けてへたり込んだまま、面涼は嘆たん息そくした。

　面涼が騒そう動どうに巻き込まれたのはいくつかの偶然が重なってのことである。まず、離宮の中に剣を抜いて血相を変えた内務局の兵士が駆かけ込んできた。その指揮をしていたのが太守の秘書官である。

「殺せ！　月原弦斉を殺せ！」

　秘書官はそう金切り声で叫さけぶと庭の離れとなっている建物へと突き進んだ。

　そう、秘書官は祭の騒さわぎに乗じて、月原弦斉を暗殺することを目もく論ろんでいたのだ。もちろん、中央からの「隙すきあらば」という密命である。ところが、先手を取られたかのように、反乱が起きたのだ。秘書官が慌あわてふためくのも仕方がないことだろう。

「くそ、月つき原はら弦げん斉ざいめ、こちらの動きを読んでいたか！」

　秘書官の頭の中には焦あせりと屈くつ辱じよくしかない。内壁の門を開く、という、自分の企たくらみを月原に利用されたと思ったのだ。足音荒く、すべてに対して疑ぎ心しん暗あん鬼きのまま離れの近くまでやってきた。

　面めん涼りようにとって不運なことに、彼はその離れの屋根に上っているところだった。騒さわぎが起きている離宮の外に出るのは怖いが、外の様子は知りたいという衝しよう動どうにかられてのことである。

「何だお前は！」

「さては月原弦斉の手の者だな！」

「殺せ！　こいつも殺せ！」

　秘書官と兵士が口々に叫さけぶ。面涼は仰ぎよう天てんした。身に覚えがなさすぎる。

「冗談じゃない、こんなことで殺されてたまるか」

　屋根を逃げる面涼、追いかける兵士。そこへ駆かけ付けてきたのが、赤い鉢巻きをした男たちの一団だった。どこから手に入れたのか、棍こん棒ぼうや剣、匕首あいくちなどを持っている。屋根の上で追いかけっこをする一団は遠くからでも目立ったのだろう。

　赤い鉢巻きをした男の一人、鳳ほう鶴かくの屋敷で何度か見かけたことがある男が面涼を指さして叫んだ。

「垣かき不ふの兄貴！　あれが面涼はんです！」

「おお、ほうか。なら、あっちの兵隊は殺せ！　皆殺しやっ！」

「そいやっ！」

「そいやっ、そいやっ！」

　なぜか山だ車しを引くときのかけ声のまま、赤い鉢巻きの男たちは秘書官と兵士に襲いかかった。

　戦いはあっという間に終わった。赤い鉢巻きの男たちは鎧よろいこそ着ていなかったが、喧けん嘩か馴なれしており、何より数が多かった。長い棒を持った男が兵士の脛すねを払い、突き崩くずし、そこへ匕首を持った男がのしかかり、鎧の隙すき間まに刃やいばを刺す。

　不利を知って逃げようとした秘書官は、赤い鉢巻きの男たちの統率者らしいごま塩しお頭がしらの男に剣で切り伏せられた。

「面涼はんですな。もう大丈夫です。わしら、鳳鶴様のとこから来ました」

　垣不と名乗った男は、返り血を浴びた顔に鱶ふかのような笑えみを浮かべて言った。

　──大丈夫かどうか、わかったもんじゃない！

　面涼は内心でそうわめいたが、生来のカッコつけゆえ、叫ぶことなく鷹おう揚ようにうなずいてみせた。もっとも、顔はいつものイケメンでも、腰が抜けていたのだが。







　　　第五章「帝国の決断」







『南都承しよう安あんで反乱勃ぼつ発ぱつ！　太たい守しゆの峰ほう漕そうは消息不明！　乱の首しゆ謀ぼう者しやは月つき原はら弦げん斉ざい！』

　この報は、たちまち帝国を駆かけ巡った。帝国の国民で月原弦斉を知らぬ者はいない。

　経年劣化を起こしてあちこちに綻ほころびの見え始めた延えん喜ぎ帝国を、先代の皇こう帝ていに仕え、制度改革や税制の見直しによって立て直した男なのだ。

　北域辺境の県令である犂すき山やまや、侘タ瑠ル徒トの晴せい凛りんなど、足元にも及ばない有名人である。

　ましてや、承安といえば南都と呼ばれるほどの大都市である。延えん声せいなどという辺境の都市とは比べものにならない。

　この知らせを聞いたとき。苑その山やま燕えん鵬ほうは目を見開き、そして……笑った。

　我を忘れ、怒いかり狂うと思っていた側近たちが戸と惑まどうのを見て、苑山は唇くちびるの端に笑えみを張り付かせたまま言った。

「別に驚きはせん。私は、この日が来るのを予測していた。いや、待ち望んでいたと言ってもいいだろう。これでやっと台本通りに進めることができる。

　最高会議を開く！　直ただちに関係各局の代表者を召集しろ！　これは帝国存亡の危機なのだ！」

「はっ！　かしこまりました！　直ちに会議を召集します！」

　側近の者たちが、そう言って下がった後、一人になった苑山は執務机の上に置いた両手を握り締めた。

　──やっとだ。やっと、あの男が動いた。

　私は、この日が来るのをずっと待ち続けていた。あの男が帝国に反旗を翻ひるがえし、みずからが朝敵となるその日を！

　これで大義名分ができた！　正義は我にある！　月原弦斉は反逆者として後世に名を残し、そして私は幼帝と帝国を守り抜いた忠臣として名が残るのだ！

　これでいい！　こうでなくてはいけないのだ！

　苑山は満足そうに何度もうなずいた。

　この世界では延喜帝国以前にも、様々な王朝が勃ぼつ興こうと滅亡を繰り返している。王朝が滅亡してもその歴史や文化が継承されているのは、記録が後世に伝えられ残されていたからである。

　権力者にとって歴史の一部として『後世に名を残す』というのは価値のあることだった。

　失脚させた月原弦斉を処刑するのは簡単だ。だがそれをすれば、自分がどんな呼び名で呼ばれるようになるのか、苑山には想像がついた。

　苑その山やまが今の今まで、月つき原はら弦げん斉ざいを殺さなかった理由は、それだった。

　苑山が月原弦斉を追い落とした後で、自分が摂せつ政しようの座につかずに菰こも野の盛せい元げんを据すえたのも、後世に伝わる自分の評判を気にしたからである。

　──だが、それも終わりだ。朝敵を滅ぼすことに何の気兼ねもいるものか！　これで堂々と都みやこ大おお路じにあの男の生首をさらせるというものだ！




　その日の午後に開かれた最高会議に出席した帝国の首脳陣は、その場に姿を見せた帝国の摂政、菰野盛元の様子を見て驚いた。

　そこに座っていたのは、豪華な刺し繡しゆうを施した官服に身を包んだ贅ぜい肉にくの塊かたまりだった。

　もともと、聡そう明めいな印象は受けない、どちらかというと凡ぼん庸ような顔つきの中年男、という風ふう貌ぼうだったが、今の菰野は愚ぐ鈍どんとしか言いようがない顔つきに成り果てていた。

　弛ゆるみきったまぶたの下に見える目に知性の輝きは無く、だらしなく半開きになった口からは、ぜいぜい、という呼吸音が漏もれている。

　その姿を見た官僚たちは、小声でひそひそと会話を交わした。

「ここ数ヶ月で、あんな風になるとはな……何があったんだ？　苑山閣かつ下かに一服盛られたのか？」

「いや、そんなことをするまでもない。もともと飾り物だったのだからな……」

「聞いた話では、苑山様に、お前は何もしなくていいと言われて、毎日毎日、山海の珍味を山盛りにして、女をはべらせて酒を飲んでいるらしいぞ」

「なるほど、贅ぜい沢たくの毒が回ったというわけか……」

　会議は、帝国軍の中央軍総司令官である榎えのき耶や将軍による、南方の反乱の現状報告から始まった。

　苑山から何も聞かされていなかったのだろう。南方の反乱は承しよう安あんを皮切りに周辺の都市に飛び火しつつある、という報告を聞いた摂政の菰野盛元は目を見開くと、おびえた小動物のように首をすくめ、きょろきょろ、と定まらない視線を走らせながら半分叫さけぶように言った。

「わしは知らなかった！　どうするのだ！　どうすればいい？　北と南で反乱が起きたとなれば、わしはどこに逃げればいいのだ！」

　会議の出席者の間に、しらけたような空気が漂った。

　──だめだこいつ。自分のことしか考えていない……。

　──こんな馬ば鹿かがこの国の最高責任者かと思うと、情けなくて涙が出る……。

　──もう、怒る気にもなれん……。

　それは苑山も同じだった。

　苑山は冷笑を浮かべて答えた。

「どこにも逃げる必要はありません。帝都防衛の任に当たる中央軍に守られた帝都の守りは万全ですぞ」

「し、しかし、北と南で挟はさみ撃うちではないか！　どうすればいいのだ！」

「それは我々が考えます。摂せつ政しよう殿は、我々にすべてを任せ、ご自宅に戻って悠ゆう々ゆうとお過ごし下さい」

「し、しかしだな……摂政が何もしないというのは……」

　──馬ば鹿かめ。お前は何もしないでいてくれたほうが、帝国のためだ。

　苑その山やまは胸の中に浮かんだその言葉を押さえ付けて、にっこり微笑ほほえんだ。

「歴史に名を残すような真の大たい人じんは、どんなときにも悠ゆう々ゆうとして、落ち着いていました。七十年前の北ほく擾じようの役えきのとき、何万というシムールが攻め寄せたこの帝都で、時の皇こう帝ていは優ゆう雅がに宴えん会かいを開き、出陣する近この衛え師団の将軍と酒を酌くみ交わしていたそうです。

　皇帝幼き今、この帝都を支える要かなめであるあなたが、浮ついてはいけません。こういうとき、真の大人はこう言うだけでいいのです。『よきにはからえ』と。難しいこと、大変なことはすべて部下である我々が行います。あなたは悠々と寝そべり、救国の英雄の称号が届けられるのを待っていればよろしいのですよ」

「そ、そうか……」

「ええ、あなたは何もしなくていいのですよ。この会議も、あなたが出席した、と記録に残ればそれでいいのです。顔を見せるだけで、その威光だけで、すべてが収まる。これこそが摂政の有能さの表れです」

「わかった……では後は任せる、よきにはからえ」

「ははっ！」

　苑山をはじめとする会議の出席者すべてが頭を垂たれる中で、椅い子すから立ち上がった菰こも野のは、精一杯の威厳を搔かき集めて胸を張った。

「よい知らせを待っているぞ！」

「はい、必ずや……」

　そう言って深く頭を下げた苑山に、ちらり、と視線を投げ、菰野盛せい元げんは侍従を引き連れてそのまま部屋を出ていった。

　衛兵が扉を閉める音を聞いて、苑山たちは顔を上げた。

　出席者の間に、ほっとした空気が流れた。

「邪じや魔ま者ものはいなくなりましたな……」

「帝国全体の方針を決めているときに、個人のことを持ち出されて、自分はどうすればいいのか？　などと聞かれても困りますからな」

「まったくです……」

　苑山は冷笑を浮かべて宣言した。

「では、会議を続けよう」

「はっ！」

　出席者たちは背筋を伸ばした。

「では、報告を続けさせていただきます」

　榎えのき耶や将軍が小さく一礼して、報告を続けた。

「承しよう安あんの反乱勢力……いや、月つき原はら弦げん斉ざいの率いる賊ぞく軍ぐんについて収集した情報を取りまとめました。賊軍の実質的な指導者は月原弦斉ではなく、面めん涼りようという名前の若者だということです。月原弦斉はこの若者の後ろ盾になる形で、反乱軍を指揮しているようです」

「面涼？　聞いたことがない名前だな？」

「はい、字あざなは『後ご充じゆう』名は『面涼』。先月に中央から配属……といえば聞こえはいいですが、要するに左さ遷せんされた下級官かん吏りです」

「名もない下級官吏が指揮官になれるわけがない。要するに傀かい儡らいということだな」

「若者を前面に押し出せば、人々に対し旧きゆう弊へいを打ち破る、という印象を与えることができる。これは北域の侘タ瑠ル徒トで行われた反乱とまったく同じ方法だ」

「そう言えばその通りです」

　苑その山やまはうなずいた。

「己の野望のためにシムールとも手を結び、帝国に揺ゆさぶりをかけ、まず北域で反乱を起こし、我々の初動戦力を引き付けて、手薄になったところを狙ねらって南で兵を挙げる。絵に描いたような挟きよう撃げき作戦だ」

「月原弦斉は、そこまで考えていたのですね……」

「あの男は帝国にとって最大の敵だ。この帝都の都みやこ大おお路じの角に、あの男の生首をさらさねば、帝国に安あん泰たいな日々は来ない！　我々は帝国の全力を挙げて、月原弦斉を討うたねばならん！　討とう伐ばつに差し向けることのできる兵力はどれくらいある？」

　苑山の問いに、榎耶将軍は手元にある資料に目を落としながら答えた。

「北域討伐のために、即応可能な緑軍のほぼ全兵力を送り出しております。その後でシムール来らい寇こうの報を受けて、各方面から招集した兵員が二万ございます。これを緑軍の増援に充あてる予定でしたが、侘瑠徒攻略に失敗した緑軍が壊滅し、この兵員がそっくり浮きました。これと、帝都周辺を警護する中央軍を合わせまして、歩兵七万と騎兵二万が、現在帝都周辺に展開している総戦力となりますが、帝都防衛と北域への押さえを考えますと、実質的に投入できるのは歩兵四万、騎兵一万が限度ではないかと……」

「歩兵四万と、騎兵一万か……」

　苑山は二呼吸ほどの間考え込んだ後で、顔を上げた。

「騎兵は北域に対する備えとして使ったほうがいいだろう。承安の周辺は湿地帯だ。大規模な騎兵を運用できるような局面はない。南域討伐軍は歩兵を主力とした部隊としよう……五万だ。歩兵五万で南域の反徒を討うつ！」

「しかし、それですと、北域へ派遣する兵力が足りなくなります。歩兵二万と騎兵二万では……」

「北域への派遣は行わない。北域の反乱は陽動だ。ほうっておけ」

　苑その山やまはそう言い切った後で、怜れい悧りな笑えみを見せた。

「それに、北域はそれどころではなかろう。北域への塩の供給を断っておよそ一ヶ月。そろそろ備蓄も切れ始めた頃だ。塩が無くては人も牛馬も動けん。北域の反乱軍は塩を調達するのに大忙しで、とても攻め寄せる余力などありはしない。

　帝国軍は南域の月つき原はら弦げん斉ざいを全力で討うつ。北域のチンピラどもは、その後でゆっくり片付ければいいだけのことだ」

「かしこまりました。では、その方針で部隊編成を急がせます」

　そう言って一礼した榎えのき耶や将軍を見て、苑山は言葉を続けた。

「うむ、私は、歩兵五万の中に、近この衛え師団の皇こう衛えい連隊を加えようと思っている」

「近衛師団ですか？」

　榎耶将軍は目を見開いた。

　近衛師団は、帝国皇こう帝ていの住まう帝都を守るために置かれている、帝国最強と言われている特別な軍隊である。帝国軍の一員ではあるが、一般の軍とは指揮命令系統が異なる。

　近衛師団はその中に、皇衛兵からなる三つの皇衛連隊を持っているが、この連隊に命令できるのは、帝国皇帝だけなのだ。

　皇帝の代わりに政務を執り行う摂せつ政しようはもちろん、苑山燕えん鵬ほうでさえも皇衛連隊に命令を下すことはできない。

　苑山燕鵬が、それを知らないわけがない。知っていて、あえて口にした、ということは……。

　榎耶将軍は胸の中でうなずいた。

　──近衛師団は皇帝陛へい下かの軍。いわば陛下そのもの。南域討とう伐ばつは皇帝の命令によって行われる戦いであり、これに弓引くものは朝敵であり賊ぞく軍ぐんである、ということを広く臣しん民みんに知らせる必要がある、というわけか。

　──一応反対してみせるのが、軍人の立場だろうな。

　榎耶将軍は首を振って答えた。

「しかし、近衛師団は宮中防衛、ひいては帝都防衛の要かなめ。北域の騒そう乱らんも収まっていないこの状態で、宮中防衛の任から解くわけには参りませんが……」

「それはわかっている。近衛師団をすべて南域討伐に加わらせるわけではない、皇衛連隊を一個連隊加わらせるだけでいいのだ、それで大義名分が立つ」

「なるほど。確かに、皇衛兵が一個連隊でも加わっていれば、その軍は皇帝陛下御みずから出陣したのと同じ。文句なしの官軍となります！」

「うむ、さらに出陣の際に、皇帝陛下の御臨席をいただき、閲えつ兵ぺい式を執り行うつもりでおる。帝国軍の威光を臣しん民みんに見せつけ、人心の混乱を鎮しずめるのだ。

　この戦いは帝国の存亡をかけた戦いである！　各員の努力を期待する！」

　胸を張って言い切った苑その山やまを除く、会議に出席していた全員が無言で頭こうべを垂たれた。

　自分に向って頭を垂れる官僚と軍人を見回して苑山は思った。

　──こいつらは意のままになる。だが皇こう帝ていはそうはいかない。まずは近きん在ざい官の御お側そば役やくから根回しをしなくては……。

　苑山の脳のう裏りには、一人の若い女の顔が浮かんでいた。




　次の日の夕方。

　禁きん裏りと呼ばれる、皇帝の居室がある王宮の一角に、苑山燕えん鵬ほうの姿があった。

　そこは、一定以上の身分を持った者しか立ち入ることのできない区域であり、この奥には皇帝陛へい下かが生活する内だい裏りと呼ばれる居住区がある。

　内裏とは俗ぞく世せいと完全に隔離された空間であり、この内裏と禁裏とを自由に行き来できるのは、官僚の身分として最高峰の地位である近在官だけなのだ。

　苑山は決意に満ちた目で、きらびやかな金銀の装飾が散りばめられた柱が立ち並ぶ廊下の先にある内裏を見つめていた。

　──今度こそ、皇帝陛下のご出陣を願わなくては！

　この戦いの正義がどこにあるのか、それを天下に示さねば、この戦いの意味が無い。

　やがて、長い廊下の先に仁に王おう立ちする兵士の姿が見えてきた。

　黒地に金の装飾の入った豪華な鎧よろい兜かぶとを身に着けたその兵士たちは、皇こう衛えい連隊の皇衛兵である。

　いつもなら、そこには二人の兵士しかいない。だが、今日きようは違った。

　兵士が三人、そしてもう一人、薄桃色の宮中の衣装を身につけた女官が立っていた。

　──あれは……もしかして、紫し芹きんではないのか？

　その通りだった。そこに立っていたのは、皇帝の身の回りの世話をする女官たちの長となった紫芹だった。

　無骨な兵士と並んでいるせいなのだろうか。離れたところからでも、そこだけ、ふわっと明るくなったような実に品のよい雰ふん囲い気きを漂わせているのがわかる。

　苑山の姿を認めたのだろう。紫芹が深々と頭を下げた。

　だが、皇衛兵たちは目礼をしただけだった。

　彼らが敬礼をする相手は、皇帝陛下だけである。

　苑山は、紫芹の横に立っている皇衛兵が佐官を示す金の略りやく綬じゆをつけていることに気がついた。

　──皇衛連隊の佐官、ということは、泉せん野や聡そう凛りんか……なぜこんなところに？

　そんな疑問を抱いだきながら近づいた苑山を見て、紫芹がにっこりと笑いながら言った。

「お待ちしておりました、苑その山やま燕えん鵬ほう閣かつ下か。こちらは、皇こう衛えい連隊の泉せん野や聡そう凛りん上じよう佐さ殿でございます」

　泉野聡凛と呼ばれた男は目礼した。まさに偉丈夫と呼ぶに相応ふさわしい、筋骨隆りゆう々りゆうのいかつい顔立ちの若い男だった。

「近この衛え師団第一皇衛連隊の連隊長、泉野聡凛です」
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　自分より身長も肩幅もひと回り半ほども大きい。その軍人を見上げて、苑その山やまは言った。

「罷ひ免めん会議以来だな。君の忠勤振りは聞いている」

「ありがとうございます！」

　大真ま面じ目めに答えた聡凛を見上げて、苑山は言った。

「北域で反乱を起こした泉野晴せい凛りんの腹違いの兄である君を皇衛連隊に置くわけにはいかないとして罷免会議が行われたときに、軍人としての能力を余人をもって代えがたし、という理由と、肉親が反乱を起こしたならば、その汚名をそそぐために、なお一層の忠勤に励むに違いない、という理由で、私が罷免要求を退けたのだ。だが、私は君に恩を着せるつもりはない。君が恩返しをすべきはこの帝国であり、皇こう帝てい陛へい下かだ。……まあ、こんなことはいちいち言わなくてもわかりきっていることだろうが」

「はい、私はこの命と身体からだを陛下に捧ささげるつもりでおります！　それが苑山閣下への恩返しであります」

　大真面目に答える聡凛の顔を見て、苑山は思った。

　──純粋馬ば鹿かと言ってしまえばそれまでだが、この熱意こそが皇こう衛えい連隊を帝国最強の部隊にしているのだろう。

　苑その山やまは視線を紫し芹きんに移して聞いた。

「ところで、君がこんなところまで出向いてくるとは珍しいな、何かあったのかね？」

　紫芹は、ちらり、と聡そう凛りんを見上げてからにっこり笑った。

「皇こう帝てい陛へい下かご閲えつ兵ぺいの際の装束について、こちらの泉せん野や閣かつ下かにご意見を伺うかがっていたのですわ。不測の事態がなければ、皇衛兵の指揮官といえども、内だい裏りには入れませんから」

　苑山は目を見開いた。

「皇帝陛下のご閲兵？」

「そうですわ。昨日きのう、近きん在ざい官の方からお話がございました。苑山閣下のお話というのも、それでございましょう？」

「そ、それはそうだが……」

　苑山は面食らった。

　それもそのはずである。尊そん王のう討とう奸かんの旗印を掲げる侘タ瑠ル徒トの晴せい凛りんたちに対抗するために、皇帝陛下直じき々じきの出陣を持ちかけた苑山に、鬼女のような剣幕で食ってかかったのは、ほかならぬ紫芹だったのだ。

　苑山の表情を見て、紫芹は真ま面じ目めな顔になった。

「このたびの敵は、月つき原はら弦げん斉ざい。北域辺境のどこの馬の骨とも知れぬ有象無象が相手ではございません。まさしく皇帝陛下がご出陣なさるのにふさわしい敵ではありませんか！

　北域で負け続きの帝国軍の不ふ甲が斐いなさを嘆なげく帝国の臣しん民みんに、皇帝陛下御みずから、戦いくさ装束に身を固めたその御姿を示し、臣民の手本となることに、何の異存がございましょう。

　陛下はみずからが軍を率いると申されました。さすがにそれはおやめ下さるように奏そう上じよういたしましたところ、その代わりに近この衛え師団の出陣をお認め下さいました。今、泉野閣下にその旨むねをお話していたところでございます」

「そ、そうか……」

　苑山の肩から力が抜けた。

　ここに来るまでの間、苑山はずっと、いかに皇帝を動かすか……つまり、皇帝付きの女官長である紫芹を、どう説得するか、を考えていた。

　紫芹には欲が無い。あるのはただ、皇帝陛下に対する思し慕ぼの情のみである。欲を持たぬ人間を動かすことほど難しいものはない。

　紫芹を動かすには、皇帝に紫芹の想いを受け入れさせるしかない。だが、それは不可能である。それに、苑山に皇帝が動かせれば、そもそもそんな苦労は必要が無い。

　考えあぐねながら、ここまで来たのだが、来てみれば、すでに問題は解決済みだった。

　どこか拍ひよう子し抜けするような思いで紫芹を見たとき、苑山は紫芹の目の奥にある、冷静な光に気がついた。

　──この女。すべてを読んでいたに違いない。

　皇こう帝ていの必要性が最も高くなるそのときを読んでいたのだ。そして、承しよう安あんで月つき原はら弦げん斉ざいが反乱を起こした今こそが、皇帝陛へい下かの売り時だと思ったのだ。

　確かに、今が皇帝の発言力を維持し、存在を誇こ示じできる絶好の機会だ。もしこの女に野心があれば、これを機会に自分の発言権を獲得しようとするだろう。

　だが、この女はそれをしない。それがこの女の純粋さだ。ある意味愚おろか者かもしれんが、今はその愚かさに感謝するとしよう。

　苑その山やまは聡そう凛りんに視線を移した。

「このたびの承安討とう伐ばつ軍の総司令官に、上級将軍の榎えのき耶や上じよう将しようが任ぜられることになった。討伐軍の中ちゆう枢すう部隊として近この衛え師団も加わっていただくこととなった。本日より、近衛師団も帝国軍の作戦会議に参加していただくことになるが、よろしいかな？」

「了解いたしました。皇帝陛下よりお言葉を賜たまわっております。本日より、我が近衛師団皇こう衛えい連隊は帝国軍の指揮下に入り、朝敵を打ち破り、帝国護持のために粉ふん骨こつ砕さい身しんする覚悟でおります」

　直立不動で答えた聡凛を見て、苑山は思った。

　──この男も愚か者の一人かもしれん。この純粋さを嘲笑あざわらうのは簡単だ。だが、この純粋さの持つ強さに勝てるものはない。この男を嘲笑う者は、それに気づかぬ時点で、すでにこの男に負けているのだ。




　それから半はん刻ときほど過ぎた頃。

　苑山と別れた紫し芹きんが、内だい裏りの回廊を歩いていた。

　紫芹が歩みを進めるたびに、回廊の中に、小さな、澄すんだ、ちりりりん！　という鈴すずの音が響き渡る。

　それは、紫芹の腰についている小さな銀の鈴の音だった。

　廊下などでいきなり出会って皇帝を驚かせないために、内裏の中を歩く女官はすべて小さな銀の鈴を身に着けているのだ。

　表に通じる回廊を曲がろうとしたとき、紫芹は小さな足音が近づいていくるのに気がついて足を止めた。

　鈴の音を伴ともなわない足音。それが意味するものはただひとつ。

　紫芹はその場に片かた膝ひざをついて、頭こうべを垂たれた。

「やあ、紫芹！　探していたんだよ！」

　頭上からは、これこそ鈴かと思える、明朗な少年の声。唯ゆい一いつ鈴をつけずにこの内裏を歩くことができる者、すなわちこの内裏の主あるじ……延えん喜ぎ帝国の若き皇帝、長ちよう嶺れいその人であった。

「陛下、いかがなさいましたか？」

　顔を伏せて返事をする紫し芹きん。それに対して長ちよう嶺れいは、うん、と、ちょっと言葉に含みを持たせた。

　こういうときに、どうしたらいいのか。紫芹はわかっていた。

　私的な話だから、顔を上げてもいいよ、という合図なのだ。

　長嶺は紫芹のことを慕したっている。少し年の離れた姉として、か。あるいは母親のように思ってもいるのかもしれない。だから、あまり形式張った応対を、紫芹に望んではいない。

　とはいっても、彼は皇こう帝ていである。『形式』をなし崩しにしてしまっては、皇帝の『権威』も揺ゆらいでしまう。

　そのことを、長嶺もいつの間にか、理解していた。だから、口には出さないけれども、紫芹にそれとなく合図を送るようになったのだ。顔を上げてもいいよ、と。

　その合図に、紫芹はゆっくりと顔を上げる。そこには、笑えみを浮かべた長嶺がいた。

「探していたんだよ、紫芹」

　長嶺が紫芹を慕うのと同じくらい、あるいはそれ以上に長嶺のことを慕っている紫芹に、その笑みは眩まぶしすぎた。まるで太陽だ。その太陽の熱で、頰ほほが少し、染まる。

「探して、いた……？」

　皇帝は新しい遊びを聞いたかのように目を輝かせて言った。

「うん。今度の出陣に当たっては、僕も鎧よろいを着なくちゃいけないんだろう？　鎧を作るには寸を取る必要があるじゃないか！」

　もちろん、そのことは紫芹も知っていた。昨日きのう、会議の後に、軍を閲えつ兵ぺいする皇帝に鎧を着ていただくように、という内々の話があったのだ。

　皇帝はその話を聞いていたのだろう。

　男の子にとって、鎧を着るということは一大行事である。それは大人たちの仲間入りを意味することであり、物語の中の英雄と自分が一体化する、ということでもある。

　現代の子供たちが仮面ライダーの玩具のベルトを身に着けるだけで大興奮するように、この時代の少年が本物の鎧を身に着けるとなれば、その喜びは玩具の比ではない。

　実を言うと、すでに鎧職人の手配はできている。

　だが、たとえ採寸のためとはいえ、みだりに皇帝陛へい下かの身体からだに触さわることは許されない。皇帝陛下は一種の神であり、人の身体を借りているだけ、ということになっている。神の身体に触れることが許されるのは、この内だい裏りの中にいる人間でも、ほんのひと握にぎりなのだ。

「先日お測りした寸法でしたら、覚えておりますから……」

　先日、というのは、謁えつ見けんの際にまとう服を新しくあつらえた際のことだ。二週間ほど前である。そのときも紫芹が採寸をして、服職人に寸法を言い伝えた。だから、そのときの数字は覚えている。同じ年頃の下々の男子に比べれば、やや小柄かもしれないが、以前に比べれば背も肩幅も、成長しているのがわかった。

「いいや、せっかくの初めての鎧よろいだもの。ちゃんと測って作らせたいんだ」

　長ちよう嶺れいは少し不満げに頰ほおをふくらませた。その仕草に、普段大人ぶろうとしている少年の、年相応の顔を見て、紫し芹きんは思わず、鼓こ動どうを高まらせる。

　──ああ……陛へい下かっ、なんと愛らしいお顔をっ!?

　あまりの鼓動の高まりに、一回か二回、鼓動を飛ばしてしまったような気がする。

　だが、長嶺は別に紫芹を悦よろこばせるためにふくれっ面つらをしたわけではない。

「最近は、服を仕立てるときにはいつも紫芹が見てくれるじゃないか。鎧よろいの採寸も、紫芹にして欲しいんだ」

「わ、私が、ですか……？」

「うん、頼むよ」

　にっこりと微笑ほほえむ長嶺。

　その笑みを見て、ふと、気付いた。

　ついこの間の採寸で間に合うはずなのに、どうして陛下はまた、自分に測らせたがるのか。

　──ああ、なるほど。寸法が大きくなっている『かも』しれないものね。

　そういえば、久しぶりに拝はい謁えつしたときも、真っ先に背が伸びたことを自慢しておられたもの。自分が大きくなっていることを、私にわからせたいんだわ。

　それに気がついてしまったら。

　断れるわけがない。断れるはずがない。

「かしこまりました。それではお部屋にてお測りいたします」

「うん！」

　長嶺の再びの満面の笑みに、目眩めまいを起こしそうになった紫芹は慌あわてて足に力を入れた。

　それから半はん刻ときほど過ぎた頃。

　皇こう帝ていの居室に向かう奥の廊下を、すり足で歩む紫芹の姿があった。

　奥の廊下は紫し檀たんと呼ばれる硬こう木ぼくを敷き詰め、それを磨みがき上げて作られている。艶つややかな光こう沢たくを放つ廊下には、ちりひとつ落ちていない。

　薄絹の履物で、その上を滑すべるように足を進める紫芹の腰の鈴すずの音だけが廊下の中に響く。

　紫芹は虹にじ色いろに光る細かな貝細工をちりばめた蒔まき絵えの箱を抱えていた。それは、皇帝の服をあつらえるときに採寸するための道具入れだった。

　皇帝の居室の前には、検番と呼ばれる二人の女官が控えていた。

　紫芹は抱えていた蒔絵の箱を女官たちに差し出した。

「お検あらため願います」

「宮中規範ゆえ、失礼いたします」

　二人の女官はそう言うと、紫芹の手から蒔絵の箱を受け取り、中を検めた。

　箱の中には赤く染められた絹糸が一巻き入っていた。

　一人の女官が絹糸を銀の箸はしで持ち上げ、もう一人の女官の前に差し出した。

「御見分を」

　差し出された女官は、糸と銀の箸をしげしげと見つめた後で、一礼した。

「色変わりはございませぬ」

「承うけたまわりました」

　糸を箸でつまんでいた女官はそう言うと、糸を箱に戻し、蓋ふたを閉めて、紫し芹きんに差し出した。

「どうぞお通り下さい」

「お勤めご苦労様です」

　紫芹はそう言って一礼すると、皇こう帝ていの居室に入っていった。

　検番の女官たちは皇帝の居室に持ち込まれるものを検査するのが仕事であり、銀の箸は毒の有無を調べるために使われている。

　この時代、使われていた毒物の多くは硫りゆう化か砒ひ素そ化合物であり、銀は硫化物に接触すると黒く変色することから、毒物の検出に使われていたのである。

　居室に入ってきた紫芹を、皇帝である長ちよう嶺れいは満面の笑えみで出迎えた。

「待っていたよ！　紫芹！　さあ早く測って！」

「かしこまりました」

　紫芹はその場にひざまずくと、箱の中から赤い絹糸を取り出した。

　この糸を採寸をするための巻き尺の代わりに使うのだ。皇帝の身体からだを数の単位で計ることは畏おそれ多い、ということで、糸の長さをそのまま寸法として使うのである。

　絹糸を両手に持って、紫芹は皇帝の身体を見上げた。鎧よろいを作るに当たって、身体のどの部分を採寸する必要があるかは、すべて頭に入っている。

　……ああっ、陛へい下かのあんなところやこんなところに、直接この絹糸を当てて、お測りするなんてっ！

　採寸そのものは初めてではない。ないけれども、どうしても毎回、ドギマギしてしまう。

「そ、それでは……失礼いたします」

「うん、頼むよ」

　ごくり。

　素立ちした長嶺の前に立って、紫芹は生唾を吞のみ込んだ。

　どうしても緊張する。

　なにせ、目の前にいるのは帝国でもっとも貴き人物、皇帝陛下である。

　採寸のときに、何か手違いでもあろうものなら、死んで詫わびても足りないのである。

　しかし、それ以上に、紫芹にとっては。

　何と言っても、目の前にいるのは、あの長嶺なのである。

　幼い頃から──今も幼いが──慕したってきた長嶺の、身体のあちこちに触ふれるなど！

　──ぜ、絶好の機会！　って、そうじゃなくて！

　一いつ瞬しゆんとんでもないことを思ってしまった。そんな気がして、紫し芹きんはまた頰ほほを赤らめた。

　けれども、ぎりぎり長ちよう嶺れいにはわからない程度だったらしい。

「どうかしたのかい？」

「い、いえ、何でも……！」

　首をブルブルと横に振って、紫芹は採寸を始める。

　肩幅から始まって、腕の長さあたりまでは普通に測れた。

　しかし。

　胴回り。

「そ、それでは、陛へい下か……胴回りを失礼いたします」

「うん」

　素直に長嶺は腕を上げ、胴を紫芹にさらす。さらしたのは胴だが、それ以外もいろんなところが、紫芹の目の前にさらされる。

　──へっ、へへ陛下のっ……！

　くらんくらんと目眩めまいがする。ぐわんぐわんと頭の中で銅ど鑼らが鳴っているようだ。

　上半身で、この有り様である。

　股下を測るときなど、耳から血が噴き出そうであった。

　──こ、こんなところなんてっ、ああっ、私が測っていいのかしら!?

　足元に添えた手のほうは、まあいい。足首にまでドキッとしてしまったが、まあそれだけである。

　問題は上のほうに添えた手である。

　股下を測るには、そこに添えるしかない。

　長嶺も全て紫芹に任せている。

　しかし、そこはつまり、そこなのである。

　紫芹の頭の中では、もう何やらチャカポコチャカポコと、薬や缶かんを叩たたいて踊るような音が鳴り響いていた。

　──へ、陛下っ……失礼いたしますわーっ！

　意を決して測った。数字をしっかりと確認した。見た、見てしまった。

「こっ……これで、終わりましたから……っ」

　薬缶の行進は終わったが、じわんじわん、という脳内の音はまだ響いている。

　どきどきした。

　何がどうした、というわけではない、ただの採寸のはずなのに、どきどきした。

「うん、ありがとう、紫芹」

「いえ、そんな……」

　精神的にはふらふらな紫し芹きんだが、幸い足元はしっかりしている。立ち上がって赤糸を片付けていると、長ちよう嶺れいが尋ねてきた。

「どうだった、紫芹？」

　ここは正直に答えるべきだろう。

「ええ。背が少し伸びておられましたよ」

　そう、確かに二週間前よりも背が伸びていた。ほんの少し、誤差ではないかというぐらいだったけれども。

「本当!?　背が伸びてた!?」

　やった、と飛び上がる長嶺の笑え顔がおを見て、紫芹は微笑ほほえんだ。

「ええ、陛へい下かは伸び盛りですから」

　長嶺は、真剣な顔になってうなずいた。

「紫芹！　僕は、もっと、もっと大きくなる！　大きく、強くなって、この国を……そして紫芹を敵から守ってみせるよ！」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん。

　紫芹の視界に映るその健気けなげな長嶺の表情が、一気にぼやけた。

　限界だった。思いつめていたものが一気にほとばしるように、紫芹の目から涙がこぼれ落ちた。

「どうしたの？　なぜ泣いているの？　ぼくが紫芹を悲しませたの？」

　驚き慌あわてて紫芹の肩に伸ばした長嶺の手を、紫芹は思わず握にぎった。

　許しも得ずに手に触ふれることは、不敬であることはわかっていた。だが、もう、紫芹にはそんなことはどうでもよかった。

「違います……陛下……紫芹は嬉うれしかったのでございます」

「嬉しい？　嬉しいのに……泣いたのか？」

「ええ、人は嬉しくても泣くのですよ……ご立派になられました、陛下……陛下のその御言葉だけで、紫芹は幸せ者です」

「そうか……」

　長嶺は照れたように赤い顔になってそっぽを向くと、ぶっきらぼうに言った。

「紫芹は……いい匂においがする……紫芹はやさしくて……好きだ……だから、泣くな。泣くと、どうしていいかわからない。だから、泣くな」

「はい、わかりました、もう泣きません」

　紫芹は涙をぬぐって微笑んでみせた。

「うん、それでいい、笑っている紫芹が好きだ」

「申し訳ありませんでした……紫芹はもう泣きません。陛下を困らせることはいたしません、お約束します」

「約束だぞ！」

「はい」

　紫し芹きんはそっと長ちよう嶺れいの手を離して、頭を下げた。

　そして心に誓った。

　──護まもる。

　私は命を懸けてこの方を護る。

　親も兄弟も、恩人も、たとえこの世のすべての人間を敵に回しても……私はこの方を護る。

　紫芹は、長嶺の分身を抱きしめるかのように、左手の中にあった赤い糸を、そっと握にぎりしめた。







　　　第六章「シャールの隠し味」







　南城の承しよう安あんが、反乱軍の手に落ちてから七日目の昼を過ぎた頃。

　侘タ瑠ル徒トの街の城門に向かって、様々な荷物を積み上げ、落ちないように縛り付けた綱に鍋なべや薬や缶かんなどの金物をぶら下げた一台の荷馬車が走っていた。

　山積みの荷物には、古びた木でできた『蒼あお橋はし商会』という看板がぶら下がっている。その横に座っている十四歳くらいの女の子が、御ぎよ者しや席に座っている年上の娘に向かって、けしかけるような声をかけていた。

「ほら！　急いで！　玉ぎよく麗れいお姉さま！」

「うるっさいわね！　わかってるわよ！　あなたが欲かいて仕入れすぎた薬缶のせいで、馬車が重いんじゃないの！」

「なに言ってますのお姉さま！　欲ぶっこいたのはお姉さまのほうでしょう！　なんですの、この絨じゆう毯たんの山！　この間、シムールの人たちによく売れたからって、二匹目の泥鰌どじよう狙ねらいすぎですわ！　鯨くじらでも釣るつもりですの!?」

「なに言ってるのよ！　一番粗あら利りが取れたのは絨じゆう毯たんじゃないの！」

「損益分岐点で言えば、絨毯なんてとんでもないですわ！　薬や缶かんが一番ローリスクハイリターンなんです！」

　しばし、薬缶と絨毯、どちらが儲もうかるか、馬車を走らせながら言い合う姉妹。だが、そもそも、なぜ姉妹はこんなに急いでいるのか。

「早く晴せい凛りんさんに会って、お話しないと！　薬缶や絨毯どころじゃない、儲け話が逃げてしまいますわよ！　ただでさえ婚期を逃しているのに、このうえ儲け話まで逃がしたら、どうするんですか？」

　玉ぎよく麗れいお姉さま、と呼ばれた娘は怒ったように言い返した。

「私はまだ二十三よ！　今が旬しゆんよ！　婚期を逃してなんかいないわ！」

「へえ、その割には浮いた話も聞きませんわねえ」

「機会がないだけ。その気になれば、縁談だっていくらでも来るんだから！　あっ！　いけない！」

　玉麗はそう叫さけぶと同時に、ぐい、と馬の手た綱づなを引いた。

　馬が立ち止まるのと同時に馬車が、がくん、と揺ゆれて停とまり、荷物に縛り付けてある鍋なべや薬缶が、チャカポコカラカラと賑にぎやかな音を立てる。

「きゃあ！」

　荷物の上から転がり落ちそうになった少女、銀ぎん麗れいは慌あわてて荷物を縛っていた綱につかまって身体からだを支えた。

「何て乱暴な停め方するのよ！　お姉さまはわたしがどうなってもいいとお考え？」

「違うわよ。門に入ろうとしたら、警備兵にいきなり停められたから……」

「何で？　今まで侘タ瑠ル徒トの街の城門で止められたことなんかなかったじゃない！」

　そう言って顔を上げた銀麗は驚いた。

　馬車の前には、衛兵たちが門を守るように四人並んで槍やりを構えていた。目が本気である。

「ちょっとちょっと。なんでそんな目してるのよ……」

「ほらもう。お姉さまがぐずぐずしているから、侘瑠徒でまた政変が起こったのですわ。昨日きのうの友は今日きようの敵。今度は何かしら。猫ねこの次だから犬かしら」

　あせっているのかいないのか。馬車を停めてから動こうとしない姉妹にじれたのか、

「馬車を降りろ！　中を検あらためさせてもらう！」

　衛兵がそう言ったとき、詰所の中にいた隊長らしい男が、慌てて飛び出してきて声をかけた。

「ああ、その馬車は停めなくていい！　蒼あお橋はし商会は北域王が懇こん意いにしている商人だ！　信用できる！　通して構わん」

　槍を構えていた衛兵たちは、お互いの顔を見合わせると、槍を引っ込め、慌てて道を開けた。

「申し訳ありませんでした！」

　衛兵の隊長が、御ぎよ者しや席に座っている玉ぎよく麗れいに、申し訳なさそうに頭を下げた。

「どうもすみません、こいつら新入りなんで……」

「いえ、街の門を入るときに衛兵に停とめられるのは慣れていますから……でも、侘タ瑠ル徒トでは初めてなので、びっくりしただけですわ」

　荷物の上に座っていた銀ぎん麗れいが言った。

「それよりも、今、北域王とか何とか聞こえたけど、あたしたち、そんな偉えらい人と懇こん意いにしてたっけ？　それとも本当に政変が起こった？」

「ああ、北域王とは晴せい凛りん殿のことです」

　衛兵の答えを聞いた玉麗は目を見開いた。

「せ、晴凛さんが北域王？」

「うわ、大きく出たわねえ」

　あきれたように言う銀麗を見て、玉麗は小さく首を振ってみせた。

「いえ……考えてみれば、それくらい名乗ってもバチは当たらないかもしれないわよ。なんせシムールのお姫様を二人も妻にして、シムールの戦士を意のままに使える帝国人なんか、あの人だけよ？　帝国軍を仲間にして、延えん声せいを手に入れて、県令の犂すき山やま様も仲間にしちゃうなんて、どう考えても普通の人間じゃないわ」

「見た目は、どこにでもいそうな、優しい普通の兄ちゃんなんだけどねえ」

「その気さくさ、というか、会う人に身構えさせない、というのも、考えようによってはすごいことなのかもしれないわね」

　玉麗はそう言うと、衛兵たちに小さく頭を下げて、馬車を進ませて侘瑠徒の城門をくぐった。

　荷物を縛った綱に吊るされている薬や缶かんや鍋なべをチャカポコカラカラ言わせながら、侘瑠徒の城内広場に入った玉麗と銀麗は目を見開いた。

　そこは人であふれていた。

　玉麗たちがこの侘瑠徒にいたのは、延声攻略の少し前。攻めていた帝国緑軍が降伏し、侘瑠徒に束つかの間の平和が訪れた頃だった。

　その頃の侘瑠徒は街の人々が戻り始めた頃で、商店らしい商店もなく、街ゆく人々はほとんどが兵士、というどこかの前進基地のような様子だった。

　だが、目の前の侘瑠徒の広場には、びっしりと露ろ店てんが並んでいた。

　街ゆく人々も荷物を抱えた商人や買い出しに来たらしい者が多く、その間を子供たちが歓声を上げて走り回っている。

「まるでお祭りの縁日ですわね……侘瑠徒って、昔っからこんなに賑にぎやかな街でしたっけ？」

「いえ……市場とかはあったけど、こんなに賑わってはいなかったような気がするわね……それに、よく見ると、お客さんの半分くらいはシムールの人たちみたい……以前もシムールの人たちが買い物に来てたけど、こんなに多くはなかったと思うわ」

　玉ぎよく麗れいがそう答えたとき、馬車の脇わきで聞き覚えのある声がした。

「おう！　チャカポコカラカラうるさい馬車がやって来たと思ったら、やっぱりアホ橋はし姉妹ではないか！」

「誰がアホよっ!?」

「そうよっ、アホなのは玉麗お姉さまだけよ！」

「ちょっと待ちなさいっ、誰がアホなのよっ！」

「だから、お姉さまが、アホ」

　しれっと答える銀ぎん麗れいに、きいいいっ、と金切り声を上げる玉麗。そんな二人を見て、声をかけた主は、あっははっ、と笑い声を上げた。

「相変わらず元気そうだな、玉麗、銀麗！」

　見ると、そこにミーネが立っていた。

　いつものやんちゃな服と違って、少し格式ばった服を着ていたので、近づいてくるまで気がつかなかったのだ。

「ああ、ミーネ姫！　お久しぶりです」

　そう言って挨あい拶さつをした玉麗の頭の上のほうで、荷物に座っていた銀麗が聞いた。

「今日きようは、どうしたの？　いつもと違ってよそいきの服なんか着ちゃって……いつものまる出しのおへそまで隠しちゃって。もしかして雷らい神じん様に取られちゃった？」

「何じゃそれは」

「東のほうじゃね、雷が鳴ったときにおへそをまる出しにしていると、雷神様におへそ取られちゃうって言うのよ。てっきり、おへそ取られて、山やま猫ねこの子からカエルの子になっちゃったのかと」

「そんなわけあるか。へそはちゃんとあるわい！　見ろ！」

　そう言って、ミーネはサマードレス風のワンピースの、足首まで隠している長い裾すそを、えいやっと摑つかむ。

「ちょっ、ちょっと姫様っ!?」

「ごめん！　冗談よ冗談！　だからめくって見せないで！」

　慌あわてる蒼あお橋はし姉妹。だが、ミーネは裾を摑んだまま前屈姿勢で、顔だけ馬車の荷台の上の銀麗に向けて、にまっと笑う。たいそうな身体からだの柔らかさである。

「なーんてな。いくらわしでも、通りの真ん中でめくって見せたりは、せんわい」

「……もう、驚かせないでよ。いろんな意味で」

　やれやれ、と胸をなで下ろす玉麗。

　銀麗もふう、とひと息ついてから、改めて尋ねた。

「んで、何でそんなにおめかししてるの？」

「あ、ああこれか？　うむ、ちょっと出迎えをせねばならんのでな……あんなやつ、普段着でも充分じゃと言ったのじゃが、ミリンがそれなりの格かつ好こうをしろとうるさいのじゃ」

　自分の着ている服を見下ろして、ミーネがそう答えたとき、後ろのほうからミリンがやってきた。

「ああ、やっと見つけマシタ。まったくもう、この山やま猫ねこハ、何かを見つけルと、いきなり走り出すから始末におえマセン」

「チャカポコカラカラという音が聞こえたので、もしや玉ぎよく麗れいたちの馬車では、と思ってやってきたのだ！　玉麗たちは、他の街の出来事や、帝都の噂うわさ、帝国軍はいつ攻めてくるのか、そういう情報を仕入れてきてくれるのだから大切にしろ、と晴せい凛りんが言っていたではないか！

　晴凛がおらぬ今、晴凛になり代わってこの『晴凛の嫁』であるわしが話を聞くのは当然ではないか！」

「情報を先に手に入れて、赤塩を持って帰ってくるシャール様と張り合いたいというわけデスね。実に単純でわかりやすくて、安心デスネ」

「安心するなーっ！」

　ミーネとミリンのやりとりを聞いて、玉麗は驚いた。

「え？　もしかして、晴凛さんは侘タ瑠ル徒トにいらっしゃらないのですか？」

「うむ、晴凛と伏ふせ龍たつは延えん声せいに行っておる。なんせ、北域王になってしまったからな。いろいろ会わねばならない人も増えて、この侘瑠徒では小さすぎるし遠すぎるということになってな……」

「確かに延声なら、このあたりで一番大きい、県都と呼ばれるほどの街ですしね。延声の街を本拠地にするのは当然ですわね。それを知っていれば直接延声に行ったのに……」

　困ったような顔になった玉麗を見て、ミーネは不安そうに聞いた。

「晴凛に伝えなくてはならないことがあるのか？　もしかして帝国軍が攻めてくるとか……」

「いいえ、帝国軍の攻撃ではありません。というか、帝国はそれどころじゃないんです。南の承しよう安あんの街で、月つき原はら弦げん斉ざいが反乱を起こしたんです！」

「弦斉のおっさんが？」

「月原様ガ？」

　ミーネとミリンは揃そろって驚きの声を上げた。

　二人とも、この侘瑠徒で北域辺境総そう督とくをやっていた頃の月原弦斉をよく知っている。

「あのおっさんはクソがつくほど真ま面じ目めな堅物で、とても反乱を起こすような人間ではないと思っていたが……」

「ええ、反乱を起こすナラ、これまでにいくらでも機会があったはずデスけど……」

「とにかく、今、帝国は大おお騒さわぎなのですよ。南域では反乱が起こるし、北域は塩止めされちゃってどこもかしこも塩不足で、闇やみ塩じおの値段がすごいことになってるし……この情報を誰よりも早く晴凛さんに伝えなくちゃ、と思って急いで侘瑠徒に戻ってきたんですけど……」

「それをお知らせしたら、きっとご褒ほう美びもたくさん貰もらえるだろうと思ったのに、あてがはずれましたわね、お姉さま」

「あ、こら、銀ぎん麗れい、なんてことを！」

「いや、人より早く知らせを持ってきた者に、対価を払うのは当然のことじゃ。諒りよう秦そうに話をしておく。褒ほう美びは諒秦から受け取ってくれ」

　慌あわてる玉ぎよく麗れいを見て、ミーネがそう言ったとき、

『パプゥーン！』

　侘タ瑠ル徒トの北門のほうから、シムールの角笛の音が響いた。

「シャール様たちが帰ってきマシタ。出迎えないとイケマせん！」

「おお、そうであった。では、詳くわしい話はまた後でな！」

　ミーネはそう言うと、ミリンと共に小走りで北門のほうに去っていった。

　その後ろ姿を見送った銀麗が、荷物の上から姉を見下ろして聞いた。

「で、どうします？　お姉さま。肝心の晴せい凛りんさんと伏ふせ龍たつさんがいないとなれば、侘タ瑠ル徒トにいても無む駄だですわよ？」

「……うん、そうなんだけど……さっき、ミーネ姫は、シャールが赤塩を持って帰ってくるとか何とか言っていなかった？」

「え？　あ、ああ、そういえばそんな風なことを言っていましたわね……」

　銀麗はそう答えた後で、目を見開いた。

「お姉さま！　これって、すごい儲もうけ話ではありませんこと？　塩不足の街にシムールの赤塩を持っていけば、馬ば鹿かみたいに売れますわよ？」

「ええ、きっと高く売れるでしょうね。でも塩は専売品だから、闇やみ塩じおを持っているところを見つかっただけでも牢ろう屋や行き。下へ手たすれば縛り首よ。売れるのは、北域辺境県の中の街だけね」

「北域辺境県の中だけなら、安全かもしれませんけど、儲けは多くありませんわ。やっぱり北域全体に売りに行かなくては……お姉さま、ここは一発勝負時ではありませんこと？」

　玉麗は小さくため息をついた。

「銀麗は『投資はしても、投機はするな』というお父様の遺ゆい言ごんを忘れたの？　命を懸けてお金を儲けようとするのは、誰が見ても投機だわ」

「それはそうだけど……」

　不満そうな銀麗を見て、玉麗は突き放すように言った。

「私の代わりに縛り首になってくれるっていうのなら、いいわよ」

　銀麗は慌てて首をプルプルと振った。

「それは嫌いや。死んじゃったらそこで終わり。そんなの嫌！」

「でしょう？　だったら、博ばく打ちみたいなこと考えずに、地道に稼かせぎましょう。さあ、行くわよ」

「行くって……どこに？」

「シャール姫に会いにいくに決まってるじゃない。顔繫つなぎをして懇こん意いになって、赤塩を仕入れるときの条件を甘くしてもらうのよ。コネでもツテでも何でも使うのが、商売の基本！」

「さすがですわお姉さま！　無む駄だに歳とし食っているわけではありませんね！」

　ぽん、と手を打った妹に、玉ぎよく麗れいは眉まゆを寄せた。

「ほんとあなたは、ひと言余計ね！」

「あら、お姉さまは色気が足りませんわ」

　玉麗はむっとしたように銀ぎん麗れいをにらみつけると、馬の尻しりに鞭むちを入れた。

　がたん！　と大きく揺ゆれて動き出した馬車から転げ落ちそうになった銀麗が、慌あわてて荷物につかまったとき、再び角笛の音が侘タ瑠ル徒トの城内に響き渡った。

『パプゥーン！』

『パプゥーン！』

「シャール様だ！　シャール様が帰ってきたぞ！」

「タッケイ族の戦士たちの帰還だ！　出迎えようぜ！」

　市場に集まっていた人々は、口々にそんなことを言いながら、北門のほうに向かって歩き始めた。

　侘瑠徒の北門の扉は大きく開かれ、そこからタッケイ族の部族色である赤い旗を立てたシムールの騎兵が、続々と侘瑠徒の城内に入ってきた。

　先せん鋒ぽうの五十騎ほどが城内に入った後に、赤いマントを背負った、見るからに歴戦の勇士、という精せい悍かんな顔つきの戦士が続く。

　その戦士たちは身辺警護役なのだろう。屈強な男たちに囲まれるように、長い髪を後ろでまとめ、革かわ鎧よろいを身にまとったシャールの姿があった。

　隊列の後ろには、背中にいくつもの麻あさの袋をくくりつけた荷に駄だの群れが続く。

　シャールは戦士たちに向かってその場で止まるように手を振り、出迎えていた諒りよう秦そうとミーネ、そしてミリンが立っている前に進み出る。そこで馬を降り、片かた膝ひじをついて頭を下げた。

「タッケイのシャール、シムールの聖地より採れし赤塩を持ち、ただいま戻りました」

　諒秦が深々と頭を下げて答えた。

「ご苦労様でした。あいにく晴せい凛りん殿は不在ゆえ、私が晴凛殿に代わって、ご挨あい拶さつを承うけたまわりました。さあ、堅苦しい話は抜きです。旅の支度を解いて、ごゆるりとおくつろぎ下さい」

「うむ、晴凛は北域王となったからな。いろいろ忙しいのじゃ。シャール、遠路はるばる赤塩を運ぶ役目、本当にご苦労であった、心より礼を言うぞ」

　言葉だけを聞くと偉えらそうに聞こえるが、このときのミーネの表情は、含むところも何もない本心からの喜びに満ちていた。

　それが伝わったのだろう。シャールはにっこり笑った。

「夫の頼みとあれば、それを果たすのも、妻の務め。何の苦労もありません。ミーネ姫こそ、よくぞ、晴凛様の留守を守る大役を果たされました。それでこそ晴凛様の嫁でございます」

「うむ、北域王となった晴せい凛りんには、さらなる戦いが待っておる！　妻と嫁が仲よくせねば、晴凛が困る。だから、そんな作法は無む駄だじゃ！」

　ミーネはにっこり笑って進み出ると、片かた膝ひざをついたシャールの腕を取って引っ張った。

「さあ立て！　他人行儀はやめじゃ！　いつも通りのシャールとミーネに戻るぞ！」

「はい！　ミーネ姫！」

　シャールがにっこり笑って立ち上がると、馬に乗ったタッケイ族の戦士と、出迎えたシャン族の戦士の間から笑いと歓声と拍手が沸わき起こった。

　シャールと二人並んで、にこにこ笑いながら兵士たちに手を振るミーネ見て、ミリンは小さく肩をすくめた。

「……相変わらず作法も何もあったモンじゃアリマセンね……でもまあ、山やま猫ねことしては上々かもしれマセン」

　その日の夕方。タッケイ族の戦士たちに宿舎を手配し、積んできた赤塩を蔵に入れるのを見届けたシャールは、自分の部屋がある総そう督とく府に戻ると、そこで初めて旅装を解いた。

「さあ、お姉さま、そんな窮きゆう屈くつな鎧よろいを脱いで、湯浴びをなさいませ！　髪についた埃ほこりを落として香こう油ゆでお手入れして差し上げます！」

「うむ、世話をかける」

「はいっ！　お姉さま！」

　メンミは実に嬉うれしそうにシャールに飛びつくと、着ていた革かわ鎧を脱がせ始めた。

　シャールの袂たもとや袖そでの隙すき間まから器用に差し入れようとするメンミの小さな手から逃げるように身体からだをくねらせつつ、シャールは答えた。

「それはそうと、明日あした、私は延えん声せいに行くからな。お前も準備しておくように」

　メンミの手が、ぴたっと止まった。

「延声、と申しますと……晴凛様のいる……」

「そうだ、晴凛様に会いに行くのだ」

「延声に！」

　それを見てシャールは、おや、と内心首を傾かしげた。この前の一件以来、晴凛様のことをあからさまに嫌うそぶりは見せなくなったが、いつの間にこんな嬉うれしそうな顔をするぐらい、晴凛様のことを慕したうようになったのだろう？　と。

　しかし、それはシャールの大きな勘違いだった。

「それは……つまり！　お世継ぎをお作りに行くということですね！」

「ぶーっ!?」

　あまりの発想の飛ひ躍やくに、噴き出してしまうシャール。その勢いで、鎧の下に着ていた下着が、ふぁさ、と落ちる。

「違う！　違うぞメンミ！」

「何が違うとおっしゃるのです、お姉さま!?」

「色々と違う！　『そういうの』が目的ではないのだ。帝国の南のほうで反乱が起きて、今、帝国の国内は大おお騒さわぎになっているのだ。それでだな……」

　シャールはうろたえた表情で、玉ぎよく麗れいたちから聞いた話を一いつ生しよう懸けん命めい説明しようとした。しかし、メンミはそのシャールの言葉をまったく聞いていなかった。

「お姉さまが忙しく働いていらっしゃる間、わたくしもただボーッとしていたわけではありませんわっ！

　タッケイの里で長老の奥様方に、しっかりと世継ぎの作り方について教わってまいりました！　がんばりましょう、シャールお姉さま！」

「がんばるとか言うなーっ！」

「何を言うのです！　こういうのは、まず気合いだそうですわよ！」

「何の気合いだーっ！」

「決まっています！　殿方をソノ気にさせる、アレコレですわっ！」

「ソノ気とか言うなーっ！　アレコレとか言うなーっ！」

　赤面して悲鳴を上げるシャール。メンミは敬愛する義姉に、わっきわっきとうごめく手を突き出して、

「いえいえ、お世継ぎを作ってしまえば、その既成事実の前に、あのクソ生意気な性しよう悪わる山やま猫ねこなどぐうの音も出ません！

　晴せい凛りん様が、あの性悪山猫を選んだ理由。それはおそらく愛ではなく憐れん憫びんの情！　荒野で山猫の子を拾い、捨てておけずに家に連れ帰ったようなものに過ぎません！　真に愛情を注ぐとすれば、それは当然自分の子を産んでくれた相手に相違ありません！

　さあ、がんばりましょう！　そっち方面についてはシャールお姉さまが、一歩どころか二歩も三歩も先を行っています！　あのぺたんこ瘦やせっぽち山猫では到底かなわない、この豊かなお胸にモノを言わせて迫せまるのです！」

　説得力があるのかないのか、よくわからないことを力説しながら、メンミはむんずっと下から摑つかみ、揉もみしだく。

「こら、触さわるな！　くすぐったい！　っていうかっ！　やめっ、やめろっ、その動きはっ！」

「ああ、これこそがお姉さまの魅力！」

「は、離せっ！」

「もちもちーっとしていて！」

「ちょっ、そこはだめっ、だめだっ！」

「それでいてしなやかで！」

「やめてーっ！」

「弾力もあって！」
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「本当にっ！　やめろとっ！　いうのにっ！」

　とうとう、鍛きたえられた握にぎり拳こぶしが、ごつんとうなった。

「あうっ、痛いですわお姉さま！」

「あたりまえだ！　痛くした！　戯たわむれもほどほどにしろ、まったくもう」

「申し訳ありません、あまりの感触につい我を……」

「もう二度と忘れるなよ……」

　ふう、とため息をつくシャール。だがメンミは懲こりていなかった。

　どこに持っていたのか、何やら取り出して。

「けれども！　御覧下さいな、お姉さま！　長老の奥様方より、もっと過激な薄絹のお寝ね間ま着きをいただいてまいりました！」

　そう。高々と突き上げたのは、寝間着だった。しかも、先日のスケスケの寝間着よりも一層過激な……というか、もはや布ではなく紐ひもなのではないか、これは。

「これを延えん声せいに持っていきましょう！　このお寝間着は効果抜ばつ群ぐん！　どんな子羊のような男の人でも、ひと目見ただけで狼おおかみに早変わり、というスグレモノですわ！」

　目をらんらんと輝かせて、楽しそうに微笑ほほえむメンミを見て、シャールはげんなりしたような顔で言った。

「いいから話を聞け！　延声に行くのは私だけではないのだ！　蒼あお橋はし商会の姉妹とミーネ姫も、一いつ緒しよに行くのだ！」

「あの性しよう悪わる山やま猫ねこも一緒に？　晴せい凛りん様から留る守す居を仰おおせつかったのではないのですか？　留守居役なら留守居役らしく侘タ瑠ル徒トに残っていればいいものを！」

「いや、私が誘ったのだ。晴凛様の想いを勝ち取るのに、その……なんだ……色気のようなものを使うのは好きではないのだ。それは正々堂々の勝負ではない。晴凛様の想いを勝ち取るのなら、私はミーネ姫と同じ条件で競いたい……」

「同じ条件……と申しますと？」

「手料理だ。愛情のこもった手料理で、夫の心を癒いやすのも妻の務め。タッケイの里に戻って、料理の特訓をしていたのはそのためだ」

「はあ、そういえばタッケイの里に帰ってから毎日毎日夕飯は、お姉さまの失敗作……いえ、試作品をいただきましたわ……最初は死ぬかと思いましたが、帰る前の日の夕飯は、珠しゆ玉ぎよくの出来でございました」

　シャールは嬉うれしそうにうなずいた。

「そうか。よし、ならばよし。私は料理の腕で、晴凛様の想いを勝ち取ってみせる。メンミも応援してくれ」

「はあ……お姉さまがそうおっしゃるなら……はい、お手伝いさせていただきますわ！」

　メンミは最初不満そうな表情だったが、それではいけない、と気づいたのだろう。小さく首を振った後で、にっこりと笑った。




　シャールとミーネ、そして蒼あお橋はし商会の馬車に乗った玉ぎよく麗れいたちが延えん声せいに着いたのは、次の日の夕方、というには少し早い時刻。

　太陽が西に傾き、夕陽の雰ふん囲い気きをまとい始めた頃だった。

　護衛の兵士と別れたミーネとシャールは、そのまま晴凛たちの宿舎になっている犂すき山やまの邸宅の離れに向かった。

　北域辺境を領地とする犂山一族にとって、この延声の邸宅はいわば別荘のようなものである。敷地内には狩猟を趣味とする都の定じよう族ぞくたちを招待して、宿泊させるための別棟の離れが建てられていた。

　その離れのひとつが、晴凛たちの住まいとして提供されている。

　離れと言っても、その広さと設備は普通の庶民の基準から言えば豪邸としか言いようのない豪ごう華かさである。

　その邸宅の大広間で、晴凛や伏ふせ龍たつ、そして光こう凛りんたちと会ったシャールは、晴凛の前に座り、深々と頭を下げた。

「タッケイのシャール。シムールの聖地より、赤塩五百袋を持って帰参いたしました。うち二百袋とそれを背負う荷に駄だについては、エオル王よりの贈り物でございます」

「エオル王の？」

　驚く晴せい凛りんを見て、シャールはにっこり笑ってうなずいた。

「はい、北域の覇は者しやとなる晴凛殿への手た向むけの品、とのことでありました」

　シャールの言葉を聞いた伏ふせ龍たつは、感心したようにつぶやいた。

「さすがはエオル王だ……帝国の情勢と、俺たちがどう動くか、しっかり見極めてやがる……まったく油断も隙すきもねえ」

　伏龍の言葉を聞いた光こう凛りんも、感心するかのようにうなる。

「うーん、確かにそうですね。それにしても塩二百袋に、それを運ぶ馬の贈り物ですか……どっちもこれからの私たちに必要なものばかりです。それをしっかり見抜いているというのは、心こころ憎にくいのを超えて、ちょっと怖いくらいですね」

　晴凛はシャールに笑いかけた。

「長旅を終えたと思ったら、またもや延えん声せいまで……旅から旅で大変だったね」

　真正面から晴凛に声をかけられたシャールは、真っ赤になって背筋を伸ばし、ぶんぶん、と首を振った。

「い、いえ、馬に乗るのは慣れておりますから……」

　そのシャールの様子を見ていたミーネがつぶやいた。

「なーにを赤くなっておるのだ。今さら恥はずかしがるな、見ているこっちが恥ずかしい」

「いつも会ってる人と会わないでいると、ほんの十日くらいでも、会ったときに気恥ずかしくなるものなのよね、うん、わかるわかる」

「は、はい……」

　伏龍の斜め後ろに座っていたアイリーンが助け船を出すと、シャールはほっとしたようにうなずいた。

　そのとき、座の空気を変えるように晴凛が、ポン、と手を叩たたいた。

「さて、堅苦しい話はこれで終わりだ。長旅続きで、疲れているだろうし、今日きようは、久しぶりにみんなが揃そろったんだ。一いつ緒しよに夕食を食べて、タッケイの里の話や玉ぎよく麗れいさんたちの話を聞こうじゃないか」

「おう！　宴えん会かいじゃな！　よしわかった！　わしが肉を焼く！」

　目を輝かせるミーネの後頭部を、ミリンが、ぺちん、と叩いた。

「いいかげんにしなさい、この肉食小娘ガ！」

「痛い！　そうぺちぺちと叩くな！　焼き肉のどこが悪いのだ！　たき火を囲んでみんなで食べられて、みんなで盛り上がれる。それに、夕方になれば、外は涼しい。夏の宴会にはもってこいの料理ではないか！」

「それはそうですガ……ここは犂すき山やま様の別荘デス、勝手に庭を荒らすわけにはイキマせん」

　ミリンとミーネのやり取りを聞いて、晴凛はちょっと考え込んだ後でうなずいた。

「じゃあ、犂すき山やま様に聞いてみよう……というか、この間は犂山様の宴えん会かいに招待されたから、今度は、僕たちが犂山様を招待してみないか？　侘タ瑠ル徒ト流の宴会にさ」

「うん、それもいいかもしれないな。犂山様だけじゃなく、帝国軍の指揮官や、この延えん声せいの街の主な人たちも呼んで、ぱーっと、北域王襲名披ひ露ろう宴えんをやるんだ。……なあ、アイリーン、どうだ？　やれないか？」

　伏ふせ龍たつに聞かれたアイリーンは目を丸くした。

「どうだ？　って……今夜、これから？」

「ああ、仕込みとか大変だろうけど、何とかならないかな？」

「あなたって人は、ホント、思いついたらいきなりなんだから……」

　アイリーンは怒ったように伏龍を見た後で、考え込んだ。

「うーん……下ごしらえや食器とかは、犂山様のところの料理人や、使用人の人に手伝ってもらえば、何とかなるわね……仕入れも、手伝いの人がいれば何とかなるかも……」

　ぶつぶつ小声でつぶやいた後で、アイリーンは顔を上げた。

「私一人じゃ無理だけど、犂山様の協力があれば、何とかなりそうね」

「よし、決まった！　今夜は宴会だ！」

　伏龍がそう言ってうなずいたとき、シャールが声を上げた。

「そのお料理、わたくしも参加させていただいてよろしいでしょうか？」

「シャールさんが？」

「ええ、私はタッケイの里で、お料理の腕を磨いてまいりました。その腕前をご披露したいと思います」

　シャールは穏やかな笑えみの中に自信をにじませて、晴せい凛りんを見つめる。晴凛が驚いた表情でシャールを見つめていると、ミーネが面白くなさそうにぼそっとつぶやいた。

「……そんなに自信たっぷりな物言いをしおってからに……恥はじをかかんようにしろよ」

「ええ、今度のラグマンは、まぐれではございません。ミーネ様もご賞味願います」

　自信ありげに、にっこり笑ったシャールを見て、ミーネは思わず言い返した。

「うるさい！　わしだって腕を上げたのじゃ！　こんどこそわしの勝ちじゃ！」

　シャールとミーネの視線が火花を散らし……そして料理勝負のリターンマッチが始まった。
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　　　第七章「南域討伐軍、出陣！」







　話は半日ほどさかのぼる。

　タッケイの里から戻ったシャール、そしてミーネ、玉ぎよく麗れいたちが、延えん声せいに向かうために隊列を組んで侘タ瑠ル徒トの城壁を出た、その頃。

　遠く離れた延えん喜ぎ帝国の帝都では、都みやこ大おお路じに面した宮殿の城壁の上に掲げられた、小屋の屋根ほどもある巨大な黄色の旗が強風にあおられて、ばさばさと音を立てていた。

　黄色の旗は皇こう帝ていの旗。皇帝親しん征せいでのみ掲げることが許される軍旗である。

　大きな旗がはためくその下に、一人の少年が立っていた。

　輝かんばかりの新品の鎧よろいに身を包んだ長ちよう嶺れい帝その人である。

　夏のぎらぎらした陽光が、少年帝の龍りゆう顔がんを白く輝かせている。まだ早朝に近い時間だが、普段は内だい裏りの奥で暮らす少年には辛つらい日差しだ。

　龍りゆう旗きと長嶺が立つのは、皇城の中心、宮殿から南の城門へと繫つながっている広場だ。宮殿側はいちだんと高くなっており、その上に立つ長嶺の正面には二万の軍勢が整列している。主力をなすのは銀の鎧よろいに金の縁取りをした、帝都を守る禁軍二万だ。

　禁軍の最前列から、割腹のよい老将が進み出た。参さん謀ぼう総長の榎えのき耶や上じよう将しようである。緑軍指揮官の孟もう旗き将軍と並ぶ、帝国軍の重じゆう鎮ちん中の重鎮だ。

　台座の上に立つ少年帝の足元に拝はい跪きした榎耶上将に、長嶺は一本の宝ほう刀とうを渡す。

「榎耶上将に、我が宝刀と我が禁軍を託たくす。帝国の安あん寧ねいを脅おびやかす反徒どもを打ち砕くだき、民たみに安寧をもたらせ」

「ははっ。この命に替えましても、誓って御み心こころを安んじ奉たてまつらせる所存にございます」

　宝ほう玉ぎよくで飾られた刀は、ずっしりと重い。子供の長嶺には、腕を震わせずに持つのが精一杯だ。儀式を担当する役人の中には、長嶺のことを案じて日差しを遮さえぎる傘かさを立て、宝刀は模造の刀にしてはどうか、と提案した者がいる。だが、それは長嶺自信がやんわりと、だが断固として拒否している。

「宮城を出た兵は休むことなくそのまま南方へと向かうのだ。ならば閲えつ兵ぺいの間だけでも兵と共にありたい」

　そう女官を通して伝えられた、と榎耶上将は聞いている。

　──このお方は、いずれ、よき帝みかどになられる。

　宝刀の重みを腕に感じながら、榎耶上将は胸の奥で確信する。

　──菰こも野の盛せい元げんや苑その山やま燕えん鵬ほうのような権力に目がくらんだ連中など、問題ではない。このお方に必要なのは、ただ成長する時間のみ。我が帝国軍はその間、陛へい下かを御お護まもりする。

　幼い帝が立ち、政治が昏こん迷めいを続けながらも帝国が安定していたのは、帝国軍が上から下まで政治に関わることなく帝に忠誠を誓う立場であったことが大きい。

　──孟旗よ、孟旗よ！　お前も同じではなかったのか。情けないぞわしは。そして月つき原はら弦げん斉ざい！　見み損そこなったぞ、かような反乱を起こすなど！　あと十年、いや五年でよい！　なぜその五年が待てなかった！

　身体からだの内にふくれあがった老将の憤激を察したのか、長嶺が優しく微笑ほほえんだ。

「頼んだぞ、榎耶の爺じい。だが無理はするなよ」

「！　──ははっ！　ありがたきお言葉！」

　孟旗将軍よりもさらに高齢の榎耶は、本来ならば隠いん居きよしてもおかしくない年齢だ。本人としても、この乱を片づければ皇帝の許しを貰もらって軍を退たい役えきするつもりでいる。

　──わしの後を継ぐのは……こいつか。

　宝刀を手に捧ささげつつ台を降りた榎耶上将は、近この衛え騎兵連隊の連隊長を見た。銀地に金をあしらったきらびやかな鎧をまとう近衛騎兵は、全体的に黒っぽい色彩の禁軍の中にあっては目立つ。その中でもさらにひときわ上うわ背ぜいのある青年将校が、連隊長の泉せん野や聡そう凛りん下か将しようである。

　──弟二人が反乱軍に参加した泉野家の長兄が近きん侍じの長。この男のことを知らねば、誰もがその非常識を疑うであろう。だが、最大の非常識は、彼がそのような状況にあっても、陛へい下かに忠誠を尽つくすであろうことを、誰一人として疑わないことだな。

　泉せん野や聡そう凛りんは不思議な男だった。腹の内が常に透けて見える男なのである。

　人が何かを口にするとき、その中には幾ばくかの計算が含まれる。頭がよい人間ほど、自分の言動が他人に及ぼす影響を計算して行動する。

　だが、泉野聡凛にはその計算が無い。彼が口にするのは、常に本心である。苑その山やま燕えん鵬ほうのような、腹の中から算盤そろばんの玉を弾はじく音が聞こえてきそうな謀ぼう略りやく家かすら、聡凛の腹中に打算が無いことを理解している。まさに武人として生まれてきた男であった。

　──次男の光こう凛りんは怜れい悧りと言っていいほど才ある能のう吏り。三男の晴せい凛りんとやらは知らぬが、シムールの姫を篭ろう絡らくして味方につけるのだからよほどに弁の立つ美形の男であろう。それでいて、長男がこのような忠誠心を鋳い型がたにして鋳ちゆう造ぞうしたような男とは、泉野家はどのような子育てをしているのやら。

「泉野聡凛下か将しよう！　大おお御み心ごころが下された。我が軍は南進し、承しよう安あんを拠点とする反乱軍を叩たたく！　近この衛え連隊は全軍の先頭に立ち、朝敵をことごとく粉ふん砕さいせよ！」

「了解であります！　近衛連隊は全軍に先さき駆がけ、進発いたします！」

　聡凛のよく通る声は、台上の陛へい下かにも、広場の両側に居並ぶ文官たちにも届いた。

「近衛騎兵連隊が最前線だと？」

「やはり、忠誠に疑問が？」

「何しろ弟二人が……」

　小声で囁ささやき合う文官を、苑山燕鵬は冷たく一いち瞥べつした。不快な囀さえずりが止まる。

　承安討とう伐ばつ軍の作戦会議には苑山燕鵬も出席し、作戦の細部にまで目を通している。参さん謀ぼう総長の榎えのき耶や上じよう将しようは、緑軍の孟もう旗き将軍と違い、後方支援の任務を積み上げて現在の地位に就いた軍人だ。貴族の出身という生まれも影響し、実戦においての指揮には不安が残る。

　──榎耶上将自身が言っていたからな。自分が指揮を取れば負けないことは確実だが、それではこの場合、よくない、と。

　北と南に同時に反乱が起きた現在、時間は帝国にとって敵である。鎮ちん圧あつまで時間がかかればかかるほど、地方の豪族や隣国がいらぬ欲をかき始めるからだ。内外の野心家たちが、自分たちも帝国に反抗することで利益が得られるのではないか、という誘惑にかられ蠢しゆん動どうしかねない。

　積極的に攻め、短時間で乱を鎮圧する。榎耶上将では不足する戦意を、先せん鋒ぽうの指揮官が補う。それゆえに、帝国軍最精せい鋭えいの近衛騎兵連隊と、その勇ゆう猛もうさと武芸において並ぶ者がいない泉野聡凛が先せん鋒ぽうに選ばれたのである。

　強い風と日差しにさらされながら、微動だにせず禁軍を閲えつ兵ぺいする長ちよう嶺れい帝を見ながら、苑山燕鵬は作戦計画を説明したときの長嶺帝と泉野聡凛の会話を思い出していた。

「近衛が先鋒か。私が軍学の講義を受けたときは、近衛は敵が崩れかけた局面で投入するもの、とあったと思うが、なぜ違うのか？」

「国同士の堂々とした会戦であれば、それでよろしいでしょう。ですが、承しよう安あんの反乱軍は数は多くとも烏う合ごうの衆です。金目当てにヤクザや若い衆が集まっただけで、まともな軍隊ではないのです」

「まともな軍隊ではないのに、帝国軍と戦おうというのか？　帝国軍も甘く見られたものだな」

　長ちよう嶺れい帝の言葉に、聡そう凛りんは深々とうなずいた。

「陛へい下かの慧すい眼がん、まさにその通りであります。北域での戦いを聞いた彼らは、帝国軍が弱いと考え、甘く見たからこそ反乱を起こしたのです。軍学では、この場合、どのように学ばれましたか？」

「敵がこちらを弱いと見ているときは、攻める好機だと学んだ」

「そうです。反乱軍は帝国を甘く見ています。今こそが攻める好機です。だからこそ、最大の戦力を持つ近この衛えをぶつけるのです」

　それを聞いて、長嶺帝が目を輝かせる。

「なるほど！　軍学というのは、実際の敵の動きに応じて臨機応変に対応すべきなのだな。聡凛よ、よくわかった。戦いが終わった後、またいろいろと教えてくれ」

「はは。すぐに戦いを終わらせて戻ってまいります」

　その会話を思い出すにつれ、苑その山やま燕えん鵬ほうの眉み間けんのシワが深くなる。

　──長嶺帝があれほどに飲み込みが早いとは思ってもみなかったな。暗あん愚ぐよりはよほどいいが、利発すぎるのも考えものだ。

　苑山燕鵬にとっての理想の皇こう帝ていとは、善人であっても政治にはあまり興味がなく、官かん吏りに決められた日々の行事をただ黙もく々もくとこなすだけの人物であった。君臨すれども統治せず、である。

　──己の利発さに自信があれば、役人が持ち込む仕事に介入せずにはいられないからな。そのようなことで政務を滞とどこおられては困るのだ。それにしても、泉せん野や聡凛……あれほどに腹が透けて見える男でありながら、人の心理を読むことにも長たけておるとは、危険すぎるな。この戦いが終わった後には、指揮権を奪う必要がある。

　銀の輝きを散らしつつ宮城の南の大門を抜けていく近衛連隊を見送りながら、苑山燕鵬の脳のう裏りは、すでに戦後の体制を見み据すえていた。




　宮城の南の大門の外。都みやこ大おお路じには十万を超える群衆が集まっていた。

　あちこちに竹で組んだ即席の観覧席まで作られ、弁当持参の家族連れが座っている。皇帝が閲えつ兵ぺいする宮城内に入れるのは中級以上の官吏のみ。帝都の住人にはその内側を覗のぞくことすらできない。

　開門を告げる銅ど鑼らが鳴り響いた。

　鉄張りの大門がゆっくりと開く。最前列に陣取る人々の目に銀色の輝きが入る。

「銀地に金の鎧よろい！　先頭は近衛だ！　近衛騎兵連隊だぞっ！」

　その言葉と意味が染み渡る数すう瞬しゆんの後。

　どうっ、と。街道を揺ゆるがす大歓声が轟とどろいた。それはもはや、音おん声じようではなく、物理的な衝しよう撃げき波であった。通りに面した家の屋根が揺ゆれ、瓦かわらが落ちる。

「がんばれーっ！」

「負けるなーっ！」

「反乱軍をやっつけろーっ！」

　大歓声を受け、近この衛え騎兵連隊の若い兵士の顔が興奮と誇ほこりで赤くなる。乗り手の思いが伝染するのか、馬たちも高々と足を上げて得意そうに石畳に蹄ひづめの音を鳴り響かせる。一人変わらぬのが先頭に立つ連隊長の泉せん野や聡そう凛りんだ。

　閲えつ兵ぺいに続く大歓声に浮ついていた兵士たちも、連隊長の普段と変わらぬ背中を見て顎あごを引き、緩ゆるみかけた表情を引き締める。

「おい、先頭のあのお方は誰だ」

「若いのにすごい貫禄だぞ。金の略りやく綬じゆは将官か」

「あれは泉野聡凛だ。近衛騎兵連隊の連隊長だぞ」

「連隊長なら佐さ官かんじゃないのか？」

「近衛騎兵連隊は一軍として扱われるので、一階級上がって下か将しようになったそうだ。一軍を率いるのは将官だからな」

「それにしても北で反乱を起こしたという一族が、将官に任ぜられるとはな……」

「北域の王となった泉野晴せい凛りんは、異母弟だそうな」

「弟が反乱軍の王だというのに、討とう伐ばつ軍の指揮官か！」

「それほどの人物だということだ」

「しかし、近衛騎兵連隊を先せん鋒ぽうにされるとは……」

「名目だけとはいえ、陛へい下かの御ご親しん征せいであるからな」

「これならば、あるいは」

「ああ、反乱はすぐに終わるぞ」

　都みやこ大おお路じに面した酒しゆ楼ろうの上では、商人など裕福な連中が、都と雀じやくと呼ばれる庶しよ民みんとはまた違った目で討伐軍の様子をながめていた。

「数はやはり、二万といったところですかな」

「ですな。都の外には、各地から集めた三万の兵がおります。合わせて五万」

「承しよう安あんの反徒は百万を号しておりますが、実数は十五万を超える程度と聞いております」

　商人として、あるいは豪族として。地縁血縁、そして金の縁で結ばれた男たちの情報網は、役人たちとほぼ同じほどの正確さを持っていた。

「三倍ですか。大丈夫ですかな？」

「二倍だったら危ない、というところではないですかな」

「二倍だと危ない？　三倍なら大丈夫なのですか？」

「南の魚臭くさいやつらが十五万の連中を、どう食わせていると思うのですか」

「おお、そう言われれば確かに」

「田舎の連中は数さえ揃そろえればいいと思っているようですが、十五万もの兵にきちんと飯めしを届けるというのは、軍務省算議部の英才将校ですら頭を抱える難問です。飯を食わせてもらえぬ兵士など、たちまち統制を失った群衆に成り下がります」

「となると、略りやく奪だつですか」

「はい。イナゴのようなものですよ。承しよう安あんに近い地方都市に地所を持つ私の従弟いとこがいますが、畑や蔵をごっそり荒らされたそうです」

「ああ……それは」

「あらかじめ、持ち出せる食料と家畜を連れて山の上に逃れていたそうですが、被害の総額は計算もつかんそうです」

「従弟殿にはお気の毒でしたな。が、そうとなればやはり、ここは帝国軍に勝ってもらうしかありますまい」

「はい。苑その山やま燕えん鵬ほう様からの臨時の軍税徴収ですが、これは受けるしかありますまい」

「だが、帝国への投資は回収せねばなりませんぞ。反乱を起こした南の塩商人の利権、これは我ら中央の商人が手に入れるべきものです」

「むろん、そのように手配はしております。ですが、それもすべては乱が終わってから」

「ですな。ここは何が何でも勝ってもらわねばなりません」

　商人たちの欲と打算にぎらぎらとした目が、眼下を行進する禁軍の隊列に向けられた。

　軍勢はまだ途切れることなく続き、人々は声を枯らさんばかりに声援を送っている。




　帝都の外で三万の軍勢と合流して五万にふくれあがった承しよう安あん討とう伐ばつ軍は、そのまま南下を続けた。

　延えん喜ぎ帝国の優れた街道と充実した兵へい站たんは、五万の大軍に日に二十長里キロメートルの行軍を無理なく続けさせる。

　とはいえ、五万というのはひとつの街道と補給で維持するには限界に近い大軍である。そして大軍は隊列を組んで行進するだけでも長ちよう蛇だとなる。

　帝都を出て六日目。斥せつ候こうが前方に黒い煙がたなびくのを発見したとき、即座に戦闘が可能な状態だったのは、近この衛え騎兵連隊の一千騎だけであった。

「斥候によると、敵はおよそ一万です。敵の先せん鋒ぽう、ということでそれなりに騎兵戦力も充実していますな。まあ、その馬も報告によると兵よりも奪った財貨を積み上げるのに使われているみたいですが。見えている黒い煙は略奪時の失火のようです」

　連隊副官が大福帳を改良した帳面に斥候の報告を書き加えつつ報告した。続いて、帳面をべらべらとめくる。そして空を見上げた。夏の日は高い。日没までは四刻以上ある。

「二刻あれば、後方を進む部隊に隊列を組ませて一万は集められます」

「一刻後では？」

　聡そう凛りんは立ち昇る煙を見ながら静かに言った。副官は心こころ得えた様子で答える。

「五千ですね。まあ、これだけいれば大丈夫でしょう」

「そうだな。そいつらに後から来るように命令を出せ」

「はい。後から来るように──は？」

　副官が聞き返すと、聡凛は馬の鞍くらから長なが槍やりをはずして肩に構えた。

「近この衛え騎兵連隊千騎はこのまま突撃。賊ぞく軍ぐんを蹴け散ちらす。五千の兵には、崩れた敵を取り囲むように広がれと命じろ。一人も逃がすな──と言いたいところだが、それが無理な場合、少なくとも馬だけは全部捕まえろ、とな」

「あ、いや、その……敵は一万ですよ？」

　慌あわてて確認しながらも、副官は帳面にさらさらと聡凛が命じた内容をまとめた。

「それがどうしたのだ？」

　聡凛は平然とした口調で聞き返す。気負っているのでも、虚勢を張っているのでもなく、ごく自然な口調。

「はぁ、まあ。わかってますけどね、いつものことですから」

　できあがった命令書とその写しを、伝令に渡しつつ副官はため息をついた。写しのほうはさらに後方を進む榎えのき耶や上将の司令部宛だ。先せん鋒ぽうの将である泉せん野や聡凛には、報告の義務と共にある程度の自由裁量が与えられている。

「よし、では行くぞ。遅れるなよ」

　まるで遠乗りに出かける気軽さで、聡凛が馬を駆かけさせる。

「あ、はい！」

　副官は慌てて後を追った。

　指揮官が走り出すのを見て、さらにその後ろを近衛騎兵連隊千騎が訓練通りに三列になって進む。

「隊長は確か、これが連隊長としての初うい陣じんですよね？」

「うむ。近衛連隊に配属されてからは宮城の外に出ること自体、あまりなかったからな。緑軍と違い、実戦経験はないな」

「じゃあ、何でそんなに落ち着いておられるんです？　確かに近衛の一千なら、略りやく奪だつに浮かれた賊兵など敵じゃあないでしょうが、相手は一万もいるんですぜ」

　わざと乱暴な口調で副官は聞いてみる。

「やるべきことをやるのに、不安になる理由などあるまい」

「やるべきこと、ですか？」

「我らは近この衛えだ。皇こう帝てい陛へい下かから賊ぞく軍ぐん討とう伐ばつの命めいを受けた。そして目の前には賊軍に略りやく奪だつされる臣しん民みんの街がある。ならば、やることはひとつしかあるまい。悩みも、不安も、必要ない」

「単純明快ですね」

「そうだ。同時にいくつものことを考えるから、おかしくなる。それでは兵隊はやっていけないぞ。物事は常に単純で明快をもってよしとなす」

「肝きもに銘めいじておきます」

　副官はうなずいてみずからも槍やりを脇わきに抱えた。彼はそれなりに複雑な人生を歩んだ結果として今の地位にあり、直接の上官としての泉せん野や聡そう凛りんの他に、苑その山やま燕えん鵬ほうからも非公式に命令を受ける身であった。その中には、近衛連隊長の監視も入っている。

　──ああ。嫌いやだなあ。帝国が崩れようかってこんなときにも、お偉えら方がたときたら足の引っ張り合いしか頭にないんだから。

　副官は胸の中でぼやきながら、聡凛の後を追った。

　彼の馬は先を行く聡凛の動きに合わせて足を速める。まったく遅れることなく、背後の馬ば蹄ていの轟とどろきが大きくなる。

　一千の兵と一千の馬が、先頭を走る聡凛の動きに、迷うことなく合わせる。その先にあるのが、十倍の敵との戦いであると知ってなお。

　──単純明快、か。悪くない。悪くないぞ。

　背中から轟くように聞こえてくる、一千騎の足音を聞きながら、副官の顔に笑えみが浮かんだ。

　後ろに続く千人の男たちの顔にも、自分と同じ笑みが浮かんでいるだろうことを、副官は確信していた。




　一方、承しよう安あん軍の先せん鋒ぽうである約一万は、帝国討伐部隊の一千騎が近づいているとも知らず、承安の北にある温うん蕉しようでやりたい放題の略奪を繰り広げていた。

　温蕉は承安から帝都へ繫つながる街道沿いの地方都市である。街道が交差する場所にあり、承安軍が帝都へ侵攻する場合も、逆に帝国軍から承安を守る場合も、重要な中継拠点となる。

　素人しろうとの集まりである承安軍司令部であっても、この都市を先に制圧することが以後の戦いを有利にするとわかっていた。

　だからこそ承安軍から『騎兵一万』が先鋒として温蕉に送り込まれたのであるが、その実態はいかんせん寄せ集めの軍隊であった。

　正直なところ、軍隊と呼べるのかどうかも怪しかった。

　打ち壊された商家の正門から馬のくつわを引いて出た若い男が、出会い頭に怒ど鳴なりつけられる。

「どこ消えとったんや、このうすらボケが！」

「あ、すいません兄貴」

　首をすくめた若い男の頭には、赤い鉢巻きが巻かれている。

「兄貴やない。兵長や！」

　胸を張る兄貴分の頭にも赤い鉢巻きがあり、革かわ鎧よろいの胸には略りやく綬じゆとおぼしきものがぶら下がっていた。怒ど鳴なりながら脇わき腹ばらをぼりぼりと搔かく。ぶかぶかな支給品の鎧を着るために身体からだにまいた布のせいで、汗疹あせもができているのだ。

「えろうすんません。でも、へーちょ、って何かクシャミみたいでんな」

「どんだけ気の抜けたクシャミや！　ええから、何やっとったんや」

「何かええもんないかなぁ、思うて覗のぞいてたんですよ」

「お前の仕事は、馬の面倒見ることや言うといたろうが。その馬、無のうしたらお前もわしも一いつ緒しよに首切られるで」

　兄貴分が指で首をはねる動きをしてすごむ。若い男はぶるぶると首を左右に振った。

「おどさんといてください、兄貴……ちごうた、へーちょ」

「おどしやないで。臨りん在ざいはん……ちごうた、臨在将軍が言うとったろうが。鎧や槍やりは無うしても半殺しですますが、馬無うしたら光こう来らい川に沈める、て」

「あー、臨在様の気持ちはわかりますで。自分、いつもは老いぼれ駄だ馬ばを引いてますから、こんな立派な馬がどんだけ高いかは、よう知ってます」

　夏越しの祭の日まで荷物や人を運んで銭を貰もらう馬方をしていた若い男は愛情を込めた仕草で、自分が世話をする馬のたてがみを撫なでた。

「将軍を呼ぶんやったら、様やのうて閣かつ下かや。わかっとんなら、きっちり世話せんかい」

「そやから、馬の世話するためにも、ええもんが欲しかったんですよ。こんなええ馬やと、普段から自分らよりええもん食ってますから」

「ん。まあ、そうやろうな。わしが兵隊行っとったときも、騎兵の馬に大豆食わしよるの見たわ」

　鎧を着た人間を乗せて戦う軍馬は、大量のカロリーを消費する。草だけでは十分なカロリーが得られないので、行軍時には藁わらや干し草に、蒸ふかした豆を混ぜて塩をふって食べさせる。

「はい。ですんで、ええもん探しとったら、はぐれてしもうたんですよ」

「なるほど道理や……と言うとでも思うとったんかい、ぼけっ！」

　ごつん。兄貴分が拳げん骨こつで若い男の頭を小突く。

「あいたたた」

「馬に食わすもん探しとったやつが、何で馬の背に反たん物ものを積んどんや。馬が反物を食うんか、晴れ着べべで着飾るんか」

　馬の背に積み上げてられていたのは布を巻いた反物だった。住人が逃げた商家から略りやく奪だつしたものである。

「いや、この反物が食いもんに化けるんですよ」

「どうやってや」

「この街で食いもん奪ったやつとこに行って、反たん物ものと食いもんを交換するんです。ほんまは銭のほうが簡単なんですが、銭は店の人間が持って逃げたみたいです。別に、自分のためだけに反物を運んどるんとは、ちゃいます」

　若い男が言い訳を重ねる。兄貴分はしばらく黙だまって聞いていたが、やがて脇わき腹ばらをぼりぼり搔かいてため息をついた。

「まあ、ええやろ。馬の分も人の分も、食いもんが届いとらんのは事実やからな。自分で何とかしよう思ったら、食いもんを手に入れたやつと交換するしかないわな」

「おおきに」

「ええから、早う広場に行け。今日きようの寝床の割り当てが貼はってあるはずや」

「へいへい」

　馬のくつわを引いた若い男は、兄貴分に背を向けて歩き出そうとして、ぴたり、と止まる。

「兄貴……」

「兵長や」

「何か聞こえてきませんか？」

「ああ？」

　何を馬ば鹿かなことを言ってる、と叱しかろうとした兄貴分は、馬の様子を見て拳こぶしを止めた。

　軍馬が不安そうに耳を立てて北の空を見ている。街道の石畳が伸びるその上に黄色い靄もやのようなものがあった。

　あの靄と同じものを、二人はこの数日に何度も見ていた。戦乱を逃れようとする避難民の群れが街道を逃げるときに巻き上げる靄だ。承しよう安あん軍は街道を塞ふさぐ避難民を容よう赦しやなく突き崩しつつ北へ、北へと進んでこの温うん蕉しようにまで来た。

「さっきまで、あんなんあったか？」

「いや、さっきはおまへんでした。それにほれ。どんどん、濃くなってきますで」

「ほんまや」

　最初に見たときにはあるかなしか、目をこらしてようやく見えた靄が、今ははっきりと見える。同時に、遠雷が鳴るようなどろどろという音も聞こえてくる。

「靄が濃くなる、いうんなら。もしかしてあれ、近づいてきとるんちゃいますか」

「論理的に考えれば、そうやな」

「避難民やったら、北へ逃げるもんですよね」

「常識的に考えれば、そうやな」

「音が大きくなるんがわかるほどですから、走って近づいてきてますよね」

「物理的に考えれば、そうやな」

「飛脚の早馬なら、こんな地面が揺ゆれるほどの数で走ることないですよね」

「経済的に考えれば、そうやな」

　傍はた目めにはのんびりとした会話をしながら、北を見る二人の顔は引きつっていた。

　もちろん、二人とも、本当は『何が』来ているのか意識の底ではわかっていた。だが、それと正面から向き合いたくなかったのである。

「えーと……逃げたほうがええんちゃいますか、兵長？」

「兄貴でええ。ほんでもってその通りや」

　温うん蕉しようにいた承しよう安あん軍の『騎兵一万』というのは、その大半がこのような連中であった。




　聡そう凛りんたちの初うい陣じんは、直ただちに南域討とう伐ばつ軍の司令部に早馬によって届けられた。

「斥せつ候こうが敵の先発隊を発見しました！　その数、およそ騎兵一万！」

「近この衛え騎兵連隊から伝令！　これより、敵へ突撃をかけるとのこと！」

　長い隊列のほぼ中央を進む榎えのき耶や上将の許もとに、次々と伝令が駆かけ込んできた。それを聞いて参さん謀ぼうたちがどよめく。

「千騎で一万と？　いかに近衛とはいえ……」

「泉せん野や聡凛下か将しようらしいが……」

　榎耶上将は無言のままだ。今ここで慌あわてたところでどうなるというものではない。すでに状況は動いている。そして、この動いている状況、というものを自分が苦手としていることを、榎耶上将は長い軍務の中で学んでいた。

　しばらくの後、また伝令が駆け込んでくる。

「報告いたします！　泉野聡凛下将率いる近衛騎兵連隊は、賊ぞく軍ぐん一万を撃破！　逃げる敵を掃そう討とうしつつ周辺地域を制圧しております！」

　再び、参謀たちがどよめく。敵発見の報告から一刻と経過していない。

「おおお！　なんと！　千をもって一万を討うつとは！」

「さすがは聡凛下将！　いや、近衛騎兵連隊だ！」

「帝都へ伝令を出せ。我が軍の先せん鋒ぽう一千騎が、敵の前衛一万を撃破したとな。詳しよう細さいな報告は追って知らせる。急げよ」

　榎耶上将はすぐに伝令を出した。揺ゆらぎつつある帝国の統治に、十倍の敵に勝利したという知らせがどれほど重要であるか。軍人というよりは軍政家である榎耶には、よくわかっていたからだ。こちらなら、彼の得意とするところである。




　そして、負けた承安軍の司令部に情報が入ったのは、その日の深夜になってからだった。

「何や、負けたゆうんか？」

「えらい、手て酷ひどうにやられたみたいでっせ」

「もうちょい具体的に報告せんかい」

　眠っているところを起こされた承しよう安あん軍司令官の鳳ほう鶴かくは、副官とも言うべき垣かき不ふにぶつぶつと文句を言った。寝しん所じよの近くに置いてあった水差しから生ぬるい水を飲む。

「申し訳ありやせん。報告そのものが混乱しとりまして。前衛は確か一万はおったはずなんですが」

「そらあ、大勢やな。んで、敵はどんくらいおったんや」

「数はわかりやせん。銀の高そうな鎧よろいを着たきらきらの騎兵やったそうです。あっという間に負けたみたいですから、向こうも一万はおったんやないかと」

「きらびやかな、言うたら禁軍か。近この衛えの騎兵がいきなり出てきたんか」

「報告を聞いた限りやと、そうなっとります」

　燭しよく台だいの橙だいだい色いろの明かりに照らされた二人の顔には、いずれも要領を得ない、というぼんやりした表情が浮かんでいる。

「あー、もう。さっぱりわからんわ。どないしたらええかなあ」

　薄暗い明かりの下で地図を見ながら考える振りをしていた鳳鶴が、地図を放り出しながら言った。

「まずは日が昇ってから確認するしかありまへんな」

　垣不は主人が放った地図を拾い上げて答える。情報が曖あい昧まいなのは、報告が敗走してきた兵士からの聞き取りという形で行われているからだった。負けた場合には、そうでなくても情報が混乱しやすい。

「近衛の騎兵がいきなり出たゆうことは、帝国軍が本気なんか、それとも近衛以外に使える兵隊がおらんなったんか。どっちかやな」

「ここは本気やと考えたほうがええでしょう。何しろこっちには月つき原はら弦げん斉ざい閣かつ下かがおられますから」

「んー、やっぱ、月原弦斉の名前は大きすぎたんかなあ。そやけど、月原弦斉がおるから十五万も兵隊集まったんやしなぁ」

「十五万も集まるんやったら、自分の飯めしは持参で来て欲しかったですな」

　垣不はにべもない。帝都の商人が看かん破ぱしたように、十五万の兵士を食わせるということは、ただごとではない。

　食料が無い、というわけではない。おそらくこれが承安の街が包囲され、それを守るという戦いであれば、さほどの苦労はなかっただろう。しかし、攻めるのは承安軍の側である。十五万の兵士は一ヵ所に留まるのではなく、北へ向かって進軍しているのだ。

　それを追いかけるようにして食料や燃料を届ける、というのは寄せ集めの承安の人間には不可能だった。中核となる二万人に食料を届けるだけで、承安軍の兵へい站たん制度は主に事務処理の面で行き詰まりを見せている。

　では、残り十三万人はどうしているか？　答えは簡単である。いわゆる『現地調達』である。

　現地調達という言葉は聞こえがいいが、要するに村から村、街から街へと渡り歩いて荒らし、備蓄食糧を食い荒らしているのである。

　これがどれほどに危険なことか、本当の意味で理解している人間は承しよう安あん軍の中に一人しかいなかった。鳳ほう鶴かくにしても垣かき不ふにしても、面倒な話だと思っている程度である。

　ただ一人。名目上の指導者である月つき原はら弦げん斉ざいだけが、事態の深刻さを理解していた。

「やっぱり、弦斉閣かつ下かにお手伝い願ったほうがええんちゃいますか？」

「んー、でもなぁ」

　垣不の提案を、鳳鶴は曖あい昧まいな言葉で遮さえぎった。

　──どうしても駄だ目めや、言うときに、月原弦斉の首は差し出す必要があるからなぁ。

　承安を落とし、南方の独立を掲げて軍を起こすまでは上う手まくいったが、その後の帝国軍の反応はまるで待ちかまえていたかのように早かった。塩商人として商機を見抜く目だけは確かな鳳鶴は、どうやら流れが悪くなっていることだけは見抜いていた。

　──んで、こっちがいざというときに首を出させようと考えてることは、月原弦斉くらいなら見抜いとるやろ。つまり、うかつにあの人を自由にしたら、それこそ、何されるかわかったもんやあらへん。

　月原弦斉と鳳鶴では、名声も実績も、人間としての器量ですら勝負にならないことを、鳳鶴も理解していた。乱の後、弦斉に会ったのは数えるほどだが、すべてを見抜いているかのような弦斉の目を思い出すだけで、鳳鶴は背筋から汗が噴き出る思いだ。

　──裏切られる心配はないやろ。そういうお人やあらへん。そやけど、たぶん、わしら全員、あのお人に引きずり込まれるやろ。どこ連れていかれるかわからへんわ。

　鳳鶴はもう一度、水差しから水を注ぎ、あおった。覚悟を決める。

「確かにこのままやとあかんな」

「はい」

「そやけど、弦斉はんを表に出すんは駄目や。あの人は、根っこのところで承安とは縁のない、北の人や」

「はい」

「なら、面めん涼りようはんや。弦斉はんには後ろ盾になってもろて、面涼はんを表に立てるんや。北域の連中も、なんやらようわからん都から来た若いもんが率いてえらい人気やしな」

「それがええ思います。若くて、こう、シュッとしてる兄ちゃんは、印象が違いまんがな」

　垣不は面涼も北の人間だとは言わなかった。鳳鶴が面涼を妙みよう麗れいの婿むこに取るつもりだと知っていたからだ。

　──縁を結んでしまえば同じ一族。

　それが、この時代、この世界に生きる人々の共通の認識だった。







　　　第八章「軍師・崇鳳」







　南域と帝都を結ぶ交通の要よう衝しようである温うん蕉しようが、帝国の討とう伐ばつ軍によって奪い返された。その知らせを聞いた承しよう安あん軍は夜明けと同時に、主だった人間を集めて軍議を開いた。

　とはいえ、承安軍は正規軍ではない。

　月つき原はら弦げん斉ざいが反旗を翻ひるがえした、と聞いて、反乱に加われば、美う味まい話にありつけると考えた地方の有力者などはまだいいほうである。中には、街を襲って略りやく奪だつができると聞いて加わった盗とう賊ぞく崩れ、暇をもてあまし暴れたいだけの若者、といった無む法ほう者ものに近い連中までいる。

　……と言うより、どちらかと言うと無法者のほうが割合としては多いくらいである。

　鳳ほう鶴かくは月原弦斉に指示を仰あおぎ、とりあえず各地から集まってきた人間を、出身地ごとにまとめた。そして、その中から兵役の経験のある者を選び出して指揮官とし、その部下として百人の兵士──ほとんどが素人しろうとの、にわか兵士である──これを与えひとつの隊とした。

　同じ土地で生まれ育った人間は、地縁や血縁で結ばれたひとつの集団である。

　兵士にとっては、周りの人間が顔なじみであるという安心感がある。そして、指揮官にとっては、知り合いの見ている前で恥はずかしいことはできない、という相互の監視による規律向上を期待できるからである。

　軍議の場に集まった承安軍の指揮官たちの顔を見回した鳳鶴は、胸の中でため息をついた。

　──こうして曲がりなりにも軍隊としての体裁を整えたんはええけど、その実体はお世辞にも自慢できるものやない。

　指揮命令系統はええかげんで、こいつらノリだけで動く集団でしかない。

　ノリで動く集団は、勝っているときは強い。イケイケどんどんで突撃できるやろ。でも、ちょっとでも自分たちが不利だとわかったとたん、ぱーっと逃げよるに決まっとる。

　こいつらみんな、自己保身しか考えとらん。我が身大事な一人の人間に成り下がりよる。

　──あかんなあ、きっとこいつらに相談しても、何の妙みよう案あんも出てこんやろなあ。

　鳳鶴は承安軍の親玉の顔を一人ずつながめた。

　──寧ねい蒙もうはわしと同じ黒こく州しゆうの塩商人や。手下はぎょうさんおるし、荒事は得意やけど、頭の中は空っぽじゃ。

　衛えい賢けんは元々は塩役人やから頭がええけど、損得勘定ばっかりで、負けそうになったら真っ先に逃げると公言しとる。手下も街で盗人ぬすつとすることしか考えとらんやつばかりじゃ。当てにはならん。

　臨りん在ざいは元騎兵の盗賊で、馬に乗った部下をぎょうさん引き連れて仲間になったが、昨日きのうの戦いで手下の半分を失ってしもた……目が死んどる。

　敷しき鰐かくは武装商人……といえば聞こえはいいが、山さん賊ぞくみたいなものやな。弓矢を使える手下をぎょうさん抱えておるから、そのうち役に立つときもあるやろう……。

　親玉の中で話ができるのはこいつらくらいか……あとは何も考えとらん。付ふ和わ雷らい同どうして、うんうん、とうなずくだけのアホどもや。

　そのとき、軍議の出席者の顔をながめていた鳳ほう鶴かくの視線が、すうっと吸い寄せられるように一人の若者に注がれた。

　それは面めん涼りようだった。

　困ったような、心細そうな、そしてどこかあきらめたような表情で、むさい親父おやじどもの間に座っている若者の顔を見て、鳳鶴はうなずいた。

　──うん、やっぱり、育ちが違うんやろうなあ。まさに『掃はき溜だめに鶴つる』やな、昔の人は上う手まいこと言ったもんや。

　アホ面づらさらしとるおっさんどもの間に座ってるせいもあるんやけど、ほんまに賢そうや。

　そうや、面涼なら、何ぞいい知恵があるかもしれん。こいつらに、面涼がわしらの親玉やということを教え込んでやらんといかんし……。

　鳳鶴は顔を上げて、ぱん！　と手を叩たたいた。

　軍議に集まった各部隊の指揮官たちが、私語をやめて鳳鶴を見た。

「さて、集まってもろうたのは他でもない。昨日きのう、臨りん在ざいが陥かん落らくさせた温うん蕉しゆうが帝国に取り返された件や。

　温蕉は南なん路ろ街道と三さん州しゆう街道の交差する大事な場所や。あそこを取られると、西の温うん州しゆう、漣れん州しゆう、東の敬けい州しゆうの三つへの連絡がでけんようになる。山を抜ける間道はあるが、遠回りになる上に、道が悪い。何としてでも、温蕉を押さえておく必要があるんや。

　問題は、臨在の騎兵一万でも勝てん相手をどないすればええのかちゅうことや。どや？　何ぞええ知恵のあるもんはおらんか？」

　軍議に参加していた指揮官たちは互いの顔を見合わせると、下を向いて黙だまり込んだ。

　──あかん、みんな、びびっとる。

　考えてみれば、あたりまえやな。わしら騎兵やでぇ！　と、ぶいぶい言わせていた臨在が、ボロボロにやられたのを見とるんやから。

　そんな中で、ただ一人、面涼だけは下を向いていなかった。

　面涼は、指揮官ではない。自分の手下がいるわけでもないし、承しよう安あん軍がどう戦おうと、はっきり言って他ひ人と事ごとなのだ。つまり、下を向く理由が無かったのである。

　だが、鳳鶴はそうは思わなかった。

「いやあ、さすがは面涼はんでんな！　うちの娘の婿むこに、と見込んだだけのことはある！　他の連中が、みんな目ぇ逸そらして下向いたり、あさってのほうを向いたり、からっきし意い気く地じのないのに比べて、ただ一人、顔を上げてまっすぐこっちを見とる！　他の連中も見てみい！　立派なもんや！」

「は？」

　面めん涼りようは目を見開いた。

　自分は関係ないと思っていたからこそ、顔を上げていたのだ。まさか、自分に話が振られるとは思ってもいなかった。

「おお、大したもんや！」

「さすがは若くして出世するだけのことはある！」

「頼りないように見えて、立派なもんでんなあ」

　鳳ほう鶴かくの手の者がすかさず褒ほめ上げる。

「え？　あ、いや……」

　……そんなこと言われても、と言う前に鳳鶴が畳みかける。

「面涼はん！　どないでっしゃろ？　何ぞ、策があったらぜひ、御教授願えまへんやろか？　どないな風に攻めたらええんでっしゃろ？　わいは、やっぱり数が足りんかったんやないかと、思うておりますんやけど、そうは思いまへんか？」

　口では『御教授』などと言っているが、顔つきと雰ふん囲い気きは『お前さんは、うん、と言ったらええんや、余計なことを言うんやないでえ』と言っていた。

「ええ、そう思います」

　面涼としては、そう言うしか道は無い。

「そうでっか。いやあ、面涼はんの思っとった策と、わしの策は同じやったとは！　そうでんな、やっぱり数が足らなんだんが負けた原因でっしゃろな」

　鳳鶴は、うんうん、とうなずいた後で顔を上げた。

「さすがは面涼はん。わしらのような無知無学な人間と違ちごうて、頭がええ！　科か挙きよに受かって、帝都でお役人をやっていただけのことはありまんな。

　今までは、わしの鳳鶴軍の司令官やったけど、いっそのこと、わしら全体の……承しよう安あん軍の総司令官になってもろたらええんやないかと思うんやけど。なあみんな、そう思わんか？」

　軍議に出席していた指揮官たちは再びお互いの顔を見合わせると、ぼそぼそと小声で会話を交わした。

「総司令官ちゅうのは何すんねん？」

「それは……命令すんねん。わしらに、あそこを攻めぃ、ここに行けぇ、言うて」

「今まで鳳鶴はんがやってたことやな……要するに、鳳鶴はんの代わりをするっちゅうことや」

「鳳鶴はんではあきまへんのか？」

「わしら、世直し軍っちゅうことになっとるからな。世の中を新しゅうするとなると、やっぱり、若いもんを先頭に立てたほうが、何かと都合がええ、ちゅうことやろな」

「そう言われてみればそうでんな。わしらでは山の古ふる狸だぬきと、川の古カワウソが集まって、何やら悪さを企たくらんどるようにしか見えん」

「まあ、見た目もそうやけど……もし、わしらが負けたときに都の連中に『こいつが親玉でっせ。わしら、こいつにそそのかれましたんや、わしらも被害者でっせ』と言い逃れをするためには、月つき原はら弦げん斉ざいの首だけでは足りんかもしれん、ちゅうことやな」

「もしものときの保険は多いほうがええっちゅうことでんな」

「鳳ほう鶴かくはんの話に乗っても、得することはあっても、損することはなさそうやな」

「そうやな……」

「それがええ……」

　やがて、話がまとまったのだろう。鳳鶴に次いで手下の数が多い寧ねい蒙もうが、代表して答えた。

「鳳鶴はんの言う通りにしまっさ。その面めん涼りようはんが総司令官で、わしらに異存はありまへん」

「そうかそうか。よしよし、これで今日きようからこの面涼はんが、わしらの総大将や。月原閣かつ下かは、面涼はんの知恵袋になってもろて、わしら承しよう安あん軍を無敵の軍にしてもらうんや、ええな！」

　居並ぶ指揮官たちは無言で頭を下げた。

「さて、総司令官が決まったということで、話を戻すでぇ。温うん蕉しようを取り返すには兵隊の数を増やす！　これしかない。騎兵一万で足りんかったのやから、手持ちの騎兵を全部と歩兵部隊も入れて、今、動かせる兵力全部で攻めるしかないやろ？」

　指揮官たちの間から不平じみた声が上がった。

「歩兵も攻め手に加わらんといかんのですか？」

「臨りん在ざいは、温蕉なんざ騎兵で充分や、歩兵は足手まといや、言うてましたのに」

　臨在が顔を上げた。

「何言うてんねん！　敵は帝国軍の近この衛え騎兵やぞ！　近衛騎兵！　騎兵一万かて、勝てるもんやない！」

　衛えい賢けんがにやにや笑いながらうなずいた。

「まあ、確かに数が足りんかったんやろうなあ。騎兵一万、と言うても、まともに戦ったんは、その半分、いや四分の一もおらんやろう。聞いた話やと、お前は手下と一いつ緒しよに温蕉の街の店やら家やら荒らすのに夢中で、敵が近づいてくるのんも知らんかったそうやないけ」

　臨在が言い返す。

「そりゃあ、お互い様じゃ！　騎兵は手下だけやない、馬にも飯めし食わせんとあかんのや！　馬の飯代稼かせがんことには話にならんのや！　金目の物をあさるんは当然じゃ！」

「それにしても、そんなバラバラになっとって、ようまあ、お前ら無事に逃げられたな？」

　鳳鶴が聞くと、臨在は身を乗り出した。

「それや！　近衛騎兵連隊に攻められたとき、わしらは温蕉の街の中に散らばっとったんで、どうにもならんかったんですわ。とにかくもう逃げるんが精一杯で。んでもって逃げにかかったら、後ろから近この衛え騎兵がすごい勢いで、こう、うゎああああ！　と襲いかかってきましたんや。逃げ遅れた手下はあっという間に槍やりで突き殺されて、もうボロボロでんねん。逃げるときに計略使わんかったら、今頃わしら全滅してましたで！」

　臨在の言葉を聞いた鳳ほう鶴かくは、興味深そうに聞いた。

「ほう？　計略？　おまはんに、計略なんぞ使う知恵あったんか？」

「いや、わてとちゃいまんねん。逃げていく途中に、ボロい馬車がおりまして、そいつに乗っていた、何かようわからん顔を仮面で隠した、けったいな小太りの若い男がおりまして。そいつが、わしらに、『道の両側に何本も棒を立てて、その間に盗とってきた反たん物ものを幕のように張って道を塞ふさげ！　そうすれば敵の足は止まる！』言うて、反物拾って張ったんですわ。そうしたら、追いかけてきた近衛騎兵がそこで止まりよったんですわ」

「ほう、反物を？」

「ええ、それ見て、こりゃあええ！　もっとやれぇ！　ちゅうて、逃げる途中の道に、赤やら青やら黄色やらの反物張り巡らせたら、やつら怪しんで近づいてきぃへんのですわ。その隙すきにわしらは逃げてきたわけです」

「ほう、それはおもろい話や……反物を張っただけで、何の仕掛けもあらへんのやろ？」

「ええ、ほんまに、ただの絹の反物を、こう、帯みたいに張っただけです」

「目くらましやな。何の意味もないことをやってみせると、相手は勝手に『あれは何か意味があるに違いない。何ぞ仕掛けでもあるんとちゃうか？』と思って、びびるっちゅうわけやな。いや大した計略やで。その計略考えたけったいな男っちゅうのは、どこにおんねん？」

「特に行く当てもないっちゅう話でしたんで、連れてきましたが……」

　鳳鶴は嬉うれしそうにうなずいた。

「そうか、そりゃあええ。機転が利く人間は、なるべく食しよつ客かくとして迎えたいねん。後で会うから、そう伝えといてくれや」

「承知しました」

　臨在が頭を下げたのを見て、鳳鶴が軍議のまとめに入った。

「さて、要するに、温うん蕉しようの街が取られた理由は、兵隊の数が足らんかった、ちゅうことやな。戦争も喧嘩でいりとおんなじや。兵隊の多いほうが勝つ。騎兵だけやない、今度は歩兵も連れていくんや！

　ええか、兵隊どもに言って聞かせるんや！　帝国近衛騎兵が強い言うても人間や。人間は手ぇも目ぇもふたつしかないんや。敵一人に五人でかかればええ、とな！

　前、後、左、右、もう一人オマケにつけて、大勢で取り囲んで、寄ってたかって槍やりで突いたらイチコロやで！

　各隊は出発準備を急がせや！　今度は全力で温蕉を取り返しにいくでぇ！」

「おう！」

　居並ぶ指揮官たちは声を揃そろえて答えた。

　承しよう安あん軍の野営地となっていた温うん蕉しよう近くの小さな村は、一気に慌あわただしくなった。

　自分の手下を呼び集める者。野営していた天幕を片づける者。馬に荷物を積み込む者。

　軍隊のように統制が取れていないために、各隊ごとにバラバラに動き回る。

　騒さわがしくなれば、命令や指示が聞こえなくなるために、指示する者はなお一層声を張り上げることになる。

　面めん涼りようは怒声が飛び交う空間と化した村の中をばたばた走り回る兵士をながめながら、自分の居場所を探すように、ぼんやりとあたりを見回していた。

　──えーと、俺はいったい何をすればいいんだ？　……というより、俺は何で、こんなところにいるんだ？

　それは面涼の本音だった。

「おうっ！　邪じや魔まや！　どかんかい！」

　後ろから荷物をかついで走ってきた男に怒ど鳴なりつけられた面涼は、慌あわてて道を譲ゆずった。

　振り向いた面涼の顔を見て、怒鳴りつけた男は驚いたように頭を下げた。

「あ、うわわ、め、面涼はんでっか！　すんまへん、気ぃつきまへんでしたんで！」

　面涼は笑って首を振った。

「いや、いいよ。ふらふらしていた俺が悪いんだ、気にしないでくれ」

「そ、そうでっか、ほな、失礼しまっさ！」

　荷物をかついだ男は転がるように逃げていった。

　その後ろ姿を見送った面涼は、小さくため息をついた。

　──司令官とやらにされて、一目置かれているみたいに見えるけど。それもこれも鳳ほう鶴かくさんの威光あってのこと……今の俺には何の力も無けりゃ、何の目的もありゃしない。

　あの軍議を見てわかった。反乱勢力が寄り集まってできた承安軍での発言力は、手下の数で決まるんだ。

　多くの手下を引き連れることができるというのは、それだけ人心掌しよう握あく術と統率力がある、ということの証明なのだから、これはまあ当然と言えば当然だよな。

　その価値観から見れば、一人の手下もいない俺は、鳳鶴さんがかついでいる神輿みこしに過ぎないんだ。いや、本当の神輿は月つき原はら弦げん斉ざいだ。俺は、その神輿の飾り程度の存在かもしれないな……。

　自じ嘲ちようするように小さく笑った面涼はとぼとぼと歩いて、司令部として使われていた大きな農家の奥にある、土蔵にやってきた。

　その土蔵には月原弦斉が匿かくまわれていた。

　承安の牢ろう獄ごくから救出されたばかりの月原弦斉の体調は思わしくない。本来ならば承安の街で静養させるべきなのだが、鳳鶴は月原を馬車に乗せて、自分たちと一いつ緒しよに移動させている。

　帝国の刺客から守るため、というのが表向きの理由だが、本当の理由は、各地の豪族や盗とう賊ぞくを手なずけるために月つき原はらの威光が必要だったのと、神輿みこしである月原を他の連中に横取りされないためである。

　反乱を起こしたばかりで、権力基盤がしっかりしていない鳳ほう鶴かくにとって、月原弦げん斉ざいは格かつ好こうの後ろ盾だてだった。たとえ、静養のためとはいえ、承しよう安あんの街に置いたままにするわけにはいかなかったのである。

　とはいえ、乱暴に扱って死なせるわけにもいかない。

　鳳鶴は承安の街で一番の医者と薬やく師しを雇い入れ、馬車を仕立てて一いつ緒しよに移動させて、こまめに村々で休きゆう憩けいを取らせていた。

　土蔵の前には鳳鶴の一の子分、垣かき不ふが手下と共に立っている。

　面めん涼りようの顔を見た垣不が声をかけてきた。

「おや、面涼はん、どないしました？　何ぞ、用でっか？」

「あ、ああ、ちょっと月原閣かつ下かと話がしたいんだ……いろいろ相談したいこともあるし……いいかな？」

　垣不は考えた。

　──さて、どうするか……鳳鶴の親分から、身内以外に許可なく月原弦斉に人を会わせるなと言われてるんやが……面涼はんは鳳鶴親分の娘むすめ婿むこになる人やし、身内みたいなもんや。都の話とかできる相手がおったほうが、月原弦斉も気がまぎれるやろうし……。

「わかりやした、どうぞ」

　垣不はそう言うと、一歩下がった。

「すみません、じゃあ、失礼します……」

　面涼はそう言うと、土蔵の中に入った。

　土蔵の中は薄暗く、ひんやりとした空気が漂っており、面涼の額ににじんでいた汗がすぅっと引くのがわかった。

　──なるほど、真夏を迎えた今の季節、身体からだの弱っている月原閣下には、この冷たさが心地よいに違いない。鳳鶴さんはちゃんと月原閣下のことを考えているんだろうな。

　入り口を入ったところの土間はきれいに掃はき清められている。面涼はそこで履物を脱ぐと、扉越しに声をかけた。

「失礼します」

　扉の向こうから、落ち着いた中年男の声が答えた。

「その声は面涼くんか、どうぞ、起きておるよ」

「はい、面涼です。では、失礼します」

　面涼はそう言うと、扉を開けた。

　寝台の上で書物のようなものを読んでいた月原が、顔を上げてにっこり笑った。

「やあ、元気そうだな、面涼くん」

「月つき原はら閣かつ下かもお元気そうで……安心しました」

「うむ、鳳ほう鶴かく殿が世話してくれた医師と薬やく師しは大したものだ。日に日に体力が増していくのがわかるよ」

「それはよかった。牢ろう屋やから助け出されたときは、ミイラみたいで……あ、申し訳ありません」

　月原は笑った。

「ははは、謝ることはない。まさにその通り、ぼろ布を巻いたミイラそのものだったのだからな……それよりも、今日きようはどうした？　何か困ったことでもあったかね？　いや、驚くほどのことではない。顔に書いてあるよ、僕はこれからどうすればいいんでしょう？　とな」

　面めん涼りようは息を吞のんだ。

　月原弦げん斉ざいとはそれほど親しく話をしたことはない、片手に余るほどだ。だが、その短い間だけでも驚かされることばかりだった。

　人の顔色を読む。何を考えているのか洞察する。それによって的確な助言をする。

　言葉にしてしまえば簡単なことだが、これができる人がこの世に何人いるだろうか。

　同じような才能を持った上司を何人か知ってはいたが、その誰もが月原弦斉の足元にも及ばない。

　……そうか『能のう吏り』というのは、こういう人のことを言うのか。

　そのことを思い知ったとき、月原弦斉を尊敬する気持ちが湧わいた。

　面涼は生まれて初めて、敬意というものを知ったのである。

「はい、月原閣下の言う通りです。俺は……いや、私はこれからどうすればいいんでしょう？

　今の自分の気持ちを、あ……ありのままに話します。

　私は承しよう安あんで、街の商人の娘と毎日楽しく酒を飲んで遊んでいただけなんです。そうしたら突然その父親が反乱を起こし、太たい守しゆを殺してしまった。

　いつのまにか、見るからにおっかない、ヤクザか盗とう賊ぞくか、という風ふう体ていの男たちが集まってきて、気がついたら軍隊のようになって、あっというまにその軍隊の総司令官にされていた。

　な……何を言っているのかわからないと思いますが、私も何をされたのかわかりません。頭がどうにかなりそうです……」

　月原弦斉は大きくため息をついた。

「ふむ、そうだろうな……私も、今の自分の境遇を考えると頭がどうにかなりそうだよ。自分の力とか意思とかそういうものとはまったく関係のない、大きな力で流されていく自分をあっけに取られて見ているような気分だ」

「月原閣下もですか？」

「そうだ、私でさえそうなのだ。まだ若い君が混乱するのは当然だ。だがな、それは君に考える力があるという証拠なのだ。

　考えない人間は悩まない。目の前の利益だけしか見なければ、悩む理由が無い。飯めしがあれば食う。眠くなれば寝る。そういった日々に疑問を持たんのだ。それはなぜだと思うかね？」

　面めん涼りようは首を振った。

「いいえ、わかりません。なぜ、そんなその日暮らしに疑問を抱いだかないのでしょう？」

「答えは簡単だ。彼らはそういった境遇を自分で変えることができる、と思っていないのだ。自分から何かをするのではなく、ただ言われた通りに動いているだけなのだ。

　言われた通りに動いていれば、とりあえず日々の飯めしと寝るところは何とかなる。それでいい、と考えている。そういうことだ。だが、君はそれが不安なのだろう？　それでは嫌いやなのだ……違うかね？」

「はい、そうです、俺は不安です……とりあえず、今は何とかなってます。鳳ほう鶴かくの親父おやじさんは親切ですし、いいものも食えますし、酒も飲ませてもらえます。何もしなくていいし、毎日ぶらぶらしていても、文句も言われません……でも、時々、無性に不安になるんです……」

　月つき原はら弦げん斉ざいは面涼の顔を正面から見み据すえた。

「その不安の原因は、君自身にあるのだ」

「俺にですか？」

「そうだ、君は今、鳳鶴の言う通り踊っている。気が進まないのに、仕方なしに踊っているだけだ。どうせなら、嫌々踊るより自分で踊ってみようとは思わんのかね？　君はこれまで自分に何ができるかを考えたことがないのではないかと思う。

　まず、何かをやろう！　と思いたまえ。やろうと思うと、人間、自分でも思わぬことができるものだ。

　君が感じている、その不安、そのつまらなさは、君自身が動こうと思わぬがゆえの、つまらなさだ！　動きたまえ、考えたまえ、自分に何ができるかを！

　時代も運命も動き出しているのだ！　流されるよりも、それに乗ろうと思いたまえ。今のままでは、流されて、どこかの岸辺に打ち上げられ、そこで干からびて、鴉からすに目玉を突付かれるだけだぞ」

　月原の言葉は力強かった。やせ衰おとろえた身体からだの、いったいどこからそんな言葉が出てくるのか、と思うほど気き迫はくに満ちていた。

　面涼は思った。

　──自分で動く……か。

　そんなこと、俺は考えたこともなかった。適当に言われたことをやるだけで、それで充分だと思っていた。

　自分で動くなんて、そんなめんどくさいことやるやつは馬ば鹿かだ、楽して生きたほうが楽しいに決まってるじゃないかと思っていた。

　……でも、心のどこかにいつも不満が溜まっていた。楽して生きても誰も褒ほめてくれない。

「すげえ！」と言ってくれない。

　それが不満で仕方なかった……でも、今ならわかる。

　他人から「すげえ！」と言われたかったら、楽しちゃいけないんだ。楽をするだけなら誰だってできる。人を馬ば鹿かにするだけなら、否定するだけなら誰だってできる。

　でも、誰にでもできることをやったって、誰も「すげえ！」なんて思ってくれないんだ。

　面めん涼りようは顔を上げた。

「わかりました、考えてみます……俺に何ができるのか、それを……」

「うむ、何もしないのと、何もできないのは違う。俺には何もできない、と言う人間は、単に何もしないだけ、というのはよくある話だ。まず自分に何ができるかを考えて、それから始めるのがいいだろう。

　君には才覚がある。鳳ほう鶴かく殿という後ろ盾だてもある。金も力も使える立場にありながら、何もできません、などと言っていたら、バチが当たるぞ」

「わかりました、ありがとうございます！」

　面涼はそう言うと頭を下げた。

　土蔵の窓の下で、面涼と月つき原はら弦げん斉ざいの会話を盗み聞きしていた垣かき不ふは、感心したように首を振った。

　──さすがというか何というか。やっぱり月原弦斉という人間は、ただ者やおまへんな。

　声を聞いただけで、あの、腑ふ抜ぬけの面涼はんの顔つきが変わったのがわかるわ。

　その辺の親父おやじが説教したってああはいかへん。何で、月原弦斉の言葉にはあんな力があるのか、何となくわかった。

　──月原弦斉はんは信じとるんやな、自分の言葉を。自分の言葉に疑いが無い。

　これが体ていのいい、通り一遍の建て前ばかりのおためごかしやったら、誰も聞かへんやろ。

　面涼はんが、どう変わるか、こいつはちょいと楽しみでんな。おっと、面涼はんが出てきよった。元のところに戻らんと、盗み聞きしとったのがバレてまう！

　土蔵の扉が開く音を聞いた垣不は、慌あわてて表に回った。

　寝台の上に身を起こし、土蔵を出ていった面涼を見送った月原弦斉は、天井を見上げて大きくため息をついた。

　──こと、ここに至っては、もはや帝国の瓦が解かいは避けられん。ならば、早いほうがいい。早く壊れればより早く再建できる。

　帝国の病を治すには、これしかない。荒療治のほうが病の治りは早いことがある。

　──面涼には悪いが、私は鳳鶴とその一派に国を運営できるとは思っていない。彼らは、この閉へい塞そくした帝国に風穴を開ける道具だ。

　帝国の横腹に風穴が空いて、澱よどんだ空気が換気できればそれでいい。国家存亡の危機になれば、身分や縁故関係なしに、有能な人材が適用されるようになる。

　有能だが芽が出なかった若い才能を持つ者たちに、実績という後ろ盾ができる。そういった者たちの発言力が増せば、帝国は変わっていくだろう。

　──自分はそのための捨て石、嚙かませ犬だ。

　そして、月つき原はら弦げん斉ざいは、ぼそり、とつぶやいた。

「……賽さいは投げられた……もう後戻りはできん」




　土蔵を出た面めん涼りようが、承しよう安あん軍が司令部に使っている農家に戻ろうとしたとき、後ろから声をかける者がいた。

「もしや、総司令官殿ではございませんかな？」

　面涼が振り向くと、そこに一人の男が立っていた。

　南域の盗とう賊ぞく崩れのような風ふう体ていの男たちしかいない承安軍には不似合いな都風の、だらっとした袖と裾すそを持つ薄手の着物を着たその男は、まだ若い。面涼と同い年くらいだろうか？

　何よりも目を引いたのは、顔の上半分。鼻より上につけている銀色の仮面だった。

　その仮面を見たとき、面涼は、さっきの軍議のときに、臨りん在ざいが言っていた計略を思い出した。

　──道に反たん物ものを張って、追撃してきた帝国軍の近この衛え騎兵を足止めしたのは、この男か！

　面涼は小さく一礼した。

「そうです、私は承安軍の司令官で、後ご充じゆう面涼、と申します。あなたは……昨日きのう、温うん蕉しようの戦いで、わが軍の騎兵の危機を救っていただいた方ですよね？」

　仮面の男は嬉うれしそうにうなずいた。

「おお、お聞き及びでしたか。いかにも、私が奇策をもってあなた方の騎兵の危機を救い申した男、名前を崇すう鳳ほうと申します。以後、お見知りおきを」

「崇鳳殿は兵法を学んでおられたのですか？」

「ええ、練れん涯がい塾……を起こした神賢老師の弟で子しの方に、手ほどきを受けておりますが……自己流です。自慢するようなものではありません」

「あの練涯塾の！」

　崇鳳と名乗った仮面の男は慌あわてて顔の前で手を振った。

「あ、いえ、練涯塾ではなく、その練涯塾を起こした老師の流れを汲くんでいるというだけで練涯塾とは直接関係ありません。箔はくをつけるためにそう言っているだけです」

「なるほど、御ご謙けん遜そんですね」

「いえいえ……」

　そう言って首を振った後で、崇鳳は自分の仮面を指差した。

「私は、子供の頃に化薬を使った実験をしていて、顔面に酷ひどい火傷やけどを負いました。醜みにくい傷跡をお見せするわけにはいきませんので、このような仮面をつけております。失礼をお許し下さい」

「いえ、事情を伺うかがえば、どうということもありません」

　面涼は慌あわてて首を振った後で、崇鳳と名乗る男を見て考えた。

　──確かに少々胡う散さん臭くさいが、この男が機転を利かせて奇策をもって臨りん在ざいの騎兵隊を守ったことは確かだ。この男は使える。

「それにしても、あんな奇策は付け焼刃で思いつくものではありません。あなたの知識は確かなものです。今の承しよう安あん軍に一番足りないもの、それは知恵です。

　あなたが軍師として加わってくれれば、承安軍はもっと上う手まく戦えるはずだ！　ぜひ、軍師として承安軍に加わって……」

　そこまで言ったとき、面めん涼りようは、さっきの軍議に加わっていた指揮官たちの顔ぶれを思い浮かべた。

　──いや、駄だ目めだ……あの指揮官連中が、いきなりやってきた得体の知れないよそ者の指図を受けるとは思えない。

「どうかされましたか？　私が軍師になるのに何か問題でも？」

「あ、いや、お恥はずかしい話ですが、承安軍の指揮官はみんな田舎者で頭が固く、実に視野が狭せまいのですよ。自分たちの地縁血縁の人間しか信じていないのです。

　私も総司令官という肩書きは貰もらっていますが、実権は全くありません。総司令官が命令するから、あなたの言うことを聞け、と言っても誰も言うことは聞かないでしょう……」

「ふむ……」

　崇すう鳳ほうは小首を傾かしげて考え込んだ。

「私が昨日きのう助けた騎兵隊の隊長も、私の言葉を信じてくれないとお考えですか？」

「いえ、臨りん在ざいはあなたの言うことを聞くでしょう。実際に、あなたの機転で危機を脱したのですから」

　崇鳳はにやっと笑った。

「人は実績があって初めて信用してもらえる。机き上じようの空論で言い負かすことはできても、実際に人を動かすことはできません。論で勝ち取る敬意と、実績で勝ち取る敬意では違うのです。これは辛しん酸さんをなめて私が学んだことです。ですから、実績を積むしかありません」

「実績を積む？」

　怪け訝げんな顔をする面涼に、崇鳳は周りでばたばた走り回っている兵士を指差した。

「承安軍は出撃するのでしょう？　温うん蕉しよう奪だつ還かんのために。私をその戦いに同行させていただきたい。私の策が通用することを、実戦の戦場で証明すればいいだけのことです！」

　面涼はそうか、とばかりに大きくうなずいた。

「ああ、そうです、その通りです。論より証拠ですよね！　わかりました、私の馬車に一いつ緒しよに乗れるように鳳ほう鶴かく殿に頼んできます！　どうかよろしくお願いします！」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　崇鳳はそう言うと慇いん懃ぎんに一礼した。

　そして、顔を上げたとき、その鼻の穴がひくひく、と動いたことに、面涼は気がつかなかった。
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　南域の温うん蕉しようで、後のちに温蕉の戦いと呼ばれる大きな戦いが始まろうとしていた。







　　　第九章「御隠居」







　さて、風雲急を告げる南域とは対照的に、北域はのんびりとしたものだった。

　温うん蕉しようの戦いが行われた日から、六日ほど話はさかのぼる。

　この日、延えん声せいにある犂すき山やまの別宅の中庭で行われることとなった大だい宴えん会かいは、広く門戸を開放し、延声の各町内の顔役や商店主、北域維い新しん軍の五十人隊長などの、ほとんど一般人に等しい人々も招待する、規模の大きなものとなった。

　日が暮れる前から、犂山の邸宅の前には招待客が詰めかけて、わいわいと大おお騒さわぎである。

　集まった人々を相手にする、ハミウリ売りの屋台や、素焼きの壺つぼに井戸水を入れて、気化熱で壺を冷やした冷水売りなどが出るほどの盛況ぶりだ。

　別宅の中庭は、そんな表の喧けん騒そうとは無縁の静かなたたずまいを見せていた。

　深い井戸から水を引いて作られた池や、そこから流れ出す小さな川沿いに、いくつものかがり火が点ともされている。

　並べられた卓の上には、シムール風の腸詰の炒いため物や、小麦粉の麵めんを茹ゆでて炒めた帝国風の麵料理や、食後の果物、揚げ菓子などが置かれている。

　犂山の家に使えている料理人や給仕たちが食器や食材を持って甲か斐い甲が斐いしく卓の間を歩き回っているのを見て、晴せい凛りんが言った。

「犂山様が乗り気になってくれて助かった。僕たちだけじゃ、とてもこの規模の宴会は用意できませんよねえ……」

「ああ、帝国軍が攻めてくる前に、俺たちが侘タ瑠ル徒トの総そう督とく府の中庭で開いた宴会なんか、これに比べたら、ままごとみたいなものだ」

　伏ふせ龍たつはそう答えた後で、庭の真ん中で炭火を熾おこし、その上で鉄てつ串ぐしに刺さった大きな肉をふたつ、交互にぐるぐる回しているミーネをちらり、と見て言葉を続けた。

「……もっとも、あの光景だけは、変わんねえな」

「いえ、あのときは焼いている肉はひとつでしたが、今日きようはふたつです」

「そうか、そう言われてみれば今日のほうが豪華だな」

　目を輝かせて、肉の塊かたまりを覗のぞき込み、焼け具合を確かめるミーネは実に嬉うれしそうだ。

　晴凛と伏龍の視線に気がついたのだろう。ミーネはふと顔を上げ、そこに晴凛たちが来ているのを見て、にっこりと笑った。

「おお、来たか！　準備万端じゃ！　用意はできておるぞ！　わしが作った焼肉をみんなに振る舞ってやるのじゃ！　この焼肉料理は、シムールの王、エオルからお褒ほめの言葉を貰もらった後も研究を重ね、さらに美う味まくなっておる！」
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「へえ、どんな研究をしたんですか？」

　ミーネは自慢げに、そのぺったんこの胸を張った。

「うむ、聞いて驚け。わしは肉に合う香草を選んだのじゃ！　帝国人の中には羊の肉の匂においを嫌う者がおる。わしに言わせればあの匂いがするからこそ美味いのじゃが、帝国の料理を食べてみると、確かに香草と香辛料を使った料理もこれはこれで美味いということを知った。そこで……」

　ミーネは炭火の上で炙あぶられているふたつの肉の塊かたまりを指差した。

「このふたつには、違う種類の香草と香辛料を使った。風味が違うので飽きずに一杯食べられるのだ！」

「ソースで失敗した、あのトキと同じ結果にならなけレばいいのデスケドね……」

「うるさい！　今回は塩味だけじゃ！　ソースみたいに余分な味は一切つけておらん！　香草と肉の味で勝負じゃ！」

　小声で突っ込んだミリンに、ミーネが言い返したとき。

「いやあ、いい匂いだな。いや、確かにこの焼肉は、庭でなくては無理だな」

　晴せい凛りんが振り返ると、そこに犂すき山やまが立っていた。

　犂山は庭に運び出された卓の上に盛り付けられている料理や果物を見回して、実に嬉うれしそうに言った。

「こういう宴えん会かいのやり方があるとは思わなかった。私が知っている宴会というのは、宮中のしきたりに従った実に堅苦しいものでね。子供の頃は作法作法とうるさく言われて、ちっとも楽しくなかった。まあ、大人になってからは、適当にやっていたがね……」

　同じように庭を見回していた伏ふせ龍たつが、中庭の池から流れ出している小さな川を指差して聞いた。

「この庭は、もしかしたら、延えん声せいの街の周辺の地形を模して作られているのではありませんか？」

　犂すき山やまは目を見開いた。

「ほう、よくわかったね。確かにその通りだ。この別宅は、都から巻き狩りに来る人々を接待するために建てられたものでね。庭を狩りを行う猟場に見立ててあるのだよ。

　狩りに行く前に、ここで猟場の様子を頭に入れ、勢せ子こをどう動かして、鹿しかをどう追い立てて、どこで仕留めるか、それを思い浮かべるというわけさ」

「そうか、弦げん斉ざい様は、この中庭を真ま似ねて総そう督とく府の庭を作らせたのか……」

　晴せい凛りんの言葉を聞いた犂山はうなずいた。

「その通り、月つき原はら弦斉殿は、この庭を見て総督府の中庭を思いついたのだ。北域防衛の指揮官に地理感覚を持たせるために庭を地図の代わりにしよう、と考えた。都の連中には、辺境の税金を無む駄だ使いしている、という悪い噂うわさを流されたりしたが、あの総督府の庭は、すべて弦斉殿の私費で作られたのだ。税金を使って遊びのために作られたのは、むしろ、この庭なのだがね」

「月原様は常に帝国のことを考えていました。自分が帝国に対して何ができるか、それを。……そういう方が帝国に反旗を翻ひるがえすとは思えません」

「確かに、我々の知っている月原殿は、そういう人間だった。だが、環境は人間を変える。捕ほ縛ばくされ、投とう獄ごくされた月原殿の胸中に何か変化が起こったのかもしれない。それは我々にはわからない……」

　犂山はそこで言葉を切ると、嫌いやな物を見たときのような表情になって言葉を続けた。

「苑その山やま燕えん鵬ほうは、これを待っていたのかもしれないな……」

「これ……って。月原様が反旗を翻すことを、ですか？」

　驚く晴凛を見て、伏ふせ龍たつが答えた。

「ああ、実を言うと俺もそう思っていた……苑山は最大の敵である月原弦斉を亡き者にしたかったに違いない。だが、失脚したとはいえ国民の人気が高い月原を処刑すれば反感を買う。苑山は近きん在ざい官にまで昇り詰めたとはいえ出しゆつ自じは平民だ、定じよう族ぞくじゃない。利権で集めた支持が、あいつの権力の基盤だ。

　月原弦斉を処刑するには、それなりの罪状が必要だが、さっきの総督府の中庭の話でわかる通り、月つき原はら弦げん斉ざいは清せい廉れん潔けつ白ぱくで、いくら叩たたいても埃ほこりが出ない。北域辺境に流せば、中央の目が届かぬことをいいことに、よからぬことを企たくらむだろうと思ったのに、何もしない。それどころか、仇きゆう敵てきシムールとの間に和平を結ぶようなことまでやってのける……」

　犂すき山やまが伏ふせ龍たつの言葉の後を継いだ。

「苑その山やまは腹の底から願っていたに違いない……お願いだ、帝国に反旗を翻ひるがえしてくれ！　そうすればお前を朝敵として葬ほうむることができる、頼むから反乱を起こしてくれ！　とな。

　そして、それをわかっているからこそ、月原弦斉殿は一切の異議を申し立てることなく捕ほ縛ばくされ獄ごくに繫つながれたのだろう……何もしないこと、それこそが苑山燕えん鵬ほうに対する最大の攻撃だと知っていたのだろうな」

「では、なぜ、今になって？」

「それは私にもわからない。もう少し時間が過ぎて、中央や南域の話が伝わってこないことには、何とも判断がつきかねるな。私にわかることはひとつだけ……北域はしばらく平穏だ、ということだけだ」

　犂山がそう言ってにやっと笑ったとき、卓の向こうから、宴えん会かいの準備を仕切っていたアイリーンがやってくるのが見えた。

「ああ、アイリーンさん！　どう？　準備はできた？」

　晴せい凛りんに尋ねられたアイリーンは、ふう、と小さくため息をついた後で、にっこり笑った。

「ええ、すっごく忙しかったけど、犂山様のところで働いている侍従の方たちのお力を借りて、何とか準備完了よ。本当に犂山様のおかげです」

「いやいや、こんな宴会のやり方があるなんて思いもよらなかった。私も楽しみだし、うちの侍じ従じゆうたちにもいい経験になる」

　頭を下げたアイリーンに、犂山がそう答えたとき、ミーネの声がした。

「おーい、晴凛！　肉が焼けたぞ！　そろそろ宴会を始めんか？　このままだと肉がこげてしまうぞ？」

　ミーネの向かいで一いつ生しよう懸けん命めい大おお鍋なべに湯を沸わかしていたシャールもうなずいた。

「準備はできました、いつでもラグマンを茹ゆで上げることができます！」

　晴凛と犂山は顔を見合わせた。

「準備はできたようですね」

　犂山がうなずいた。

「よし、門を開けて招待客を迎えるとしよう」




　犂山の家に仕える侍従長が、中庭に通じる通路の小さな門の扉の前に立って、大きなよく通る声で招待客に開門を告げた。

「ではただ今より、皆様を北域王となられた泉せん野や晴凛様を称たたえる宴うたげへ御案内いたします。

　この宴うたげは北域王の流儀で執り行います。宴えん席せきは特に設けてございません。お好きな皿を取り、お好きな料理のところに行き、お好きなだけお召し上がり下さい。ではどうぞ！」

　招待客たちは互いの顔を見合わせた。

「なんと、自分で皿を持っていくのか。そんな宴会など聞いたことがない」

「ずいぶんと気楽な宴会ですなあ」

「好きなものを好きなだけ食べられるというのは、客にとっては嬉うれしい話ですな」

「しかし、自分の席が決まってないというのは、落ち着かないような気もするが……」

　口々にそんな言葉を交わしながら中庭に入って来た招待客──延えん声せいの街の主だった人々は驚きの声を上げた。

　庭に並べられた卓と、その上に並ぶ料理、という光景にも意表を突かれたが、何より驚いたのは、炭火の上でぐるぐる回されて炙あぶられている大きな焼肉と、その向かいでこれまた白い湯気を立ててぐらぐらと煮えたぎっている大おお鍋なべだった。

「なんと、目の前で料理を作るのか」

「これはすごい」

　招待客の中からさらに驚きの声が上がった。

「あれは……あの、肉を焼いているのは……ミーネ姫ではないのか？」

「あっちの大鍋の前にいるのは……シャール姫だ！」

「なんと、姫君みずから料理を振る舞うというのか！」

「これがシムールの風習か？　いや、帝国では考えられん……」

　中門を入ったところで招待客を出迎えていた晴せい凛りんが、笑いながら答えた。

「シムールが暮らしている包建パイクーという家には、仕切りがありません。台所も寝室も客間も無く、客も主人も家族も同じ部屋で食事をするのです。

　今日きようの宴会はシムール風です。堅苦しい作法もしきたりもありません。そこの机の上にある皿か小鉢を手に持って、好きなものを好きなようにお召し上がり下さい。ミーネ姫が作る焼肉と、シャール姫の作るラグマンは、絶品です。さあどうぞ、御ご遠えん慮りよなく」

　晴凛の言葉を聞いた招待客たちは、一斉に机の上に置かれた皿を手に取り始めた。

　自分が焼いている焼肉の前にやってきた客を見て、ミーネが嬉しそうにうなずいた。

「おお、さっそく来たか。よし、一番よく焼けているところをやろう、皿をよこせ！」

　ミーネはそう言うが早いか、小刀を持って、焼肉の表面を削そぎ取り始めた。

　削がれた肉の断面から滴したたり落ちる薄桃色の肉汁をすくうように皿に盛り付ける。その手て馴なれた刀さばきに、客たちの間から感嘆の声が上がる。

「いや、見事な腕前だ」

「肉のほうの焼け具合も絶品だな」

「まさか、北域王の奥様みずからの手料理をいただけるとは思わなかった」

「お、奥様じゃと？」

　奥様と呼ばれて、目をきらきらさせて舞い上がるミーネを見て、ミリンがぼそりと突っ込んだ。

「手料理も何も、この山やま猫ねこハ、これしかデキまセンけどね……」

「うるさい！　同じではない、作るたびに研究し改良して、より美お味いしくしているではないか！」

「はいはい、よそ見をシない！　刃物を持ってるんデスから……手元が狂うと危ないデスよ」

「お前が余分なことを言わなければいいのじゃ！」

　付き添っているミリンと、ミーネが、いつものように言い合いをしながら、焼肉を配り始めると、たちまちのうちに行列ができた。

　ミーネたちの向かいで、ラグマンを作るシャールの横でそれを見ていたメンミが悔くやしそうにつぶやいた。

「お姉さまのラグマンのほうが絶対美味しいのに……悔しいですわ」

「肉の焼ける匂においが、人を呼ぶのだから仕方ない。この匂いをかいだら、誰でも食べてみたくなる」

「ならば、私たちも、匂いで客を呼びましょう！」

「蓋ふたを開けたままにすると、汁が煮詰まってしまうぞ」

「煮立せなければいいのですわ、火を引きましょう」

　メンミはそう言うと、かまどの前にしゃがみ込む。中にあった炭火をより分け、ラグマンの汁を煮た鍋なべの蓋を開けた。

　白い湯気が立ち昇るのと同時に、肉を煮たスープの匂いがあたりに広がった。

　その匂いに気がついたのだろう。近くを歩いていた商人らしい身なりの男が目を見開いて足を止めた。

「これは……漁醬ガーム？」

　男の連れが怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「漁醬って何だ？」

「海のほうで使われる調味料だ。何でも魚を塩漬けにして作るそうだが、一風変わった匂いがするんだ」

「魚の塩漬け？　何だか生なま臭ぐさそうだな」

　顔をしかめる仲間を見て、商人の男は笑った。

「ああ、確かに臭くさい。臭いが……味は絶品だ。どうやら、シャール姫の作っているラグマンには、漁醬が入っているらしい。食べてみるとするか」

　男はそう言うと、シャールの前にやってきた。

「イラッシャイマセ！」

　にっこり笑うメンミに、男はＶサインを出すように指を突き出した。

「ふたつくれないか？」

　鍋なべのスープの匂においをかいだ男の連れが、不安そうに言った。

「ひとつで充分じゃないか？」

「いや、いいから、騙だまされたと思って食べてみろ」

　メンミからラグマンの入った小鉢を受け取った男は、ちょっと驚いたようにつぶやいた。

「おや、このラグマンは細いな……普通のラグマンの半分くらいしかない」

　男の言葉を聞いたシャールは、片言の帝国語で答えた。

「ラグマン細いと、汁と一いつ緒しよに食べられる。そのホウガおいしいデス」

「ふむ、そういうものかね」

　そうつぶやいて、一口ラグマンの麵めんをすすった男は、目を見開いた。

「こ、これは！」

「どうした？　不ま味ずいのか？」

　男は、一気に麵をすすり込んだ後で、首を振って叫さけんだ。

「違う！　美う味まい！　こんなラグマン食べたことがない！　食べてみろ！」

　男の連れは、おそるおそる麵を口に運んだ。

　なじみのない魚の匂いが鼻を突くが、悪臭というほどではない。そして、スープに絡んだ麵を口に入れたとたん、何とも言いようのない味が舌の上に広がった。

　肉のスープの味はする。だが、それだけではない。塩味と共に広がるのは、漁醬ガームの旨うまみだった。

　肉と魚の旨みを溶かし込んだスープをたっぷり含んだ細い麵が口の中に広がる。嚙かみ締めると、もちもちとした歯ごたえと共に麵が歯の間で弾はずむように切れていく。

　小麦粉の風味がスープの中に溶けていくのと同時に、温かさと香りと渾こん然ぜん一体となった美味さの塊かたまりが喉のどを滑すべり下りて、腹の中にじわっと満足感が溜まる感触が生まれる。

　連れは思わず大声で叫んだ。

「美味い！」

　辺あたりにいる招待客の視線が集まるのを気にもせず、商人の連れは大声で言葉を続けた。

「なんだこれは！　こんなラグマン、食べたことないぞ！　これが漁醬の旨みなのか？」

　ラグマンはスープの中で小麦粉の麵を煮るため、いわば煮込みうどんのような風味になる。小麦粉がスープに溶けることで、スープにとろみがつくため、寒い季節などには身体からだが温まる料理として重宝されている。

　だが、今は夏である。シャールはさっぱりと麵を食べる方法を考えて、麵を別の鍋で茹ゆでてから、スープと合わせるという、この手法を思いついた。

　だが、このやり方は麵にスープの旨みが染み込まない。その分スープの旨みを濃くする必要がある。

　塩を多くしても塩辛くなるだけで旨うまみが濃くならない。そして、肉のスープだけでは、どうしても力不足なのだ。

　肉のスープに漁醬ガームを足すことで、初めて別茹ゆでした麵めんに絡むだけの濃い旨みを持つスープを作ることができたのである。

　シャールが作ったこのラグマンは、いわば現代日本で言うところの魚介系スープの塩ラーメンである。

　鶏ガラの代わりに羊肉を使っているとはいえ、それ以外の食材と調理の仕方はほぼラーメンに近いだろう。

　この、まったく新しいラグマンの味は、すぐに招待客の間に広まった。

　さっきまで、ミーネの焼肉の前に群むらがっていた人々の列は、あっという間にシャールの前に移動した。

「うひゃあ、大忙しですわ！　どっかの焼肉屋さんと違って……」

　これ見よがしに嬉うれしそうに悲鳴を上げてみせるメンミを見て、ミーネは奥歯を嚙かんだ。

「ぐぬぬ……」

「悔くやしがっても仕方ありマセン。お客さんはもうお肉を食べていますから、他のものを食べてみたい、と思うのは当然デス」

「肉を食べたなら、また肉を食べればいいではないか！」

「そんなに肉ばかり食べられマセン。食べられるのは山やま猫ねこくらいデス」

「龍りゆう飛ひはもりもり食っておったのに……延えん声せいの兵隊は食が細いのう……」

　ミーネが悔しそうにつぶやいたとき、目の前に、のそり、と一人の大男が現れた。

　それは白い包帯で左の腕と肩を固めた猿えん趙ちようだった。

「何じゃ！　何しにきおった！　また晴せい凛りんに喧けん嘩かを吹っかけるつもりか！」

「と、とんでもございやせん！　滅相もない！」

　猿趙はそう言って慌あわてて首と右手を振ると、いきなりその場に座り込んで土下座を始めた。

「ミーネ様、ミリン様には、とんでもない迷惑をおかけいたしました！　あの日以来、こうやってお詫わびする機会がありませんでした。本日、お招きいただいたのを機会に、ぜひともお詫びさせていただきたく……」

　ミーネが閉口したように答えた。

「ああ、もうよいもうよい。大の男が地べたに座って頭を下げるな。みっともない！　構わんから立て！　見ているわしのほうが恥はずかしい！」

「お許しいただけますんで？」

　顔を上げた猿趙に向って、手のひらをあしらうように前後に振りながら、ミーネは答えた。

「ああ、許した許した。それに今はお前も、維い新しん軍の兵士なのじゃろう？　ならば晴凛の子分じゃ。許すも何もなかろう。さあ立て」

「そうデス。でっかい図ずう体たいした熊みたいなのが前にうずくまっていたら、誰も寄り付きまセン。とっとと立つのデス」

「ミリンの姉御から、そんな温かい言葉をかけていただけるなんて、この猿えん趙ちようは幸せ者です！」

「今のは温かい言葉だったのか？」

　そう聞くミーネに向かって、ミリンは黙だまって肩をすくめてみせた。

「まあ、とにかくそこをどけ。邪じや魔まだ！」

「はいっ！　申し訳ありません！」

　猿趙はそう言うなり、ばね仕掛けのように立ち上がって飛び下がった。

「ずいぶん素直になったな……」

「ええ、気持ちワルイデスネ。伏ふせ龍たつ殿が妙みような薬でも飲ませたか、ソウでなけレバ、何か企たくらんでマすネ、絶対」

　ミリンの言葉を聞いた猿趙は情けなさそうな顔になって、ぶんぶんと首を振った。

「そんなこと言わないで下せえ……いや、下さい。俺は心を入れ替えたんすから！」

「心を入れ替えテモ、きっと魂たましいが腐ってマスね。人間、ソウ簡単に変われるもんじゃアリマセン」

「ひでえ、ひでえっすよ、ミリンの姉御！」

　泣きべそをかく猿趙を見て、ミリンは冷たく言った。

「アナタに姉御と呼ばれる筋合いはアリマセン」

「筋合いはなくても、勝手に呼ばせていただきやす！　この猿趙、二十二年生きてきた喧けん嘩か人生で、初めて姉御に倒されて、敗北というものを知りやした！　そして、気がついたんす！　自分がいかに馬ば鹿かで、小っせえ人間だったか。

　姉御に倒されなきゃ、俺は今でも、小っせえチンピラに過ぎなかったと思いやす。ミリン姉御と晴せい凛りんの兄貴は、俺の恩人です。一生ついていきやす！」

「ちょっと待て、この人間凶きよう器き。鬼も泣いて逃げ回る行かず後ご家けのミリンに負けたというのはわかるが、何でそこで晴凛が出てくるのじゃ？　お前は晴凛を殴なぐり倒して勝利宣言したではないか！」

「誰が人間凶器デスか！」

　眉まゆを逆立てるミリンをそのままにして、猿趙は答えた。

「ええ、骨を折られて、寝床の上で考えたんです。あの試合、俺は負けていたと……矢なんて関係ねえ、ぶん殴っちまえばこっちのもんだと思ってたんですが、もし、あの矢に本物の矢じりがついていたら、今ごろ俺は生きちゃいねえな、と。

　んでもって、覚悟を決めたんです。北域王をぶん殴っちまった卑ひ怯きよう者ものの俺は許してもらえねえだろうって。広場に引きずり出されて、首切られて終わりだろうって……。

　そうしたら、次の日に光こう凛りんの旦だん那ながやってきて、俺を維い新しん軍の兵士に採用する。手下と一いつ緒しよの隊にして、俺を五十人隊長にするって言うんすよ。

　俺、驚いて聞いたんスよ、何でだって。俺は王様ぶん殴なぐった卑ひ怯きよう者ものだって。何でその俺が兵隊に、それも隊長になれるんだって。

　そうしたら、それは晴せい凛りん様の命令だって……人を集めてその親分をやっていたってことは、人を使うことができる力があるに違いないから、俺を隊長にしたんだって聞いて……。

　俺、信じられなかったんすよ、そんな人がいるのかって。そしてわかったんす。俺、ぜってーかなわねえって。人を許せるって、すげえって……自分の馬ば鹿かさと、自分の小ささに気がついて、俺、泣いたっす。三日泣いたっすよ。

　そして三日目に決めたんす。俺、ついていくって、一生晴凛様についていくって！」

　鼻水を垂たらしながら泣く猿えん趙ちようを見て、ミーネは笑いながら答えた。

「そうか、わかったか。晴凛はすごかろう？　だから北域王なのじゃ。腕っ節には少々難があるが、中身がでっかいのじゃぞ。わかったから泣くな。図ずう体たいのでっかい男が泣いているのは、みっともない！　今、焼肉を切ってやるから、それを食え！　腹一杯肉を食って、晴凛と一緒に働くのじゃ、いいな！」

　そう言うと、ミーネは焼肉の塊かたまりから、見るからに香ばしそうな部分を厚く切り取って、皿に盛り付けた。肉からは美う味まそうにジュジュウと脂と肉汁が滴したたり落ちている。

「ほれ、持っていけ！　身体からだに似合うように大盛じゃ！」

「ありがとうございます！」

　半泣きで皿を受け取った猿趙が立ち去ると、それを見ていた維新軍の隊長たちが一斉にやってきた。

「私にも焼肉をいただけますか？」

「俺にも下さい！」

「私にも！」

　いきなり人が、それも兵士たちが集まってきたのを見て、ミーネが目を丸くした。

「どうしたのじゃ？　いきなり人が増えたぞ、それも兵隊ばかり……」

　ミーネの前に立った隊長が笑いながら答えた。

「ああ、私たち兵士は、延えん声せいの町の人たちが、ひと通り食事を終えた頃に宴えん会かいに顔を出せ、と言われまして……」

「俺たちが先に来ると、宴会の食事を食い尽つくしてしまうかもしれませんからね……」

「まあ、兵隊なんてのは身体からだが資本ですから、それを維持するために人の倍は食いますしね」

「おお、そうかそうか、うむ、安心しろ、肉はふたつ用意してある。さあ食え！　どんどん食え！　いくらでも焼いてやるぞ！」

　ミーネが胸を張ると、兵士たちは歓声を上げた。

　上じよう機き嫌げんで肉を焼き始めたミーネを見て、メンミが悔くやしそうにつぶやいた。

「また、あの性しよう悪わる山やま猫ねこの肉に人が集まり始めましたわね……」

「こっちはひと段落ってところだな。評判がよくて、本当によかった」

　そう言って微笑ほほえむシャールを見て、メンミは不満げに唇くちびるを尖とがらせた。

「お姉さまは、あの光景を見て悔しくないんですか？」

「うん、全然……なぜなら、あの者たちは兵隊だろう？　若い男の人が焼肉に集まるのは当然だ」

　シャールはそう言った後で、何かに気がついたように目を見開いた。

「いけない！　すっかり忘れていた。メンミ、そこにある小鉢に、ラグマンを二人分盛り付けて、ミーネ姫のところにお届けして」

「山猫にですの？」

「ああ、そうだ。相手に御ご馳ち走そうするのは礼儀だ」

「そうですか……で？　中には何を仕込めばいいですの？」

「仕込むって？」

「……お腹なかがゆるくなる薬草とか……」

　シャールはメンミをにらみつけた。

「お前は馬ば鹿かか！　そんなことは、たとえ冗談でも言ってはいけないぞ！」

「わかりましたお姉さま、思うだけにします」

「思うのも駄だ目め！　勝負はいつも正々堂々！　小細工は許さない！」

「はあい」

　メンミは不満そうに返事をすると、ラグマンを作り始めた。

　麵めんを茹ゆでながら、ちらっとシャールを見ると、食い入るような目でメンミの手の動きを見つめている。

　──ちっ！

　メンミは聞こえないように小さく舌打ちをすると、小鉢にスープを注ぎ、そこに茹で上がった麵を入れた。

「できましたわ、お姉さま」

「ちゃんと作ったようだな……これなら安心だ。さあミーネ姫とミリンさんのところまで持っていって」

「はい、お姉さま」

　そう言ってお盆に小鉢を載せるメンミを見ていたシャールが、にっこり笑って言った。

「その前に、その、服の袖に握り込んでいる香草を置いていきなさい」

「え？」

　思わず目を見開いたメンミを見て、シャールは冷たい声で言った。

「さっき、スープを入れたときに、一いつ緒しよに入れようとした辛から味みの香草だ。あれは、ほんのちょっとだけ入れるから美お味いしくなるんだ。お前が握にぎっている分量は、いくらなんでも多すぎる」

「……見ていたのですね」

「ああ、しっかり見ていた。油断も隙すきもないな、お前は……」

　メンミは、仕方ない、という風にため息をつくと、右袖に握り込んでいた香草を調理台の脇わきに置いた。

　改めてお盆を持ち直したメンミは、そのまま向かいで肉を焼いているミーネのところに歩いていった。

「ミーネ姫さま、ミリンさま。お姉さまから、お二人へお届けするようにとのことでございます」

　目の前にラグマンの入った鉢の載ったお盆を出されたミーネは、一歩後ずさった。

「貴様！　何を入れた！」

「何も入ってません！　失礼な！　入れようと思ったけど、お姉さまに止められたのよ！　勝負は正々堂々とするものだって！」

　メンミの言葉を聞いたミーネの表情が緩ゆるんだ。

「そうか、ならば安心だな。シャールは信用できる。そしてお前がシャールを裏切らぬこともわかっておる。つまり、これは安心して食える、ということだ」

　その言葉を聞いたメンミは頰ほほを染めてミーネをにらんだ。

「何よそれ……褒ほめたつもり？」

「別に褒めたつもりはないぞ、そう思っておるだけじゃ。それよりも、今、お返しの焼肉を切ってやる！　一番美う味まそうなところを選ぶから、ちょっと待っておれ」

　ミーネはそう言うと、よく炙あぶられている焼肉を小刀できれいに薄切りにして、皿に盛り付けた。

「あまり厚いと嚙かみ切れんからな、薄くしてやったぞ。本当はがぶり、と嚙み付いて食いちぎるのが一番美味い食い方なのじゃが、シャールはそういうのが苦手じゃろう。さあ、冷める前に持っていけ」

　そう言って胸を張るミーネを見て、メンミは複雑そうな表情でうなずいた。

「ありがと……あんたって、もっとガサツな人間だとばかり思ってたけど……ちょっと見直したわ。でも、いい？　ちょっとだけだからね、勘違いしないでよ？」

　ミーネは、にいっと、白い歯を見せて笑った。

「わかっておる！　わしとシャールは敵同士じゃからな！　でも敵同士でも仲良くすることはできる。さあ持っていけ！」

　メンミは小さく頭を下げると、お盆に焼肉の皿を載せて戻っていった。
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　その後ろ姿を見送ったミーネは、横に立っていたミリンに持っていた小刀の柄えを差し出した。

「というわけで、わしはラグマンを食べるから、後は頼んだぞ！」

「ちょっと待ちなさい！」

「すぐに食べて交代する！　では頼んだぞ！」

　ミーネは一方的にそう言うと、ラグマンの小鉢を持って、調理台の裏手に引っ込んだ。

　──シャールのやつめ、どんな料理を作ったのじゃ？　あれだけ人が集まっておったということは、きっと美う味まいに違いない。

　ミーネは小鉢に入って湯気を立てているラグマンに目を落とした。

　──これは……ずいぶんと細い麵めんじゃな。スープも澄すんでおる。煮込んで食べるラグマンとは別物のようじゃ。

　そして次に、くんくん、と匂においをかいだミーネは顔をしかめた。

　──むう、何じゃこれは、妙みような匂いじゃ。うむ、これはエオル王の前で料理対決をしたときのスープの匂いによく似ておる。

　いや、あのときよりも生なま臭ぐささが消えておるな。どうやら香草で匂いを中和しておるのだな。

　ミーネが鉢に箸はしを差し込んで、麵を摘つまみ上げると、麵の間にたっぷり含まれたスープが滴したたり落ちた。

　──これはつまり、このスープと一いつ緒しよに麵を食わせる工夫ということか。うむ、考えておるな。敵ながらあっぱれじゃ。

　そんなことを考えながらミーネがラグマンを口に運んだ頃。

　シャールもまた、ミーネの焼いた焼肉を見て、ふう、とため息をついていた。

「まったく、見事なものだ、ミーネ姫の焼肉は。この薄桃色に火が通った切り口ににじむ肉汁といい、二種類の香草による風味の違いといい、ただの焼肉をここまで美お味いしそうな料理にしてしまうとは……」

「肉なんて、どう焼いても同じでは？　こんな単純な料理、料理とは呼べませんわ」

　そう言い放ったメンミを見て、シャールはたしなめるように言った。

「単純だからこそ、難しいのだ。肉には、その美び味みを引き出す焼き方というのがある。逆に言えば焼き方ひとつで肉の味は大きく変わるのだ。ミーネ姫はその焼き加減を見抜く目がある。天性の勘と言ってもいいのかもしれない。ミーネ姫には勝てる気がしないな」

「見た目だけかもしれませんわ、食べてみないことには……」

「ああ、いただこう、ちょうど今はお客様もいないし……」

　そう言って皿の上の薄切りの焼肉を口に運んだメンミとシャールは、目を丸くした。

「何だ、これは。美味しい！」

「味付けは塩？　塩だけなの？　どうして塩だけでこんな豊かな味になるの？」

「焼き加減だ、それだけなのに。肉の旨うまみが一番出る温度、それを見切っているんだ！　それに、この香草！　二種類で見事に違う風味になっている！　かわりばんこに食べたら、いくらでも食べられそうだ！」

　夢中でほおばった後で、シャールは、ふう、とため息をついた。

「いつの間にこんなに腕を上げたのか……きっと私ががんばっている間に、ミーネ姫も肉の焼き方を練習していたのだな。タッケイの里で特訓しなかったら、料理の腕もきっと大きく水をあけられていたかもしれない」

「大丈夫です！　お姉さまには、その身体からだがございます！　たとえ料理下べ手たでも床とこ上手じようずなら！」

「やめんか馬ば鹿か！　なんということを口走るのだ、お前は！」

　真っ赤になったシャールがメンミを叱しかったとき。ミーネの声がした。

「すすす、すごいぞシャール！」

「ええ、お姉さまはすごいです、脱いでもすごいですわよ」

「脱ぐ？　何のことを言っておるのだ、わしがすごいと言ったのは、このラグマンじゃ！」

　ミーネはそう言うと、空っぽの鉢を突き出した。

「わしは今まで、こんな美う味まいラグマンは食べたことがない！　このラグマンは最高じゃ！　どうやったら、こんな美味いラグマンを作ることができるのじゃ？　教えてくれんか？」

　そのとき、ミーネの後ろから同じような声が飛んだ。

「そうです！　教えて下さい！」

「これ、商売になります！　教えて下されば、商売にして、儲もうけの何割かをお支払いします！　ですから！」

　見ると、そこに目の色を変えた蒼あお橋はし商会の玉ぎよく麗れいと銀ぎん麗れいが立っていた。

　メンミが進み出た。

「教えろ、だなんて！　これはシャールお姉さまが苦労に苦労を重ねて……」

「そう、苦労しましたわ。だから教えてあげましょう」

「ええ、教えてあげるのです……って、ええっ？」

　驚くメンミに、シャールは微笑ほほえみかけた。

「みんなが聞きたがっているのだ。それだけ私の料理が認められたということではないか。さあ、メンミ、あの壺つぼを持ってきなさい」

「で、でも……」

「秘密にするようなことではない。あれを知ることで、みんなが美お味いしい料理を食べられるのです。喜ぶべきことではありませんか」

「はい……」

　シャールに諭さとされたメンミは、食材の詰まれた戸棚から、両手で持てるくらいの大きさの壺を持ち出してきた。

「おお、これがそうか！」

　喜んで飛びついたミーネが蓋ふたを開けて、顔をしかめた。

「うわっ！　何じゃこれは！　毒ではないか！」

「毒ではありません」

　大おお騒さわぎするミーネにおかしそうな表情で微笑むシャールを見て、メンミは初めて漁醬ガームの壺の臭いをかいだときのことを思い出していた。

　──やっぱり、何も知らずにあの臭においをかいだら、誰だって毒だと思うわよねえ……。

　シャールは壺の中から上うわ澄ずみをすくい取り、小皿に垂たらして、蒼橋姉妹の前に差し出した。

「コレハ漁醬と呼ばレルモノ、帝国の東ノ海で取れる小魚ヲ、塩デ漬ケタモノ」

「漁醬！」

「あ、聞いたことがあるわ！　海産物を料理するときに隠し味で使うって！」

「お魚と塩だけで、こんな複雑な味が生まれるのねえ……」

　玉麗は悲しそうな顔になった。

「海のものってことは、この北域ではそう簡単に手に入らないってことね」

「ええ、ワタシも取り寄せるのに苦労シマシタ」

　シャールの言葉を聞いた玉麗と銀麗は顔を見合わせて、どちらともなくため息をついた。

「やっぱり、そう簡単に儲もうけ話は転がっていないわねえ」

「これで作ったラグマンを売り出せば商売になると思ったのに……肝心の漁醬が手に入らないんじゃ無理ね」

　二人の会話を聞いていたミーネが、不思議そうな顔でシャールに聞いた。

「この漁醬ガームとやらは、塩と魚で作れるのか？　他に材料は必要ないのか？」

「ええ、塩と魚だけで、こういった味になるのですよ」

「なんだ、ならば作ればいいではないか」

「え？」

　玉ぎよく麗れいが目を見開いた。

「作るって……これを？」

「そうじゃ、塩ならシムールの赤塩がある。魚はロブ湖で、小魚がいっぱい取れるではないか。干物にして市場で売っておるじゃろう？」

「そうか！　そうよね！　あそこで取れる小魚が、漁醬に向いているかどうかわからないけど……やってみる価値はあるわ！」

　目を輝かせる銀ぎん麗れいを見た玉麗は、もうひとつの可能性に気がついた。

「そうか！　そうよ！　漁醬を売ればいいのよ！　赤塩は、そのままじゃ闇やみ塩じおだから売れない場所でも、漁醬にしてしまえば売れるのよ！　漁醬は塩じゃないわ！　専売に引っかからないのよ！」

「さすがですわ、お姉さま！　無む駄だに歳とし食ってませんわね！」

「叩たたき殺しますわよ、そういうことばかり言っていると！」

　玉麗は笑いながら言い返した。蒼あお橋はし姉妹の二人は手を取り合って、ぴょんぴょん跳はねる。もう完成したかのような騒さわぎだ。

　先ほどから、その様子を遠巻きにながめていた晴せい凛りんと伏ふせ龍たつだが、二人のはしゃぎように晴凛は目を丸くする。だが、伏龍は面白そうな表情でつぶやいた。

「シムールの赤塩とロブ湖の魚で漁醬を作る、か。こいつは面白いな……もしかしたら北域に新しい産物が生まれるかもしれねえ。産業ができれば、金が入ってくる。金が入れば、人々の生活は豊かになる……願ったりかなったりだな」

　晴凛がうなずいた。

「北域が豊かになるなら、大歓迎です」

　そして、晴凛はミーネに歩み寄ると、頭に手を乗せてわしゃわしゃ、と搔かき回した。

「すごいですね、ミーネ姫！　よく思いついた！」

「えへへへへ」

　晴凛の手に気持ちよさそうに目を細め、真っ赤になって照れるミーネを見て、メンミが忌いま々いましそうにつぶやいた。

「元はと言えば、漁醬をお教えしたのはシャールお姉さまですわ！　なのに、なぜあの山やま猫ねこが褒ほめられるのですか！　納得いきませんわ！」

「まあ、そう言うな。私は漁醬を持ってきただけだ。それを作ることを思いついたのはミーネ姫だ。ここはミーネ姫に功績を譲ゆずろう」

　漁醬ガームについて盛り上がってる蒼あお橋はし姉妹と晴せい凛りんたちを見て、同じくその騒さわぎを遠巻きにしていた犂すき山やまは、横に立っていた光こう凛りんに向かって笑いかけた。

「いやはや、すごいな。漁醬については私も知っていたが、あれは海のものだ、と決めつけて自分たちで作ろうなんて思ったこともなかったよ」

　光凛も笑いながら肩をすくめてみせた。

「シムールの赤塩が本当にある、ということを知らなかったのですから、漁醬を作ろうと思わなかったのも無理はありません。豊富な塩があって初めて作れるものでしょうし……まあ、文字通り、海のものとも山のものともつかない思いつきですけどね……いろいろ試してみるのはいいことだと、私も思います」

「まったく、若い連中の発想と行動力には驚かされる……」

　犂山がそう言って笑ったとき、老人の怒ど鳴なり声が炸さく裂れつした。

「この、大おお馬ば鹿か者ものーっ！」

　驚いた犂山が振り返ると、そこに、白髪しらがに白い髭ひげを生やした老人が立っていた。

　老人は手に持っていた杖つえを振り上げて叫さけんだ。

「何が、若い者の発想には驚かされる、じゃ！　お前だってまだまだ若いではないか！　何じゃ、その年寄りみたいな言い方は！　嫁も取らん、跡継ぎも残さぬうちに老ふけ込まれてたまるか！　お前は、わが犂山家を滅ぼすつもりか！　この、親不孝者め！」

　宴えん会かいの招待客が驚く中で、犂山が、ぽつり、と口を開いた。

「ち、父上……どうしてここに！」

　招待客たちは再び驚いた。

「父上だと？」

「じゃあ、あの老人は、犂山随ずい細さい？」

「定じよう族ぞくの名門じゃないか！」

　老人は驚く招待客に向かって深々と頭を下げた。

「いや、お騒がせして申し訳ない。お忍びでここまでやってきたが、息子があまりに不ふ甲が斐いないので、思わず怒鳴ってしまい申した……犂山家四代目領主、犂山随細と申す。よろしくお見知りおきを」

　晴凛たちも慌あわてて頭を下げた。

「は、初めまして。私はこのたび北域王となりました、泉せん野や晴凛と申します。こちらが……」

　晴凛が言いきらないうちに、ミーネが右手を上げた。

「わしが晴凛の嫁、シャン・クム・ミーネじゃ！　よろしくな、爺じいさん！」

「あ、こら！　ちゃんと挨あい拶さつして下さい！　こちらの方はですね……」

　慌てる晴凛を制して、犂山随細は笑った。

「ああ、いやいや、構わん。こんな風ふう体ていで、宴えん会かいに乱入してくるような不ぶ躾しつけな爺じいじゃ。堅苦しい挨あい拶さつは抜きじゃ」

　晴せい凛りんはほっとしたように小さく息を吐はくと、シャールを指し示した。

「こちらは私の妻で、タッケイ・ラム・シャールといいます」

　シャールは帝国風にお辞儀をして、片言で挨拶した。

「晴凛様の妻、タッケイ・ラム・シャールです、シャールと呼んでクダサイ」

「ほう、嫁に……妻か」

　犂すき山やま髄ずい細さいは目を丸くした後で、嬉うれしそうにうなずいた。

「よしよし、その意気やよし！」

　そして、くるり、と息子である犂山稜りよう世せいに振り返った。

「見ろ！　北域王となった晴凛殿は、この若さで、二人の配偶者を持っておるではないか！　それに引き換えお前は何じゃ！　このド甲か斐い性しようなしが！　悔くやしかったら、嫁の四人五人連れてこい！」

「いや、四人五人と言われても……」

　犂山稜世は困ったように頭を搔かいた。

「ただ、浮名を流すだけなら誰にもできる。こういった、ちゃんとした娘さんを探してくることが、どうしてお前にはできんのじゃ！」

　犂山随細はそう言うと、一歩進み出てミーネに近づき、その顔をしげしげ、とながめた。

「うむ、この子は聡さといな。賢いだけではない、聡い。一を聞いて十を知る。素直で、無色な心の持ち主じゃ。だから人の心にすっと入っていける。そして潔い。潔い女というのはなかなか得え難がたい性質じゃ。晴凛さん、この子を大事にしなされ」

「は、はい！」

　思わず息を吞のんだ晴凛と、驚いたように目をぱちくりさせるミーネを見て、犂山稜世は苦笑いするように言った。

「いやあ、すまん、驚いただろう。うちの親父おやじは人相を見るのが趣味でな……というより特技と言ったほうがいいかもしれない。先代の皇こう帝ていに頼られて、官かん吏りの任用などの仕事に回されていたのだ。人相が卑いやしいというので、苑その山やま燕えん鵬ほうを近きん在ざい官にするのに反対した。まあそれが原因で隠いん居きよさせられてしまったわけだが……」

「うむ、あれはわしの目が曇くもっていなかった証拠じゃな……」

　犂山髄細はそう言うと、今度はシャールの前に進み出た。同じようにじっとシャールの顔を見る。

　真剣な目で見ていた随細の顔が、ふっと綻ほころんだ。

「この子は情に厚い。そして信義を重んじる。愛する夫にとことん尽つくすじゃろう。不器用じゃが努力家じゃ。修練を積んで達人に近づく。曲がったことが嫌いで、人を信じることをためらわん。よき妻、よき母となろう……大事にせんとバチがあたるぞ」

「は、はい！」

「あ、ありがとうゴザイマス！」

　律りち儀ぎに応える晴せい凛りんを横目に、シャールは真っ赤に染まった頰ほほを押さえて頭を下げた。

「いや、礼には及ばんよ、本当のことじゃ」

　随ずい細さいは、ほっほっほっ、と笑った後で、晴凛の前に進み出た。

「その眼帯を取っていただけるかな？　無くてもいいのじゃろう？」

「あ、はい、わかりました。すみません」

　晴凛はそう言うと、慌あわてて眼帯を外した。

　随細はしばらく無言のままじっと晴凛の顔を見つめていた。

　招待客も固唾かたずを吞のんで随細の人相見を見つめている。

　沈ちん黙もくに耐えかねたのだろう、ミーネがぼそりとつぶやいた。

「変なこと言ったら殴なぐるぞ、爺じじい」

「こら！　失礼なコトを言うんじゃアリマセン！　この山やま猫ねこが！」

　ミリンが慌あわててミーネの口を塞ふさぐと、随細は笑い出した。

「はっはっはっはっ、いや、悪かった、人相の通りじゃと思ったものでな……そちらのミーネ姫の言う通りじゃ。お前さんには仁じん徳とくの相がある！　誰もがお前さんの味方になりたがるという、類たぐい稀まれな人相じゃ！　天与の相と言ってもいいじゃろう。
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　お前さんは自分で世を切り開く相ではない。いわゆる英雄ではないのだ。お前さんは聞くだけでいい、『この世を切り開くにはどうすればいいのか？』と。お前さんは頼むだけでいい、『この世を切り開きましょう』と。そうすれば、誰かが答える、『こうすればいい』と。そして誰かが答える、『では共に開こう』とな……。

　なぜか。それは簡単じゃ、お前さんには欲が無い。この世をよくしよう、という欲はあるが、この世を我がものにしよう、という欲が無いのじゃ。

　いやはや、わしも長い間人相を見てきたが、未だかつて、このような人相を持った人間を見たことはない。これは奇き貨かじゃ！　面白い！　実に面白いぞ！」

　そして、随ずい細さいはくるり、と振り返ると、息子である犂すき山やま綾りよう世せいに向かって言った。

「当分、やっかいになる！　この晴せい凛りんという男、なかなか面白い！　この男がどこまで行くか、見届けてみたいのじゃ、いいな！」




　この犂山随細の人相見の話は、宴えん会かいに出席していた延えん声せいの人々の口から、あっという間に北域全体に広がった。

　定じよう族ぞくの名門である犂山随細の名前と、そして随細が後見人になると公言したという事実は、当の本人である晴凛や、晴凛を売り出していた伏ふせ龍たつの思惑を大きく超えた影響を帝国に及ぼし始めていた。

　その頃、遠く離れた北の大地で、一人の男が興味深そうに間かん諜ちようから届いた報告書を読んでいた。

「ほう、北域王になったか……いやはや、私の認識が甘かったかな？　こいつは少々腰を据すえてお相手しなくてはならなくなりそうだ……一度、顔を見に行くのもいいかもしれんな」

　そのつぶやきを聞きつけたのだろう。香茶の入った杯さかずきを持ってやってきたシムールの女性が、たしなめるような口調で言った。

「お兄様、勝手に出歩かないで下さいまし。ふらっといなくなると、後に残った私たちが色々大変なんですからね！」

「ああ、わかった。安心しろ、どこにも行きやしない」

「どうだか……」

　にらみつける妹の視線を避けるように、エオル王は香茶を一口飲んだ。

　──帝国の瓦が解かいは避けられん。となれば、我らシムールはどう動くべきか……急進派は、これを機会に帝国を攻め滅ぼせと騒さわぐだろう。

　だが、そんなことができるほど、わがシムールの力は強くない。誰も気がついていないが、シムールの国力は落ちている。遊牧という生き方の限界がきているのだ。

　半農半牧、という言葉がエオル王の脳のう裏りに浮かんで消えた。

　──それが一番いいことはわかっている。だが、それをやるには、放牧地に加えて農地が必要だ。農地に使える土地は限られている。帝国との間に争いは避けられん。

　エオル王は再び香茶を一口飲んで……そしてつぶやいた。

「北域王次第だな……つまるところ、彼が運命を握っているということか。帝国と……そしてシムールの……」

　北域王となった晴せい凛りんの存在は、延えん喜ぎ帝国だけに留まらず、シムールをも巻き込んだ、大きな流れを作ろうとしていた。







　　　　あとがき




『ご主人様は山やま猫ねこ姫７』はいかがでしたでしょうか？

　……と、書いたところで、何を書いていいのか、いつも悩んでいます。自分が書いた物語の解説を自分で書くのも妙みようなものですが、とりあえず『山猫姫』の物語世界の経済を支える基盤のひとつである「塩」について簡単に御説明します。

　古来より塩は重要な物資であった、ということは、一巻のあとがきでも書きましたが、それは日本でも同じことでした。永えい禄ろく十年（西暦一五六七年）戦国時代の日本で、甲か斐いの武たけ田だ信しん玄げんと敵対していた北ほう条じようと今いま川がわが、武田を弱体化させるために、塩の流通を差し止める「塩止め」と呼ばれる経済封ふう鎖さを行いました。

　武田家の領地は今で言うところの山梨県と長野県で、海に接していないために、塩を作ることができません。当時は現代と違って機械化されていませんから、全ての産業が肉体労働によって支えられていました。そして汗を流す肉体労働にとって塩分補給は欠かせないものでした。

　このとき、武田と敵対していた上うえ杉すぎは、今川と北条の塩止めに加担せず、今まで通りの塩の流通を認めました。これが「敵に塩を送る」という故事成語の元になっているわけです。

　新潟県の糸魚いとい川から、長野県松まつ本もと市を結ぶ千ち国くに街道は「塩の道」とも呼ばれており、長野県北きた安曇あづみ郡小谷おたり村大網おあみには当時使われていた「塩倉」が現存していますし、大おお町まち市には当時の塩問屋の建物を使った「塩の道博物館」もあります。興味がありましたら、何かの機会に訪れていただければ、と思います。

　さて、生活必需品である塩は、昔から専売制の対象になっていました。日本でも塩は一九九七年に廃止されるまで、専売品として勝手に製造したり売ったりできない品物だったのです。

　中国でも、長い間、塩は専売品でした。供給手段と価格を国家が握にぎり、価格を高く設定してその利ざやを、国庫収入にする一種の税金調達法として使われていました。

『山やま猫ねこ姫』を書くときの参考文献のひとつである『中国塩政史の研究』によりますと、唐とうの時代には原価の約十倍、清しんの時代の初期には原価の三十倍の価格で売られていたそうです。

　こんな高い値段で塩を買わされたのではたまらない、というわけで勝手に塩を作って売る「闇やみ塩じお商人」が現れます。原価の五倍でも官塩より安いわけですから、闇塩を作る商人たちはボロ儲もうけ。その金を役人にワイロとして送って、取り締まりを逃れようとする。

「魚心あれば水心」というわけで、役人と闇商人はずぶずぶに繫つながっていく。

　まさに、水戸黄門のような悪代官と越えち後ご屋の構造ができあがっていくわけです。

　中国の歴史は、こういった腐敗した官僚組織と、それによって抑圧された民衆の反乱の繰り返しと言ってもいいかもしれません。

『山猫姫』の作品世界の延えん喜き帝国も、同じような道をたどりつつあります。果たして北域王となった晴せい凛りんは、この崩壊し始めた延喜帝国をどうするつもりなのでしょうか？

　南方の反乱軍の前に現れた謎なぞの仮面軍師は何者なのか、そしてシムールを統すべる族王エオルの思惑とは何なのか。

　時代が動き、物語は転がり始めました。登場人物も増えて、もはや晴凛とミーネ、シャールたちだけを追いかけるわけにはいかなくなるかもしれませんが、『山猫姫』の物語はあくまでも彼らを中心に描いていくつもりですので、ご安心下さい。




　さて、今回も会話の一部分に椎しい出で啓けいさん、承しよう安あん軍の反乱シーンと皇こう帝ていの閲えつ兵ぺいの描写に銅あかがね大だいさんのご協力をいただきました。

　そして、今回も見事なイラストで、ミーネやシャール、何と言っても「皇こう衛えい騎兵無む双そう」の迫力あふれる泉せん野や聡そう凛りんを描えがき出していただいた春日かすが歩あゆむさんには、感謝の言葉しかありません。

　そしてあいも変わらず締め切りを引き延ばし、苦労をかけまくった担当の高たか林ばやし君には頭を下げ足りません。





（今度こそ、締め切りを守ります、と言い続けて十一年目の）鷹たか見み一かず幸ゆき
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部に営業所を持つ、零細物語製造業者。
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イラスト／春日かすが 歩あゆむ

夢だった挿絵のお仕事で晴れてイラストレーターデビュー。第15回電撃イラスト大賞＜選考委員奨励賞＞受賞。名を伏せて、賞金目当てに再度イラスト大賞応募を目論み中。










ご主しゅ人じん様さまは山やま猫ねこ姫ひめ7




北ほく域いき見み習ならい英えい雄ゆう編へん








鷹たか見み一かず幸ゆき
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